
設定管理ガイド 


このマニュアルは、以下の製品に対応しています。 

MICROLINE Pro 9800 PS-X 
MICROLINE Pro 9800 PS-S 
MICROLINE Pro 9800 PS-E 


〇このマニュアルには、プリンタを安全に使用していただくための注意事項が書かれています。 

プリンタをご使用になる前に、必ず本マニュアルをお読みください。 

〇本マニュアルをプリンタのそばに置いて、ご使用ください。 






























マニュアルの構成 


本製品のユーザーズマニュアルは、次のような8部構成になっています。目的に応じてお読みください。 








プリンタ機能編 

プリンタの使い方や持っている機能、消耗品の交換方法、紙づまり等のトラ 
ブルの対処方法、オプシヨン類の取り付け方が載っています。 


セツ ト アツ フ編一 Windows をお使いの 方一 
Windows のコンピュータから印刷できるようにするまでの手順が載っていま 
す。 

プリンタの設置が終わった6、お読みください。 


セツ ト アツ フ 編一 Macintosh 、 UNIX , Linux をお使いの方一 
Macintosh 、 UNIX , Linux の コン ピュータから印刷できるようにするまでの 手 
順が載っています。 

プリンタの設置が終わった6、お読みください。 


応用編 

色々な用紙に印刷したい時、便利な機能を使って印刷したい時、添付のユー 
ティリティを使って快適な印刷環境にしたい時、カラーを調整したい時など 
にお読みください。 

設定管理ガイド（本書） 

MLPro 98 ⑻ PS がサボートするプラットフォームやネットワーク環境別に、 
MLPro 9800 PS の基本的な設定方法と管理方法を説明します。また、クライ 
アントやネットワーウ上の他のワークステーシヨンに PostScript 印刷サービ 
スを提供するために UNIX 、 WindowsNT /2 ⑻0、 Novell サーパを設定する方 
法についても説明します。 


PS 印刷ガイド 

リモートワークステーシヨンからネツトワークを介して MLPro 9800 PS に印 
刷ジョブを送信する方法、プリントオプション、 MLPro 9800 PS が提供する 
フォントについて説明します。 


カラー ガイド 

キヤ リブレージョンおよび ColorWise ProTools に関する情報を提供します。 


ジョブ管理ガイド 

MLPro 9800 PS が提供する Command WorkStation/Command Workstation 
LE 、その他のユーティリティの機能、およぴジョプ管理の方法を説明します。 
本書は印刷ジョブフローの監視/管理やトラブルシューティングを行うシス 
テム管理者/オペレータ、および同レペルのアクセス特権を持つユーザを対 
象に書かれています。 
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本書の表記 


A この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能 

1=1 性がある ことを 示しています。 

A この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があるこ 

ェ.ふ とを示しています。 


❿ 


プリンタを正しく動作させるための注意や制限です。 
誤った操作をしないため、必ずお読みください。 


プリンタを使用するときに知っておくと便利なことや参考になることです。 
お読みになることをお勧めします。 


本書では、次のように表記している場合があります。 

• MICROLINE Pro 9800PS-X - MLPro9800PS-X 

• MICROLINE Pro 9800PS-S - MLPro9800PS-S 

• MICROLINE Pro 9800PS-E — MLPro9800PS-E 

• MLPro 9800 PS-X、MLPro 9800 PS-S、MLPro 9800 PS-E の総称— MLP「o9800PS 

• Microsoft® Windows Server™ 2003 operating system 日本語版— Windows Server 2003 

• Microsoft® Windows® XP operating system 日本語版— WindowsXP 

• Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 日本言吾版 一 WindowsMe 

• Microsoft® Windows® 98 operating system 日本語版— Windows98 

• Microsoft® Windows® 95 operating system 日本語版 一 Windows95 

• Microsoft® Windows® 2000 operating system 日本語版— Windows2000 

• Microsoft® Windows NT® operating system Ve「sion4.0 日本語版— WindowsNT4.0 

• Windows Server 2003. WindowsXP、WindowsMe、Windows98、Windows95、 
Windows 200 0 、 WindowsNT4.0 の総称— Windows 
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Copyright 2005¢ Electronics for Imaging, Inc. 

All rights reserved. 

本書は著作権により保護されており、著作権に関わる全ての権利が留保されています。 Electronics for Imaging, Inc. の書面による承諾がない場合は、 
本書で許可が明示してある場合を除き、目的、手段を問わず本書のいがなる部分も、その複写や伝達を禁じます。本書の内容は予告なしに変更するこ 
とがあります。また、 Electronics for Imaging, Inc. はその内容についての責任を表明するものではありません。 

本書で説明するソフトウェアは使用許可にもとづいて提供され、使用許可条件に従って使用または複製する場合に限り許可されるものとします。 


Patents: 4,716,978,4,828,056,4,917,488,4,941,038,5,109,241,5,170,182,5,212,546,5,260,878,5,276,490,5,278,599,5,335,040,5,343,311, 
5,398,107, 5,424,754, 5,442,429, 5,459,560, 5,467,446, 5,506,946, 5,517,334, 5,537,516, 5,543,940, 5,553,200, 5,563,689, 5,565,960, 

5,583,623, 5,596,416, 5,615,314, 5,619,624, 5,625,712, 5,640,228, 5,666,436, 5,745,657, 5,760,913, 5,799,232, 5,818,645, 5,835,788, 

5,859,711, 5,867,179, 5,940,186, 5,959,867, 5,970,174, 5,982,937, 5,995,724, 6,002,795, 6,025,922, 6,035,103, 6,041,200, 6,065,041, 

6,112,665, 6,116,707, 6,122,407, 6,134,018, 6,141,120, 6,166,821, 6,173,286, 6,185,335, 6,201,614, 6,215,562, 6,219,155, 6,219,659, 

6,222,641, 6,224,048, 6,225,974, 6,226,419, 6,238,105, 6,239,895, 6,256,108, 6,269,190, 6,271,937, 6,278,901, 6,279,009, 6,289,122, 

6,292,270, 6,299,063, 6,310,697, 6,321,133, 6,327,047, 6,327,050, 6,327,052, 6,330,071, 6,330,363, 6,331,899, 6,340,975, 6,341,017, 

6,341,018, 6,341,307, 6,347,256, 6,348,978, 6,356,359, 6,366,918, 6,369,895, 6,381,036, 6,400,443, 6,429,949, 6,449,393, 6,476,927, 

6,490,696, 6,501,565, 6,519,053, 6,539,323, 6,543,871, 6,546,364, 6,549,294, 6,549,300, 6,550,991, 6,552,815, 6,559,958, 6,572,293, 

6,590,676, 6,606,165, 6,633,396, 6,636,326, 6,643,317, 6,647,149, 6,657,741, 6,662,199, 6,678,068, RE 33,973, RE 36,947, D 341,131, 
D 406,11 7, D 416,550, D 417,86 4, D 419,18 5, D 426,20 6, D 439,851, D 444,793. 


商標 

Bestcolor、ColorWise、Command Workstation 、 EDOX、EFI、Fiery、Fiery ロゴ、 Fiery Driven, Rip-While-Print、Spot-On は、米国特許商標庁 
および/またはその他諸国における Electronics for Imaging, Inc. の登録商標です。 


AutoCal、AutoGray、Best、Best □ゴ、 Changing the Way the World Prints、ColorCal、Device IQ、DocBuilder、DocBuilder Pro 、 DocStream、 
EFI □ゴ、 EFI COLOR, EFI Color Profiler, EFI Production System 、 EFI ScanBuilder 、 Everywhere You Go、Fiery Driven □ゴ、 Fiery X2、Fiery 
X2e、Fiery X2-W、Fiery X3e、FieryX4、Fiery ZX、Fiery Z4、Fiery Z5、Fiery Z9、Fiery Z16, Fiery Z 18、 Fiery Document Workstation 、 Fiery 
Downloader、Fiery Driver、Fiery FreeForm 、 Fiery Link、Fiery Prints、Fiery Print Calibrator 、 Fiery Production System、Fiery Scan, Fiery 
ScanBuilder 、 Fiery Spark 、 Fiery Spooler 、 Fiery Weblnstaller 、 Fiery WebScan 、 Fiery WebSpooler 、 Fiery WebStatus 、 Fiery Web 1 001 s 、 Intel¬ 
ligent Device management □ゴ、 Memory Multiplier、NetWise、PrintMe、PrintMe □ゴ、 PrintMe Enterprise 、 PrintMe Networks、RIPChips、 
ScanBuilder、Splash, Splash ロゴ、 Unimobile、Unimobile □ゴ、 Velocity、Velocity Balance» Velocity Build, Velocity Design 、 Velocity Estimate、 
Velocity Exchange 、 Velocity One 闩 ow、Velocity 〇 ne 闩 ow □ゴ、 Velocity Scan, VisualCal は、 Electronics for Imaging, Inc •の商標です 0 


Adobe、Adobe □ゴ、 Adobe Illustrator、PostScript、Adobe Photoshop、Adobe PageMaker は Adobe Systems Incorporated の商標であり、 
—部管轄地域では登録されています。 Apple、Apple □ゴ、 AppleShare , AppleTalk、EtherTalk、LaserWriter, Macintosh は Apple Computer, Inc. 
の登録商標です。 Microsoft、MS、MS-DOS、Windows は米国およびその他諸国における Microsoft の登録商標です。その他の用語や製品名は各 
社の商標や登録商標である場合があり、本書により承諾されています。 


法律上の注意 

ソフトウェアまたはユーザマニュアルに表示される PANTONE® カラーは、 Pantone, Inc (以下 Pantone 社)が定義するカラーと一致しないことがあり 
ます。正確なカラーを確認するには、最新の PANTONE カラー出版物を参照してください。 PANTONE® およびその他 Pantone 社の商標は Pantone 社 
の所有物です。 ©Pantone, Inc., 2003 


Pantone 社は、 Electronics for Imaging, Inc •の製品またはソフトウェアと併用する場合のみ日 ectronics for Imaging, Inc •に認可するカラーデータおよ 
び/またはソフトウェアの著作権所有者です。日 ectronics for Imaging, Inc •の製品またはソフトウェアを配付する場合を除いて、 PANTONE カラー 
データおよび/またはソフトウェアを他のディスクまたはメモリにコピーすることは禁止されています。 


本製品には、 Apache Software Foundation(http://www.apache.org/) により_発されたソフトウェアが組み込まれています 0 
限定権利条項(米国におぃてのみ適用） 

防衛機関の場合：限定権利条項。使用、複写、開示は 252.227.7013 の技術データとコンピュータソフトウェアの条文の補助条項 (c)(1) (ii) に規定 
した限定内容に従うものとします。 


民間機関の場合：限定権利条項。使用、複写、開示は52.227 -19 の商業コンピュータソフトウェア限定権利の条文の補助条項 (a) がら (d) に規定し 
た限定内容、および本ソフトウェアに関する Electronics for Imaging, Inc •の基準商業契約に規定した限定内容に従うものとします。文書に記載され 
ていない権利は、合衆国の著作権法にもとづいて留保します。 
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使用許諾契約 

重要。お客様へのお願い 

プリンタの付属の CD - ROM には株式会社沖データが提供するプログラム（以下、 OKI ソフトウェアという）とイー •エフ • アイ株式会社が 
提供するプログラム（以下、 EFI ソフトウェアという）が含まれています。 

パッケージを開封する前に下記ソフトウエア使用許諾契約書を必ずお読みください。 

お客様がこのパッケージを開封された場合には、本契約に同意いただいたものとみなします。 

もし、本契約の条項を承諾いただけない場合は、未開封のまま速やかにお客様が購入された販売店に返却してください。 


株式会社沖データソフトウエア使用許諾契約 


使用許諾契約 

プリンタに付属の CD - ROM に含まれているプログラムおよびドキュメンテーションは株式会社沖データ(以下、沖データという）が提供する 
ものです。プログラムおよびドキュメンテーション(以下、総称して〇 KI ソフトウェアという）をお使いになる前に、以下の項目をお読み下 
さい。 

プ□グラムをインストールした時点で、お客様は、沖データとの間で本契約が成立し、本契約条項の拘束を受けることに同意したものと見 
なされます。 

1. 使用範囲 

お客様は、〇 KI ソフトウェアに対応する沖データプリンタを所有する場合に限り、当該プリンタに直接またはネットワークを通じて接 
続される複数のコンピュータにプログラムをインストールして、〇 KI ソフトウェアを使用することができます。また、お客様は、パッ 
クアップの目的として〇 KP ノフトウェアを一部複製することができます。 


2. 財産権および義務 

(1) 〇 KI ソフトウェアおよびその複製物の著作権、版権、所有権は沖データまたは沖データのライセンサーにあります。〇 KI ソフトウェ 
アの構成、編成、コードは沖データの業務上の重要な機密事項及び機密情報にあたります。〇 KI ソフトウェアは米国及び日本国の 
著作権法ならびに国際条約及びその使用される国において適用される法律の保護を受けており、書籍その他の著作物と同じに扱わ 
れなければなりません。 

(2) 第1条に定めた複製を除いて、〇 KI ソフトウェアの一部または全部の複製、貸与、レンタル、リース、譲渡、使用許諾することはで 
きません。 

(3) お客様は〇 KI ソフトウェアを、修正、改変、翻訳、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルしないことに同意し 
ます。 

(4) お客様には本契約で認められた権利を除き、〇 KP ノフトウェアに関するいかなる権利も付与されません。 


3. 期間 

(1) お客様への OKI ソフトウェアの使用許諾は、本契約が解除されるまで有効です。 

(2) お客様は、〇 KI ソフトウェアおよびその複製物を全て破棄および消去することにより、本契約を解除することができます。 

(3) お客様が本契約の条件に違反した場合には、沖データは、お客様に対してライセンス契約の解除を行うことがあります。この様な 
解除が行われた場合には、お客様は cxr ノフトウエアおよびその複製物の全てを破棄および消去し、〇 KP ノフトウェアの使用を中止 
するものとします。 


4. 保証 

(1) 沖データ及び沖データのライセンサーは、本ソフトウェアに関して、以下のことを含む一切の保証をするものではありません。 

-本ソフトウェアを使用する事によってお客様の要望する性能または結果が得られること。 

-本ソフトウェアに瑕疵がないこと。 

• 第三者の権利を侵害していないこと。 

• 特定の目的に適合していること。 

(2) 本ソフトウェアは、予告なく改良、変更することがあります。 

5. 責任の限定 

沖データ及び沖データのライセンサーは、〇 KI ソフトウェアによって生じる、いかなる直接的、間接的、派生的な損害、損失に対して 
も、沖データがたとえそのような損害の発生の可能性について知らされていたとしても、また、それらの損害についての請求が不法行 
為(過失を含むがこれに限定されない)に基づくものであれ、その他の如何なる法律上の根拠に基づくものであれ、適用法で認められる 
限り、お客様に対して一切責任を負わないものとします。また、 OKI ソフトウェアまたは〇 KI ソフトウェアに関連して生じた、第三者が 
らなされるいかなる請求についても、沖データ及び沖データのライセンサーはお客様に対して一切責任を負担しないものとします。 

6. 準拠法及び輸出管理規制 

〇 Kr ノフトウェアについての使用許諾契約に関しては、契約の成立も含め日本法を準拠法とします。本契約は国際物品売買契約に関す 
る国連条約には準拠しないものとし、その適用は明示的に排除されます。 
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もし、本契約の一部が無効で法的拘束力がないとされた場合には、本契約の他の部分の有効性には影響を与えず、他の部分は有効かつ 
法的拘束力をもつものとします。 

〇 KI ソフトウェアは、米国および日本国の輸出管理法、その他の関連法令•規則で禁止されている国へは輸出されないものとし、また 
かかる法令 • 規則で禁止されている態様で使用されないものとします。お客様は、適切な米国及び日本政府の輸出許可を得ずに OKI 
ソフトウェアや〇 KI ソフトウェアから作られた製品を輸出、再輸出しないことに同意します。もし、お客様がこの条項に違反された場 
合、自動的にこの契約は解除されるものとします。 

/. 5 c 全な□■意 

お客様は、本契約を読んでこれを理解したこと、および本契約がお客様に対する〇 Kr ノフトウェアのライセンスについて沖データとお 
客様との間の事前の□頭、書面またはその他の通信手段による一切の合意に優先するお客様と沖データとの間の完全かつ唯一の合意で 
あることを確認します。また本契約に基づくお客様の義務は、本契約に基づいてライセンスされる権利の保有者すべてに対する義務を 
構成するものとします。 


イー•エフ • アイ株式会社ソフトウェア使用許諾契約 


ソフトウェア使用許諾契約 

本ソフトウェアをご使用になる前に必ず以下のソフトウェア使用許諾契約以下、本使用許諾契約)をお読みください。 EFr ノフトウェア(以下、 
本ソフトウェア)を使用されるお客樹ま、法人/個人に依らず本使用許諾契約に同意する必要があります。本使用許諾契約は、 EFI ソフトウェ 
アに関するお客様と Electronics for Imaging , Inc . (以下、 EFI ) との間の法的合意事項となります。本使用許諾契約に同意する場合、「同意する」 
をクリックしてください。同意しない場合、「同意しない」をクリックし、ソフトウェアのインストール、複製、使用をしないでください。 

Windows Me /98 用 PostScript ( R ) プリンタドライパ 、 Windows NT 4.0 用 PostScript ( R ) プリンタドライパ 、 Windows 2000用 PostScript 
( R ) プリンタドライパ、 WindowsXP 用 PostScript ( R ) プリンタドライパ 、 Job Monitor、Command Workstation 4 、 ColorWise Pro Tools 、 
Fiery Downloader 、 Fiery Printer Delete Utility 、 HotFolder、Fiery Spooler 、 CWSLE 、 WebTools、ICC profiles、PPD for OS 9 and X 、 
Fiery Job Notes Plug In は ER が提供するものです 0 

「同意する」ボタンをクリックし、または本ソフトウェアをインストール、複製、あるいは使用することにより、お客様は本使用許諾契約に 
従うべき義務を負うことになります。本使用許諾契約に従いたくない場合、「同意する」をクリックしないでください。また、本ソフトウェ 
アをインストール、複製、あるいは使用しないでください。この場合、お客様は、お買い上げ日より30日以内にレシート等支払い証明を添 
付してお買上げ販売店に未使用の本ソフトウェアとその全同梱物を返却して、全額払戻しを受けることができます。 

ライセンス 

EFI は、お客様に、お買上げいただいた本ソフトウェアの使用について、本使用許諾契約の条項のみに従い、 ER 製品説明書に明記されたと 
おりに、がつ EFI 製品説明書に明記された製品(以下、本製品)のみにつき、限定的、非独占的なライセンスを与えます。 

本使用許諾契約における「本ソフトウェア」とは、 EFI ソフトウェアおよび EFI ソフトウェアに関する一切の文書、ダウン□—ドしたもの、才 
ンライン上のコンテンツ、バグフィックスプログラム、パッチ、リリース、リリースの注意事項を記載した文書、アップデートプ□グラム、 
アップグレードプ□グラム、テクニカルサポート提供物、およびその他の情報を意味します。本使用許諾契約の条項は、お客様によるこれ 
らアイテムの一切の使用に適用があり、効力を及ぼします。ただし、アップデート、リリースまたはアップグレード時に、 EFI は書面による 
追加契約事項を与えることがあります。 

本ソフトウェアはライセンス供与されるものであり、販売されるものではありません。お客様は、 ER 製品説明書に記載された使用目的での 
み、本ソフトウェアを使用できるものとします。お客様は、本ソフトウェアのレンタル、リース、サプライセンス、貸出し、またはその他 
の方法でソフトウェアを配付することはできません。また、本ソフトウェアを時分割サービス、サービス機関、または類似の形態で使用す 
ることはできません。 

お客様は、本使用許諾契約にて許容される目的のためにバックアップまたはアーカイブ • コピーを1部作成することができますが、それ以 
外に本ソフトウェアまたはその一部について、いかなる複製も作成することはできません。ただし、いかなる場合であっても、本製品のコ 
ントローラボードまたはハードウェアの任意部分に含まれるソフトウェアについては、いかなる複製を作成することもできません。お客様 
は、本ソフトウェアのいがなる部分についても、□一カライズ、逆アセンブル、デコンパイル、解読、リバースエンジニアリング、ソース 
コード解読、改変、派生製品の作成、その他いがなる変更も、しないことに同意するものとします。 


知的財産権 

お客様は、本ソフトウェア、全ての EFI 製品、およびその複製物、変更物、派生物についての、あらゆる知的財産権を含む全ての権利、所有 
権およひず」益は、 EFI とその供給元のみが保有することを認識し、これに同意するものとします。本使用許諾契約で明示された限定的ライセ 
ンスを除いて、いかなる権利もライセンスも与えられません。お客様は、いかなる特許権、著作権、営業秘密、商標(登録、未登録を問わ 
ず)、またはその他の知的財産権も与えられません。お客様は、いがなる EFI の商標や商号またはそれらと類似したもしくは混乱を生じさせ 
るようなあらゆるマーク、 URL 、 インターネットドメイン名またはシンボルを、お客様ご自身、その関係会社または製品の商号として採用 
し、登録し、または登録を試みないことに同意するものとします。また、 EFI やその供給元の商標権を損なうような、その他のいかなる行為 
をもしないことに同意するものとします。 
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守秘義務 

本ソフトウェアは、 EF 嗪有の秘密情報であり、お客様は他に配布•開示することはできません。ただし、次の場合に限り、本使用許諾契約 
上のお客様の一切の権利を他人または他の法人に譲渡することができます。 （1) その譲渡が、適用ある全ての輸出関連法規一米国輸出管理法 
を含む米国の法律および規則を含みます一により許され、 （2) お客様が、複製物、アップデート、アップグレード、媒体、印刷文書、および 
本使用許諾契約を含めた本ソフトウェアの全てを第三者に譲渡する場合で、 （3) 譲渡の際、お客様がパックアップ、アーカイブを含む本ソフ 
トウェアの一切の複製物を保持せず、 （4) 譲渡先の第三者が本使用許諾契約の全条項に同意する場合。 

ライセンスの終了 

本ソフトウェアを許可なしで使用、複製、開示した場合、あるいは本使用許諾契約について何らかの不履行があった場合、本ライセンスは 
自動的に終了し、 EFI は他の法律上の救済手段も利用可能となります。ライセンス終了の場合、お客様は本ソフトウェアまたはその構成部分 
の複製物の全てを破棄しなければなりません。その場合でも、本ソフトウェアに関する守秘義務、保証の免責、責任限定、救済手段、損害、 
準拠法、裁判管轄権、裁判地、および EFI の知的財産権に関する本使用許諾契約の全ての条項は、ライセンスの終了後も効力を失いません。 

限定保証および免責 

EFI は、本ソフトウェアが EFI 製品説明書の記載どおりに使用される限り、お客様が受領されてから90日間は、本ソフトウェアが実質的に EFI 
製品説明書の記載どおりに動作することを保証します。 EFI は、本ソフトウェアがお客様の特定の要求に適合すること、本ソフトウェアが停 
止せず、常に安定して動作を継続し、耐停止でエラーが無いことまたソフトウェアの欠陥は全て修正されることについて、何らの表明も保 
証もしません。また、 EFI は、本ソフトウェア以外の本製品もしくはサービス、または第三者製の製品(ハードウェアまたはソフトウェア)も 
しくはサービスについて、明示的にも黙示的にも、その性能または信頼性を保証するものではありません。なお、 EFI が容認する第三者製の 
製品以外の製品をインストールした場合、本保証は無効となります。 EFI が認める場合を除き、本ソフトウェアまたは EFI 製品を使用、改変、 
および/または修復した場合、本保証は無効となります。さらに、事故、悪用、誤使用、異常使用、ウイルス、ワーム、その他類似の外的要 
因により本ソフトウェアに問題が起こった場合も、本限定保証は無効になります。 

適用される法により許容される最大の範囲で、上記の明示的限定保証(「限定保証」)を除き、 EFI は本ソフトウェア、本製品、および/または 
いかなるサービスーそれが明示的であれ黙示的であれ、法令に基づくものであれ、本使用許諾契約上のいかなる条項に基づくものであれま 
たはお客様とのコミュニケーションに基づくものであれ一についても、表明または保証をせず、かつお客様はそれを受けることができませ 
ん。 EFI は特に、安全性、商品性、特定目的に対する適合性および第三者の権利侵害がないことを含む全ての黙示的保証、表明および条件が 
ら免責されます。ソフトウェアおよび/または製品が停止しないこと、常に安定して動作を継続すること、耐停止でエラーがないことについ 
ては、いかなる表明も保証もありません。適用される法により許容される最大の範囲で、一切のソフトウェア、本製品、サービスおよび/ま 
たは適用ある保証に関するお客様の唯一かつ排他的な救済手段、かつ EFI およびその供給元の責任の全ては、 EFI の選択による （1) 限定保証に 
適合しないソフトウェアの修理もしくは交換、または (2) 限定保証に適合しないソフトウェアの代金(もし支払われていれば)の返還です。本 
項に規定された場合を除いて、 EFI およびその供給元は、代金払戻し、返品、交換、または同等の機能を提供するソフトウェアの提供は一切 
行いません。 

責任の限定 

適用される法により許容される最大の範囲で、お客様による本ソフトウェア、本製品、サービス、および/またはこの使用許諾契約に関する 
EFI またはその供給元に対する一切の請求は、それがどのような提訴内容である場合でも(契約責任、不法行為責任、法定責任またはそれ以 
外のいずれであるがを問わず)、お客様が当該 EFr ノフトウェアに対して支払った対価を超えないことに同意するものとします。お客様はこ 
の金額が、本使用許諾契約の目的に適うものであることに同意し、またこの補償額は、 EFI および EFI の供給元による不法行為または過失に 
よって生じた損失や損害の公正かつ合理的な見積額であることに同意するものとします。適用される法により許容される最大限の範囲で、 
代替ソフトウェア、代替製品、代替サービスの調達にかかる費用、利益の逸失またはデータの損失、第三者からの請求、その他特別な、間 
接的、依存的、結果的、懲罰的または付随的損害については、それが本ソフトウェア、本製品、サービスおよび/または本使用許諾契約に 
よって引き起こされたものであっても、 EFI およびその供給元は一切責任を負いません。この責任限定は、たとえ EFI およびその供給元が、 
そのような損害の可能性を知らされていた場合であっても適用されます。お客様は、本ソフトウェアの価格がこのリスク配分を反映したも 
のであることに同意するものとします。お客様は、上記の責任限定および免責事項が本使用許諾契約において最も重要な条項であり、これ 
ら2つの条項にお客様が同意しない限り、 EFI は本ソフトウェアの使用許諾を行わないことを認識した上で同意したものとします。 

米国の州や司法管轄区域の中には、本使用許諾契約に定める責任の除外および/または限定の一部または全部を許さないところもあるため、 
上記の責任除外 • 限定は、お客様に適用がないかもしれません。 

デラウェア法人である Adobe Systems Incorporated (以下 、 Adobe 社)(住所： 345 Park Avenue , San Jose , California 95110-2704) 
は、本使用許諾契約が本ソフトウェア、フォントプログラム、書体、商標などお客様の使用に関する条項を含む限りにおいて、本使用許諾 
契約における第三者たる受益者です。以上の条項は Adobe 社の利益のために明示的に設けられたものであり、 EFI に加え Adobe 社がこれを 
行使することができます。 Adobe 社は、本項に記載されたいかなる Adobe 社製ソフトウェアおよび技術に関しても、お客様に対して一切の 
責任を負わないものとします。 


輸出制限 

本ソフトウェアおよび EF 喔品には、米国輸出管理法を含む米国における輸出関連の法律および規則が適用されます。本使用許諾契約で付与 
されるライセンスは、お客様が、米国における輸出関連法規を含む適用ある全ての輸出関連法規に従うことを前提としています。お客様は、 
これらの法規に違反する形で、本ソフトウェアおよび EFI 製品のいかなる一部も、使用、開示、配布、譲渡、輸出、再輸出しないことに同意 
するものとします。 


7 


政府による使用 

アメリカ合衆国政府による本ソフトウェアの使用、複製、開示は、 FAR 12.212または DFARS 227.7202 -3-227.7202-4 に定める規制に 
服し、がつ米国連邦法で要求される範囲において 、 FAR 52.227-14 、 Restricted Rights Notice(June 1987) Alternate lll ( g )(3 )(June 1987) 
または FAR 52.227-19 ( June 1987) に定める最小限の限定権利 (minimum restricted rights ) に服します。技術データは、本使用許諾契約に 
従って提供される技術データの範囲内で、 FAR 12.211および DFARS 227.710 2-2 によって保護され、またアメリカ合衆国政府により明示 
的にに要求される範囲で 、 DFARS 252.227.7015 (November 1995) および DFARS 252.227 -7037 (September 1999) に定める限定権利 
に服します。上述の規定が修正または他の法規により上書きされる場合、その後の同等の規定が適用されるものとします。契約者名は Elec ¬ 
tronics ror Imaging , Inc •です 0 

準拠法および管轄権 

本使用許諾契約の当事者の権利および義務は、あらゆる意味において排他的に、カリフォルニア州法に準拠するものとします。従って、力 
リフォルニア州住民間でカリフォルニア州内において成立する契約に対する法律が適用されます。国際物品売買契約に関する国連条約およ 
びその他同様の条約は本使用許諾契約には適用されないものとします。本ソフトウェア、本製品、サービス、および/または本使用許諾契約 
に関連する全ての紛争については、お客様は、カリフォルニア州サンマテオ郡における州裁判所および北カリフォルニア連邦裁判所のみを 
所轄裁判所とすることに同意するものとします。 

一般条項 

本使用許諾契約はお客様と Electronics for Imaging , Inc . との完全合意を表したものであり、本ソフトウェア、本製品、サービス、本使 
用許諾契約が規定するその他の事項に関する他のやり取りや広告に優先するものです。本使用許諾契約の一部の条項が無効でも、それらの 
条項は法的強制力を有するのに必要な範囲で修正されたとみなされ、また、それ以外の部分は完全な効力を有するものとします。 

ご不明な点がありましたら、 EFI の Web サイト ( www . efi . com ) を参照ください。 

Electronics for Imaging , Inc . 

303 Velocity Way 
Foster City , CA 94404 
USA 

Copyright ( c ) 2004 -2005 Electronics for Imaging , Inc . All rights reserved . 


イー•エフ • アイ株式会社ソフトウェア使用許諾に関する付記 

イー■エフ • アイ株式会社ソフトウェア使用許諾で言及している 「 EFI ソフトウェア」には、 EFI 社製品に含まれているオープンソースソフトウェ 
アは含まれておらず、また、イー•エフ•アイ株式会社ソフトウェア使用許諾は、オープンソースソフトウェアには適用されません。製品に 
含まれるオープンソースソフトウェアの使用は、イー•エフ • アイ株式会社ソフトウェア使用許諾とは別に提供され、プリンタソフトウェア 
CD の〇 penSrc フォルダ内の Readme . txt に記載のオープンソースソフトウェア使用許諾に準拠しなければなりません。本製品を使用すること 
は、プリンタソフトウェア CD の〇 penSrc フォルダ内の Readme . txt に記載のオープンソースソフトウェア使用許諾に示される条件を受諾した 
ことになります。 

オープンソースソフトウェア使用許諾の条件を受諾できない場合、購入日から30日以内以内に領収証と共に製品を購入された販売店にお持 
ちください。購入時にお支払いになつた代金を全額返金致します。 


以上 


※ Adobe Reader の使用について 

Adobe Reader は沖データがアドビシステム社との契約に基づきお客様に配布するものです。お客様は Adobe Reader に含まれているエン 
ドユーザー使用許諾契約書に同意することにより、アドビシステム社から Adobe Reader の使用を許諾されることになります。 

※商標について 

Adobe、Adobe Reader および PostScript は米国およびその他の国における Adobe Systems Incorporated の商標または登録商標です 0 
Windows、Windows NT は米国内及び各国で登録された Microsoft Corporation の登録商標です。 

Macintosh は米国 Apple Computer , Inc . の登録商標または商標です。 

ColorWise、Command Workstation 、 EFI 、 Fiery は、米国特許商標庁および/またはその他諸国における Electronics for Imaging , Inc •の 
登録商標です。 

Fiery Downloader、Fiery Spooler は 、 Electronics for Imaging , Inc . の商標です。 

その他記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 
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使用開始前に 


MLPro 9800 PS は、使用環境に合わせてシステム管理が行い 
やすいよう構築することが可能です。ネットワークプリント 
環境を構築するにあたって、システム管理者は、ユーザがア 
クセス可能なネットワークやソフトウエアの使用レベルをあ 
らかじめ決めておく必要があります。使用レベルは、プリン 
卜接続の開放やパスワードの設定によって決定できます。 

インストールや設定を行う前に、 MLPro 980 0P へのアクセス 
方法やコント□—ル方法を理解し、環境に合った方法を決め 
てください。 


コント□—ルおよびアクセスレベル . 12 

MLPro 9800 PS システムソフトウエア . 17 

MLPro 9800 PS 「設定」について . 18 






MLPro 9800 PS システムでは、 5 段階のコント□ールレべルを設定することができます。システム管理 
者やオペレータがジョブフローや印刷をコントロールするような多量印刷環境下では最大制限つきのコ 
ントロールが必要です。この場合、ユーザから送られたジョブは MLPro 9800 PS の八ードディスク上に 
スプールされ、オペレータがその印刷時期を決定します。また、システム管理者やオペレータのみが管 
理ソフトウ エア ツールを使用できます。 

□— カルネットワーク上のすべてのユーザがすべてのジョブやサーパ機能をコントロールできる小規模 
な環境下では、コントロールレペルの制限は最小に設定します。この場合は、全ユーザが等しくシステ 
ムやソフトウ エア ツールにアクセスできます。 

「設定」終了後、システム管理者はプリント接続、 Fiery WebTools アウセスあるいはパスワードを使用 
可能（または使用不可能）にすることによりコントロールレべルを操作することができます。 


プリント接続方法 

MLPro 9800 PS は待機キュー、印刷キュ ー 、直接接続の3種類のプリント接続方法をサボートしていま 
す。「印刷キュー」や「直接接続」を使用すると、リモートユーザが自由に印刷できます。「待機キュー」を 
使用するとシステム管理者またはオペレータがリモートユーザの印刷を許可するまで印刷されません。 
このためコント□—ルを厳しく制限したい場合は、これらの接続を使用可能にすべきではありません。 

待機キュー 

待機キューに送られたジョブは MLPro 9800 PS のハードディスクにスプールされます。これらのジョブ 
の印刷処理は、 Command WorkStation/Command Workstation LE または Fiery Spooler (『ジョブ管 
理ガイド』参照)を使用して行います。 

直接接続 

直接接続では、 MLPro9800PS へジョブが直接送られます。 MLPro 9800 PS が使用中の場合は、 
MLPro 9800 PS が使用可能になるまでジョブは ワー クス テー ション側に留まります。前のジョブの処理 
が終わり次第、印刷キュー•内のジョブが処理される前に、このジョブは MLPro9800PS で処理されます。 
直接接続に送られたジョブは MLPro 9800 PS のハードディスクには格納されず、また、 Command 
WorkStation/Command Workstation LE 、 または Fiery Spooler のジョブ欄にも表示されません。こ 
のため直接接続は機密性の高いジョブを保護するのに適しています。直接接続に送られたジョブもジョ 
プ□グ上に表示されます。 

' 欧文フォント及び和文フォントのインストールには直接接続を使用する必要があります。 MLPro 9800 PS にフォントをイ 
ンスト - ルする際は、直接接続を使用可能にしてください。 

• 直接接続を使う場合、以下のプリンタ機能が使用できなくなります。通常は印刷キューをお使いください。 

-部単位コピー印刷 
-製本印刷 
-ページ順の降順 

- ダイレクト PDF/TIFF ファイル印刷 
-グループ印刷 
-バリアブル データ 印刷 
-E メール印刷 

- Hot Folder でのプリントオプション設定 
- DocuBuilderPro での面付け指定 
-用紙サイズに合わせる設定 

印刷キュー 

印刷キューに送られたジョブは MLPro 9800 PS に到着した順に処理-印刷されます。ただし Command 
WorkStation/Command Workstation LE や Fiery Spooler でオペレータによって優先されたジョブや 
直接接続を介して送信されたジョブは印刷キュー内のジョブより先行して処理されます。 
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コント□ールレべル 


使用開始前に 



パスワード 

MLPro 9800 PS 機能へのアクセスをコント□—ルするためにパスワードを設定できます。 

MLPro 9800 PS では次のパスワードが用意されています。 

• システム管理者 操作パネル 、 Command Workstation または Fiery WebSetup で設定可能 
• オペレータ Command Workstation、Fiery WebSetup で設定可能 

_ デフオルトではパスワードは設定されていません。パスワードが設定されていないと、 MLPro 9800 PS 「 設定」(パスワー 
メモ ド設定を含む)、ジョブコントロールなどの重要な機能に全ユーザがアクセスできることになります。 MLPro 9800 PS 

「設定」を勝手に変えられることのないよう、システム管理者パスワードを設定しておくことを推奨します。 


システム管理者用パスワード 

システム管理者用パスワードを入力すると、 MLPro 9800 PS 「 設定」に無制限にアクセスし印刷やジョブ 
管理環境をコントロールできるので、システム管理者用パスワード特権には、最も高い権限が与えられ 
ます。この特権には、プリント接続の開放、パスワードの設定、フォントの削除、サーパの初期化(ジョ 
ブの消去)などが含まれます。 

オペレータ用パスワード 

オペレータコントロールには 、 Command WorkStation/Command Workstation LE 、 または Fiery 
Spooler での印刷ジョブ管理(ジョブ設定の上書きを含む)や、キャリプレーションの実施およびキャリ 
プレーション設定の上書きが含まれます。 

ゲスト（パスワード不要） 

Command WorkStation/Command Workstation LE 、または Fiery Spooler にゲストとして□グイン 
する場合は、パスワードは必要ありません。ゲストは現行ジョブの状況を確認することはできますが、 
ジョブや MLPro 9800 PS の状況に変更を力□えることはできません。 


使用開始前に 
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Fiery WebTools 

MLPro 9800 PS では、インターネットやイントラネットを介して Windows 対応コンピュータから Fiery 
WebTools が使用可能です 。 Fiery WebTools を使用するには、 MLPro 9800 PS 「 設定」で下記の作業を 
行ラ必要があります。 

•「 TCP / IP を使用する」を「はい」に設定 

• IP アドレスを設定 

• サプネットマスクを設定 

• TCP / IP ゲートウェイアドレスを入力 

•「 Web サービスを使用する」を「はい」に設定 

Fiery WebTools 機能へのアクセスをコント□—ルするためにパスワードを設定することができます。 
パスワードを設定しないと、全ユーザがすべての WebTools 機能にアクセス可能になります。 

Fiery WebTools には、状況、 WebLink 、 WebDownloader 、 WebSetup が含まれています 0 

Fiery WebTools^, Mac OS X Native モ-ドではサポ-卜されていません。 


状況 

状況ツールを使用すると現在の MLPro 9800 PS で処理中 • 印刷中のジョブ情報が表示されます。「状況」 
ツール使用時にパスワードは不要です。詳細は、 『 PS 印刷ガイド』を参照してください。 


WebLink 

WebLink は Fiery WebLink アドレスへリンクするときに使用します。 


WebDownloader 

Fiery WebDownloader を使用すると、 PS 、 PDF 、 EPS 、 TIFF ファイルを MLPro 9800 PS にダウンロー 
ドできます。 


WebSetup 

Fiery WebSetup を使用するとリモートコンピュータか 6 MLPro 9800 PS 「 設定」を変更することができ 
ます。 

❿ Fiery WebSetup は Windows コンピュータからのみ使用できます。 


使用開始前に 


14 



コントロールレベル概要 

レベル1(最小制限)からレベル5(最大制限)までのコント□—ルレペル使用例を次に記載します。この中 
から使用環境に合ったレベルを選び、次べージの表でそのレベル番号に対応した MLPro 9800 PS の設定 
方法を参照してください。 

MLPro 9800 PS のシステム環境破壊を防止するために、最低限としてシステム管理者用パスワードの設定を推奨します。 


1. システム管理者およびオペレータなし 

全ユーザが同等のアウセス権限を持ち、 MLPro 9800 PS 「 設定」、サーパの初期化、プリンタフォントの 
消去、キャリブレージョン、 MLPro 9800 PS の全プリント接続（印刷キュー、待機キュー、直接接続)へ 
の印刷、および Command WorkStation/Command Workstation LE 、 Fiery Spooler からの全ジョブ 
のコント□—ルが可能です。（このレベル設定はお勧めできません。） 


2. システム管理者あり、オペレータなし 

システム管理者のみが、 MLPro 9800 PS 「 設定」などの管理機能を使用できますが、その他全機能-ワーク 
ステーションからのキヤリブレーション、 MLPro 9800 PS の全プリント接続(印刷キュー、待機キュー、 
直接接続)への印刷、および全ジョブ管理は一般ユーザ全員が実行可能です。 


3. システム管理者とオペレータあり 

システム管理者のみが MLPro 9800 PS 「 設定」などの管理機能を使用できます。また、オペレータまたは 
システム管理者のみがワークステーションからキャリブレーションおよびジョブ管理を行うことができ 
ます。一般ユーザは、 MLPro 9800 PS の全プリント接続に印刷できます。 

4. システム管理者とオペレータあり、かつ Fiery WebTools へのアクセ 
スなし 

システム管理者のみが MLPro 9800 PS 「 設定」を実行可能、そしてオペレータとシステム管理者のみが 
ワークステーションからキャリブレーションとジョブ管理を実行できます。ユーザは MLPro 9800 PS の 
印刷キューおよび待機キューへの印刷が可能ですが、直接接続は使用できません。オペレータが全ジョ 
ブフ□一をコントロールしますが、印刷キューへ送られたジョブに対してのオペレータ介入は必要はあ 
りません 。 Fiery WebTools は使用できません。 

5. システム管理者とオペレータあり 、 Fiery WebTools へのアクセスな 
し、かつオペレータが全ジョブをコントロール 

システム管理者のみが MLPro 9800 PS 「 設定」を実行可能、また、オペレータとシステム管理者のみが 
ワークステーションからキャリブレーションとジョブ管理を美行可能です。ユーザは MLPro 9800 PS の 
待機キューのみ使用可能です。オペレータのみがジョブフローをすベてコントロールします。ユーザは 
WebTools を使用できません。 


使用開始前に 
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コント□ールレべル 


必要な設定 

1 

(最小制限) 

2 

3 

4 

5 

(最大制限) 

MLPro 9800 PS 「 設定」の「直接接続」で 
「はい」を選択 

〇 

〇 

〇 



MLPro 9800 PS 「 設定」の「印刷キュー」 

で「はい」を選択 

〇 

〇 

〇 

〇 


MLPro 9800 PS 「 設定」の 「 Web サー ビス 
を使用する」で「はい」を選択 

〇 

〇 

〇 



MLPro 9800 PS 「 設定」でシステム管理 
者用パスワードを設定する（推奨） 


〇 

〇 

〇 

〇 

(Command Workstation の） 

MLPro 9800 PS 「 設定」でオペレータ用 
パスワードを設定する 



〇 

〇 

〇 


使用開始前に 
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MLPro 9800 PS システムソフトウェア 

MLPro 9800 PS システムソフトウェアは、 Linux OS ソフトウェアと「サーパ」ソフトウェアで構成され 
ます。「サーパ」は、 Linux 0 S 上で動作するソフトウェアで、 Linux 0 S がブートすると自動的に起動し 
ます。「サーパ」は、ジョブのスプール、処理、印刷、保存、およびジョブログの管理を行います。 

本製品で「システム」という言葉は、 Linux 0 S と「サーバ」ソフトウェアの両方を意味します。操作パネ 
ルの「終了」画面で表示される「サーバの再起動」は、 Linux OS は起動した状態のまま「サーバ」ソフトウェ 
アだけを再起動します。「システムのリブート」は、 Linux 0 S ソフトウェアと「サーパ」ソフトウェアを 
再起動します。 

MLPro 9800 PS 上で Linux OS がプートしている場合でも、「ザーパ」が起動していないとジョブの受信、 
処理はできません。また、 Command WorkStation/Command Workstation LE から MLPro 9800 PS 
に接続することもできません。この場合、 MLPro 9800 PS の操作パネルで MLPro 9800 PS を再起動して 
ください。 


使用開始前に 
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MLPro 9800 PSr 設定」について 


MLPro 9800 PS 「 設定」では、他のデパイスとの通信制御や、プリントジョブの管理方法を設定できま 
す。 MLPro 9800 PS 「 設定」は、最初に MLPro 9800 PS に電源を入れるときと、システムソフトウェアを 
更新したときに必要です。初回の設定では、デフォルト設定で、 MLPro 9800 PS を「使用可能」にできま 
すが、一般ユーザが必ずしも MLPro 9800 PS に印刷できるようになるとは限りません。各使用環境に適 
した設定を行ってください。ネットワーク環境が変更になった場合、ユーザの印刷環境が変更になった 
場合には適宜 MLPro 9800 PS 「 設定」を変更してください。 

初回の MLPro 9800 PS 「 設定」では、操作パネルから「サーパ設定」、「ネットワーク設定」、および「プリ 
ンタ設定」を必ずこの順番で行ってください。また、初回の設定では、 MLPro 9800 PS と Command 
WorkStation/Command Workstation LE 圊のネットワーク接続に必要な設定作業も行います。 


ネットワークの設定 

MLPro 9800 PS 「 設定」を行う前に、ネットワークサーパの設定が必要です。ネットワークの設定につい 
ては、「第4章 ： Fiery WebTools 設定」を参照してください。 

Novell サーバまたは Windows サーバ ( TCP / IP 使用)を使用する場合は、 MLPro 9800 PS で「ネットワー 
ク設定」を行う前に、 ネットワークサーパを MLPro 9800 PS 印刷用に構築しておく必要があります。 
MLPro 9800 PS は、「ネットワーク設定」中、ネットワーク上のゾーン、サーバあるいはサーバ上の 
キュー情報を知る必要がありますので、「ネットワーク設定」はネットワークが実際に稼働している時に 
行ってください。 

サーバ、プリンタあるいはネットワーク自体の構成が変更になった場合は、いつでも変更内容に応じて 
設定を個々に変更することができます。同様に、印刷や管理の必要性に応じて、設定内容を変更するこ 
とも可能です。 

MLPro 9800 PS には、正しい Windows ドメイン名を設定する必要があります。これは、特に Windows 
印刷 ( SMB 印刷)を使用する場合に重要です。この作業はネットワーク上の Windows サーバのサーバ管 
理ユーティリティを使用して実行します。サーバ管理ユーティリティを使用し、 MLPro 9800 PS をネッ 
トワークに追加してください。詳細は、マイク□ソフトの取扱説玥書を参照してください。 


使用開始前に 
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2 操作パネルからの 

MLPro 9800 PS 「 設定」 

MLPro 9800 PS 「 設定」は、 MLPro 9800 PS を導入して最初に 
システムを起動したときや、システムソフトウェアの再イン 
ストールを行った後に行う必要があります。 


操作パネルでの MLPro 9800 PS 「 設定」作業 . 20 

ハ*設定 . 22 

ネットワーク設定 . 24 

パラレル設定 . 42 

US 巳設定 . 43 

プリント接続 . 44 

プリンタ設定 . 45 

PS 設定 . 48 

PCL 設定 . 51 

的一設定 . 53 

「設定」メニュー内の管理機能 . 56 














操作ノ V ネルでの MLPro 9800 PS 「 設定」作業 

MLPro 9800 PS が他のデパイスと交信したり、受取った印刷ジョブを管理したりするには、操作パネル 
上で MLPro 9800 PS 「 設定」を行う必要があります。 

MLPro 9800 PS 「 設定」には下記の設定オプションが用意されています。 


「サーバ設定」 

「ネットワーク設定」 

「パラレル設定」 

rusB 設定」 

「プリンタ設定」 

「 ps 設定」 

「 PCL 設定」 

「カラー設定」 

「ジョブ□グ設定」 
「パスワード変更」 

「サーバの初期化」 
「出荷時のデフォルト」 


MLPro 9800 PS システムオプション指定 

MLPro 9800 PS に印刷ジョブを転送するすべてのアクティブなネットワーク 
システムを指定 
パラレルポート設定 
USB ポート設定 

MLPro 9800 PS 上の印刷ジョブやキューの管理方法を指定 

PostScript オプション設定 

PCL オプション設定 

カラー出カオプション設定 

印刷済みジョプの記録を取り扱ろ方法を指定 

MLPro 9800 PS のシステム管理用パスワードを設定 • 変更 

使用言語の設定 

MLPro 9800 PS の初期化 

すべての設定値を工場出荷時の状態に戻す 


この他、操作パネルからは、 MLPro 9800 PS のシステム管理者用パスワードの設定 • 変更も行うことが 
できます。 

MLPro 9800 PS の操作パネルでオプシヨンの設定や処理中のジョブの情報表示ができます。 


MLPro 9800 PS の操作パネル 


MLPro 9800 PS 操作パネルからは、ジョブ情報の取得、特殊ページの印刷、および印刷設定が実行でき 
ます。ほとんどの機能は Command Workstation からも実行可能ですが 、 Command Workstation が実 
行されているワークステーションが手近にない場合でも操作パネルから実行可能です。 

操作パネルについては、「プリンタ機能編」をご覧ください。 


操作パネル使用時の注意 


MLPro 9800 PS の表示ウィンドウはガラス製 LCD です。ガラスが割れて中の液晶が漏れ出た場合は、液 
晶に触れないようにしてください。万一、液晶に触れた場合は、石鹸と水ですぐに洗い落としてくださ 
い。 

表示ウィンドウ表面に強い衝撃が加えられることのないように注意してください。表示ウィンドウに圧 
力がかかると、パネルの表示色が変色する恐れがあります。 


操作パネルからの Mr - pro 9800 TIS 「設定」 
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設定の実行 

設定を実行するときには、操作パネルに「印刷できます」と表示されていることを確認してください。 
MLPro 9800 PS が印刷中または RIP 中の場合は、処理が終了し表示ウィンドウに「印刷できます」と表示 
されるまで待ってください。 


操作パネルで MLPro 9800 PS 「 設定」作業を開始するには： 


〇上下ボタンを使用して、画面をスクロールし、[管理者用 メニュー] を選択します。 

システム管理者パスワードが設定されている場合、「パスワード入力」画面が表示され、パスワードの入力が求めら 
れます〇 

❷「設定を続行しますか？」画面で[はい]を選択します。 

「設定開始中」、「オフラインです」、「設定開始中」と画面に表示され、しばらくすると設定項目が 
画面に表示されます。 

❸希望の項目に対応した行選択ボタンを押すと、その項目を選択できます。 

必要な場合は、上下ボタンで画面をスクロールしてください。 

❹「サーバ設定」、「ネットワーク設定」、「プリンタ設定」を順番に選択し、各設定作業 
を行います。 

初回設定時には、まずこれらの3項目を必ずこの順番で設定してください。他の設定項目は、随時設定•変更可能 
です。2回目以降は、変更したい設定項目に直接進んでください。 

❺「パスワード変更」でシステム管理者用パスワードを設定します。パスワードの設定 
により一般ユーザの「設定」メニューへのアクセスを制限することができます。 


操作パネルからの Mr - pro 98 oops 「設定」 
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サーバ 設定 


「サーパ設定」メニューでは MLPro 9800 PS や全ユーザに関するシステム情報を設定します。操作パネ 
ルで MLPro 9800 PS 「 設定」を開始する方法については、21ぺージを参照してください。 

「サーバ設定」を選択すると以下の順でオプションが表示されます。 [] 内はデフォルト値です。 

サーバ名 

[デフオルトサーバ名] 

ネツトワーク上で MLPro 9800 PS に名前を付けるときにこのオプションを使用します(最長15文字)。 
この名前は AppleTalk 名、 DNS のホスト名、ランデブー名、 SMB のサーパ名に使用されます。 

DNS のホスト名、 SMB のサーパ名をサーパ名とは別の名称に設定したい場合は、 DNS 設定のホスト名、 Windows 設定の 
サーパ名 で刪に設定を行ってくださぃ。 

システムの日付 

システムの日付を変更するときにこのオプションを使用します。日付は年/月/日の順に入力します。 
例）2005年5月13日の場合は、 05/05/13と入力します。 

システムの時間 

システムの時間を変更するときにこのオプションを使用します。24時間表示に従って、時：分の順に 
09:10の形式で入力します。 

ロケーション 

MLPro 9800 PS が設置されている場所の情報を文字列で入力します。 

スター トページの印刷 
いいえ/はい[いいえ] 

MLPro 9800 PS 立ち上げおよび再起動のつどスタートページを印刷するかどうかを指定します。スター 
卜ぺージにはサーパ名、現在の日付と時刻、カラーモード、 MLPro 9800 PS のメモリ量、キャリブレー 
ション実施日、 使用可能なネツトワーウプ□トコル、プリント接続などの MLPro 9800 PS 情報が表示 
されます。 

キャラクタセツト 

Macintosh / DOS / Windows [ Macintosh ] 

MLPro 9800 PS の操作パネルおよび Command Workstation で、ファイル名の表示に使用するキヤラ 
クタセツトを 「 Macintosh 」、「 DOS 」 あるいは 「 Windows 」 の中から指定します。この指定はファイル名 
にアウセント記号 (6, 0) が付いていたり、合成文字 ( ee ) が含まれている場合に重要です。 

複数プラツトフォームが混在するネツトワーウでは、多数を占めるクライアント対応のキャラウタセツ 
卜を指定するか、特種文字の表示に最適なセツトを指定してください。 

グループプリント使用 
はい/いいえ[いいえ] 

「はい」を設定すると、特定の部門以外からの MLPro 9800 PS への印刷を制限することができます。グ 
ループ名およびパスワードは Command Workstation で設定できます。設定方法についての詳継ま、83 
ページの「印刷グループ」を参照してください。 

MLPro 9800 PS にフォントをダウン□—ドする場合には、「グループプリント使用」で「いいえ」を選択し 
てください。 

「グル-プ名」ぉよび「パスワ-ド j は、直接接続に晒する場合には使用できません。 
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印刷済みキュー使用 
はい/いいえ[はい] 

印刷済みキューを使用する場合は、「はい」を選択します。「はい」を選択すると、印刷キューから印刷さ 
れたジョブを、一定数保存するための領域が MLPro 9800 PS ハードディスク上に確保されます。シス 
テム管理者またはオペレータ特権を持っている場合は、 Command WorkStation/Command 
Workstation LE または Fiery Spooler を使用することにより、 MLPro 9800 PS にジョブを再送信せず 
に印刷済みキューから再印刷することができます。「いいえ」を選択すると、印刷済みジョブは印刷後、 
MLPro 9800 PS ハードディスウから削除されます。 

保存ジョブ数 
1-99 [10] 

このオプションは「印刷済みキュー使用」が「はい」に設定されている場合に限り表示されます。印刷済み 
キューに保存するジョブ数を指定します。保存するジョブ数を多く指定すると、それだけ 
MLPro 9800 PS のハードディスクの空き容量が少なくなります。空き容量が少ない場合は、保存ジョブ 
数に低い値を設定してください。 

RIP にプレビュー 
はい/いいえ[いいえ] 

ジョブ処理中に、 Command Workstation の「アクティビティ」モニタの処理状況欄にプレビューを表示 
するかどうかを指定します。 

変更の保存 
はい/いいえ[はい] 

r サーパ設定」での変更を有効にする場合は「はい」を選択します。「いいえ」を選択すると、無変更のまま 
メイン「設定」メニューに戻ります。 
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MLPro 9800 PS にネットワーク用ケーブルが接続されていることを確認します。 

ネットワーク設定中に、 MLPro 9800 PS はゾーン、サーパ、およびサーパ内のキューに関する情報 
をネットワークから収集します。ネットワークに接続されない状態またはネットワークが機能して 
いない状態でこのネットワーク設定を行うとデフォルト設定が使用されます。デフォルト設定は必 
ずしも最適な設定とは限りませんので注意してください。 

メイン「設定」メニューから[ネットワーク設定]を選びます。 

「ネットワーク設定」メニューから[ポート設定]を選びます。 

イーサネットを使用する場合は、「ポート設定」メニューから[イーサネット設定]を 
選択し、適切な設定情報を入力します（次ぺージ以降を参照）。 

ポート設定入力後、[ポート設定終了]を選び、[プロトコル設定]を選びます。 

プロトコル用に適切な設定情報を入力します。 

プロトコル 設定入力後、 [プロトコル 設定終了]を選び、次に [サー ビス設定]を選 
びます。 


ネットワーク設定 


「ネットワーク設定」で、ネットワークを介して MLPro 9800 PS に印刷ジョブを転送できるように 
MLPro 9800 PS を構築します。 

「設定」メニューで「ネットワーク設定」を選択します。「ネットワーク設定」メニューで、ポートタイプ、 
プロトコル、ネットワークサービス設定用のサブメニューが選択できます。「ポート設定」ではイーサ 
ネットを使用可能にする必要があります。 

ある項目を選択または使用可能にすると、その項目に関連した設定を入力するように促されます。「ネッ 
トワーク設定」では、ワークステーション、サーパ、および MLPro 9800 PS が通信中に使用するネット 
ワークのアドレスや名前などを指定します。 

現在使用中のネットワークシステム用のオプションのみを表示し選択してください。ネットワーク環境 
の変更が生じた場合、随時「ネットワーク設定」を変更できます。 

2種類以上のプロトコルが使用できるよう MLPro 9800 PS が設定されている場合は、 MLPro 9800 PS は 
印刷ジョブ受取り時点で該当するプロトコルを自動的に識別します。ネットワークポートが使用可能に 
なっている場合、どのポートも他のポートに影響されることなく印刷ジョブを受信できます。 


ネットワーク接続タイプごとに関連設定項目が用意されています(次表参照)。 


ネットワーク接続タイプ 

ポート設定 

プロトコル設定 

サービス設定 

イーサネットー 

AppleTalk 

イーサネット設定 

AppleTalk 設定 

AppleTalk 印刷 ( PAP ) は自 
動的に使用可能になりす。 

イーサネットー TCP/IP 

イーサネット設定 

TCP / IP 設定：イーサ 
ネット設定 

LPD 設定 

Web サービス設定 

Windows 設定 

IPP 設定 (Windows 98/ Me / 
2000 / XP / Server 200 3) 

ポート9100設定 
( Windows 2000 / XP および 
WindowsServer 200 3) 

イーサネットー IPXSPX 

イーサネット設定 

IPX/SPX 設定 

PServer 設定 ( NDS 、 バイン 
ダリ、または両方） 


ぃットワーク設定オプションにアクセスするには： 


〇 


❸❹ ❺❻ 
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❽[サービス設定]で、必要な設定作業を行います。 

❾サービス設定入力後[サービス設定終了]を選びます。 


ぃットワーク設定を終了するには： 


〇 [サービス設定終了]を選択すると「ネットワーク設定」画面が表示されます。この 
画面で[ネット設定終了]を選びます。 

❷「変更の保存」が表示されますので、[はい]を選びます。 

0 メイン「設定」メニユーで他の設定項目を選ぶか、[設定終了]を選びます。 

初回設定時、あるいは接続を追加•変更した場合は、[ネットワーク設定]後、[プリ 
ンタ設定]を選んでください。 

以下は、ネットワーク設定メニューの説明です。オプション選択項目行の□内はデフォルト値です。 


ポート設定 

MLPro 9800 PS をネットワークで使用するには、「ポート設定」でイーサネットを使用可能にする必要が 
あります。 

「ネットワーク設定」では複数レペルでメニュー画面が存在しますので、下位レベルのメニューを表示す 
るときは、上位レベルのメニュー名も印と共に表示します。 


イーサネット設定 

イーサネット使用 
はい/いいえ[はい] 

MLPro 9800 PS にイーサネットケープルを接続する場合は、「はい」を選択します。 

イーサネット速度 

自動検知/100 Mbps 全二重/100 Mbps 半二重/1 0 Mbps 全二重/ 
10 Mbps 半二重[自動検知] 

ネットワーク上のコンピュータと MLPro 9800 PS 圊のイーサネット通信速度を指定します。ネットワー 
クに 100 Mbps と 10 Mbps が混在している場合、またはネットワーク速度がわからない場合は「自動検 
知」を指定します。自動検知が正しく行われなかった場合や、ネットワーウからの印刷で印刷速度が遅 
い場合またはホスト PC との接続が切れる、などのトラプルが発生した場合、使用しているハプの動作 
モー KHOOBASE - TX / IOBASE - T , 全二重/半二重]を確認し、操作パネルから本設定をハブの動作モー 
ドと同じ設定に変更して ください。 
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プロトコル設定 

MLPro 9800 PS 「 設定」では、プロトコルを選択し、各プロトコルごとの設定を行う必要があります。 
AppleTalk 、 TCP / IP 、および IPX / SPX 通信は同時に使用可能です。 


AppleTalk 設定 


AppleTalk 使用 
はい/いいえ[はい] 

MLPro 9800 PS を AppleTalk ネットワークに接続する場合に、「はい」を選択します。この設定により 
AppleTalk ネットワーク上で MLPro 9800 PS が使用可能になります。 

選択されたゾーン 
[ゾーンの一覧] 

MLPro 9800 PS はネットワークをサーチして AppleTalk ゾーン情報を得ます。ゾーンの一覧をスクロー 
ルして MLPro 9800 PS が所属する AppleTalk ゾーンを選択してください。 ゾーンが1つしかない場合は、 
MLPro 9800 PS はそのゾーンに割り当てられます。 

「ゾーンが見つかりません」という警吿は、ネットワークにゾーンがないか、ネットワーウケーブルが接 
続されていない場合に表示されます。この警告が表示されたら 「0 K 」 を選択してください。 


TCP/IP 設定 


イーサネット設定 

TCP/IP イーサネット 
はい/いいえ[はい] 

イーサネットケーブルを介して MLPro 9800 PS を TCP / IP ネットワークに接続する場合は、「はい」を 
選択します。 

IP アドレス自動割当 
はい/いいえ[はい] 

このオプションは、 「 TCP / IP イーサネット」で「はい」を選択した場合に表示されます。イーサネット用 
IP アドレスを、 MLPro 9800 PS に自動的に割り当てる場合は、「はい」を選択します。 

自動取得した IP アドレスは、後で自動的に変更される場合があります。 IP アドレスを一定に保持したい 
場合は、このオプションで「いいえ」を選択し、 「 IP アドレス」でアドレスを入力してください。 

プロトコル選択 
DHCP/BOOTP [DHCP] 

このオプションは 「 ip アドレス自動割当」オプションで「はい」を選んだ場合にだけ表示されます。 
MLPro 9800 PS が IP アドレスを取得する際に使用するプロトコルを指定します。 DHCP および B 00 TP 
を選択した場合、 MLPro 9800 PS は IP アドレスと同時にサブネットマスク、およびゲートウェイアドレ 
スも取得できます。 

DHCP を使用している場合、サーパを再起動しなくても IP アドレスが変更される場合があります。 
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自動ゲートウェイアドレス 
はい/いいえ[はい] 

このオプションは、 「 ip アドレス自動割当」で「はい」が選択されていて、 ip アドレス自動割当用プロトコ 
ルに 「 DHCP 」 または 「 BOOTP 」 が選択されてし'*る場合に表示されます。「はい」を選択すると、ゲートウェ 
イに F アドレスが自動的に割り当てられます。「いいえ」を選択すると、「ゲートウェイアドレス」入力 
画面が表示されます。 

IP アドレス 

[ 192 . 168 . 100 . 100 ] 

MLPro 9800 PS のイーサネット用 IP アドレスを入力します。 TCP / IP で印 fill を行う場合は、 MLPro 9800 PS 
独自の認可済み IP アドレスを付与する必要があります。 

サブネットマスク 
[ 255 . 255 . 255 . 0 ] 

イーサネットを介して丁 CP / IP で印刷するためのサブネットマスクを変更するときにこのオプションを 
使用します。 ip アドレスを設定変更した場合は、適切なサブネットマスク値を設定してください。サブ 
ネットマスク値が不明な場合は以下のルールで値を設定してください。 

• 255.0 .0.0 IP アドレスが128より小さな数字で始まるとき 

• 255.255 .0.0 IP アドレスが128から191の間で始まるとき 

• 255.255 .255.0 IP アドレスが191より大きい数字で始まるとき 

サブネットマスクの設定に関しては、ネットワーク管理者に前もって確認してください。上記とは異なる数値の入力 
を必要とする場合があります。 

ゲートウェイアドレス 
[ 192 . 168 . 100 . 254 ] 

TCP / IP で印刷するためにゲートウェイアドレスを設定する必要があるときにこのオプションを使用し 
ます。 

使用しているネットワ-クにゲ-トウ: L イが存在しなぃ場合には、「127.0.0.1」を入力してください。 

TCP / IP 設定作業が終了した6、 「 TCP / IP 設定終了」を選択してください。 


DNS 設定 


DNS 設定 
DNS 使用 

はい/いいえ[はい] 

このオプションで「はい」を選択すると、 DNS 機能が使用可能になります。 

DNS アドレス自動取得 
はい/いいえ[はい] 

このオプションで「はい」を選択すると、 MLPro 9800 PS が自動的に DNS サーパの IP アドレスを取得する 
ようになります。 
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DNS サーバ（プライマリ） 

[ 127 . 0 . 0 . 1 ] 

このオプションは、 「 DNS アドレス自動取得」で「いいえ」を選択した場合にのみ表示されます。プライマ 
リ DNS サーパのアドレスを入力します。 

DNS サーバ（セカンダリ） 

[ 127 . 0 . 0 . 1 ] 

このオプションは、 「 DNS アドレス自動取得」で「いいえ」を選択した場合にのみ表示されます。セカンダ 
リ DNS サーパのアドレスを入力します。 

ドメイン名 

DNS ドメイン名を入力します。 

ホスト名 

[デフオルトサーバ名] 

MLPro 9800 PS の DNS ホスト名を入力します。 


セキュリティ設定 


セキュリティ設定 
IP フィルタリング 

MLPro 9800 PS と IP アドレス圊の通信を制御することにより、 MLPro 9800 PS のセキュリティを高める 
機能です。各オプションを設定して、特定の IP アドレスからの通信を許可または拒否します。 IP アドレ 
スは、個々の IP アドレスを指定することもできますし、範囲を指定することもできます。初期設定で 
は、すべての IP アドレスからの通信を許可します。 

IP ポー ト設定 

MLPro 9800 PS のポートを使用可能にしたり、使用不可に設定します。ジョブの印刷または制御に不要 
なポートを使用不可に設定することで、 MLPro 9800 PS の負荷を減らしたり、セキュリティを高めるこ 
とができます。 

このオプションで設定できなぃポ-卜は、すべて使用不可に設定されてぃます。 

以下は、 IP フィルタリングのオプションです。 

IP フィルタ使用する 
はい/いいえ[いいえ] 

「はい」を選択すると、続くメニューで許可または拒否する IP アドレスの指定を行うことができます。 

デフオルトポリシー 
許可/拒否[許可] 

「許可」を選択すると、この設定で指定した以外の IP アドレスからの通信を許可します。指定以外の IP ア 
ドレスからの通信を拒否する場合には「拒否」を選択します。 
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フィルタ追加 

IP アドレス /IP 範囲 [IP アドレス] 

「ip アドレス」を選択すると、通信を許可または拒否する ip アドレスを指定できます。 「 ip 範囲」を指定した 
場合には、 IP アドレスを範囲で指定できます。 IP アドレスまたは IP 範囲は、合計で16まで指定できます。 

❿ 0.0.0.0または255.255 .255.255 は指定できません。 

フィルタ削除 

通信を許可または拒否する ip アドレス、または ip 範囲を削除します。 

フィルタ編集 

通信を許可または拒否する ip アドレス、または ip 範囲を変更します。 


以下は、 ip ポート設定のオプションです。ポート番号の右横に括弧付きで示されているのは、そのポー 
卜のサポートしているプロトコルです。 

IP ポートの設定 
はい/いいえ[いいえ] 

「はい」を選択すると、続くメニューで MLPro 9800 PS のポートを使用可能にしたり、使用不可に設定す 
ることができます。上下ポタンで画面をスクロールさせ、それぞれ「はい」、「いいえ」を設定します。画 
面に表示される設定内容を確認してください。 

20-21 (FTP) 

はい/いいえ[いいえ] 

MLPro 9800 PS の FTP ポートを使用する、使用しないを設定します。 FTP 印刷を使用する場合、この 
ポートは使用可能に設定してください。 

80 (HTTP) 

はい/いいえ[はい] 

MLPro 9800 PS の HTTP ポートを使用する、使用しないを設定します。 Fiery WebTools および IPP 印刷 
を使用する場合、このポートは、使用可能に設定してください。 

137-139 (NETBIOS) 

はい/いいえ[はい] 

MLPro 9800 PS の NetBIOS ポートを使用する、使用しないを設定します。 SMB 印刷を使用する場合、 
このポートは、使用可能に設定してください。 

161-162 (SNMP) 

はい/いいえ[はい] 

MLPro 9800 PS の SNMP ポートを使用する、使用しないを設定します。 Command Workstation , Net ¬ 
work Extension , PrintSuperVision を使用する場合、このポートは、使用可能に設定してください。 

515 (LPD / Utils) 

はい/いいえ[はい] 

MLPro 9800 PS の LPD ポートを使用する、使用しないを設定します。 UNIX からの印刷、 WindowsNT / 
2000 / XP / Server 2003から LPD 印®!、 0 KILPR ユーティリティからの印刷を使用する場合、および Fiery 
WebTools を使用する場合は、このポートは使用可能に設定してください。 
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631( IPP) 

はい/いいえ[いいえ] 

MLPro 9800 PS の IPP ポートを使用する、使用しないを設定します。 IPP 印刷を使用する場合 、このポー 
卜は、使用可能に設定してください。 

9100-03 (ポート910 0) 

はい/いいえ[はい] 

MLPro 9800 PS の9100ポートを使用する、使用しないを設定します。 Windows 2000 / XP 、 Windows 
Server 2003からポート9100を使用して印刷する場合、ストレージデパイスマネージャ，プリントジョ 
プアカウンティングをネットワークで使用する場合、このポートは、使用可能に設定してください。 

EFI ポート 
はい/いいえ[はい] 

MLPro 9800 PS の EFI ポート (8021-8022) を使用する、使用しないを設定します 。 Command Workstation 
を使用する場合、およびプリンタドライパから双方向通信を使用する場合、このポートは、使用可能に 

5 又疋してく A-C し、 

OKI ポート 
はい/いいえ[はい] 

MLPro 9800 PS の〇 KI ポートを使用する、使用しないを設定します。 AdminManager、Mac Setup Util - 
ity を使用する場合、このポートは、使用可能に設定してください。 


IPX/SPX 設定 

IPX / SPX プロトコル用に MLPro 9800 PS を構築する場合は、「プロトコル設定」メニューで 「 IPX / SPX 設 
定」を選びます。 IPX / SPX を使用するには少なくとも1つのフレームタイプを選択する必要があります。 
MLPro 9800 PS は IPX / SPX 用に次のフレームタイプをサポートします。 

• イーサネット用 Ethernet 802.2 、 Ethernet 802.3 、 Ethernet II、 Ethernet SNAP 

フレーム タイプ選択 

MLPro 9800 PS で使用する IPX / SPX フレームタイプを設定するには、このメニューを選択します。「フ 
レームタイプ自動取得」が表示されます。 

フレーム タイプ自動取得 
はい/いいえ[はい] 

「はい」を選択すると、最初に検出されたフレームタイプが使用可能になります。パインドされたフレー 
ムタイプを確認するには、設定を保存し、設定ページを印刷してください。特定のフレームタイプを使 
用する場合には、 MLPro 9800 PS をリブート後、「いいえ」を選択して、表示された使用可能なフレーム 
タイプから選択します。 

(フレームタイプの選択を解除するには、該当フレームタイプに対応する行選択ポタンを再度押してく 
ださい。 ） 必要な場合は、上下ポタンで画面をスクロールしてください。 MLPro 9800 PS は選択された 
フレームタイプにパインドします。 

必要なフレームタイプを選択後は、 「 IPX / SPX 設定終了」を選択します。 

「 IPX / SPX 」 設定が有効になっている場合、同じネットワーク上にダイヤルアップルータの接続がある 
と、定期的に電話回線の接続が発生することがあります。ダイヤルアップルータが接続された時点で通 
信料、利用料金が課金されます。課金が発生しないようにするには、 IPX / SPX プロトコルを使用しない 
ダイヤルアップルータを利用するか、 「 IPX / SPX 設定」で IPX / SPX プロトコルの設定を無効に設定変更し 
てください。 
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フレーム タイプ初期化 

IPX/SPX フレームタイプをパインド解除するには、このメニューを選択します。「初期化しますか？」が 
表示されます。 


サービス設定 

「サービス設定」では、 IPX / SPX および TCP / IP ネットワーク用にオプションが用意されています。 
rPServer 設定」では、 IPX / SPX ネットワーク用に MLPro 9800 PS 印刷ジョブ用の Novell オブジェクト 
名を設定します。 PServer は MLPro 9800 PS が提供するプ□グラムで、 MLPro 9800 PSEp 刷用に Novell 
ネットワーク上に構築されているプリントサーバ内のプリントキューをすべて取り扱います。 

• 「 LPD 設定」では、 TCP / IP ネットワーク用に Ipd 印刷を使用可能にできます。 

• IPX / SPX 用には、 「 PServer 設定」が用意されています。 PServer を使用可能にすると、 NDS(Novell 

ディレクトリサービス）およびパインダリサービスを設定することができま 
す。 NetWare はパージョン6のみをサポートします。 

• 「 Windows 設定」では、 Microsoft の SMB (Server Message Block ) プロトコルを使用可能にできま 

す。 SMB プロトコルは、ピアツーピア印刷 ( Windows 印刷または SM 巳印 
刷）をサポートします。 

• 「 Web サービス設定」では、 http プロトコルを使用可能にできます。これにより 、 Fiery WebTools 

が使用可能になります。 

•「 IPP 設定」では、 Windows 98/ Me および Windows 2000 / XP / Server 2003からの IPP 印刷を使用可能 

にできます。 

• 「ポート9100設定」では、 Windows 2000 / XP アプリケーションがポート9100ソケットをオープン 

し、 MLPro 9800 PS ヘプリントジョブを送信できるようになります。 

• 「メール設定」では、 E メール経由での印刷を使用可能にできます。 

• 「 FTP 設定」では、 FTP でのデータ受信を使用可能にできます。 

• 「ランデブー設定」では、ランデプーによる印刷を使用可能にできます。 

• 「 SNMP 設定」では、 SNMP のコミュニティ名を設定し、セキュリティを向上します。 


LPD 設定 

LPD 使用 

はい/いいえ[はい] 

OKI LPR ユーティリティや Ipd を介して印刷を行う場合は、「はい」を選択します。 


PServer 設定 

PServer 使用 

はい/いいえ[いいえ] 

MLPro 9800 PS が Novell ネットワークに接続されている場合に、「はい」を選びます。 

ネットワークが NDS とパインダリの両方を使用している場合は、 NDS を最初に設定してください。 
パインダリ設定の後に NDS を行うと、パインダリ設定が上書きされてしまいます。 

ネットワークが NDS とパインダリの両方を使用し、パインダリエミュレーシヨンモードの NetWare 6 
サーバを使用し、かつ同一 NDS ツリー上に NDS とパインダリエミュレーシヨンサーバがある場合、 
MLPro 9800 PS は NDS またはパインダリエミュレーシヨンサーパのいずれかしが取り扱うことができま 
せん。 
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NDS 設定 

NDS 設定を行う前に、 MLPro 9800 PS がネットワークに接続され、 NDS ディレクトリツリーに 
MLPro 9800 PS ジョブ用のプリンタオブジェクト、プリントサーパオブジェクト、および1つ以上の 
プリントキューオブジェクトが構築済みであることを確認してください。 NDS 設定を行うには 、 NDS 
ツリーを参照する許可が必要です。プリントサーパへのアクセスが制限されている場合は、ログイン 
用パスワードが必要になります。 

NDS 設定の主目的はプリントサーパオブジェクトを指定することにありますが、これに加えて 
MLPro 98 ⑻ PS 用のプリントキューの場所を指示することもできます。 

「Novell サー パ」あるいは 「IPX ファイルサー パ」という 言葉は どちらも 「Novell ネットワー クソフ ト ウェアが 稼働して いる IPX 
ネットワ-ク上のサ- パ」を 意味する用語です。 

NDS 使用 

はい/いいえ[いいえ] 

MLPro 9800 PS 印刷用 Novell サーパが NetWare 6ネイティブモードの場合に、「はい」を選択します。 

NDS ツリーの選択 
[ツリ-覧] 

MLPro 9800 PS で利用可能な NDS ツリーを一覧するには、上下ボタンを押します。 MLPro 9800 PS 用に 
定義されているプリンタオブジェクト、プリントサーパオブジェクト、およびプリントキューオブジェ 
クトを含むツリー名が表示されたら 「0 K 」 を選択します。 

ツリーがすでに選択されている場合は、新規に選択された NDS ツリーに自動的に置き換えられます。ま 
た、既存のパインダリ設定がある場合に別のツリーを選択すると、パインダリ設定が削除されるという 
警告メッセージが表示されます。パインダリ設定を削除したくない場合は、まず 「0 K 」 を選択し次の確 
認画面で「いいえ」を選びます。パインダリ設定は、 NDS 設定後再度行うことができます。 

ツリー参照□グイン？ 

はい/いいえ[いいえ] 

すべてのツリーオブジェクトを□グインなしで参照できる場合は、「いいえ」を選びます。この場合、次 
にプリントサーパオブジェクト参照用画面が現れます。 

NDS ツリーを参照しプリントサーバオブジェクトを探すために□グインとパスワードが必要な場合は、 
「はい」を選択します。この場合、次にユーザログインオブジェクト用参照画面が現れます。 

オブジェクト検索 

この画面は前のオプションで「はい」を選んだ場合にのみ表示されます。 「0 K 」 を選択し、以下の要領で 
NDS ツリーを参照してください。 

{NDS ツリー名} 

オブジェクトー覧、「..」 

まず 「 NDS ツリーの選択」で選択されているツリー名が表示されます。ここから検索を開始して、ユーザ 
□ヴインオブジェクトを見つけてください。必要な場合は画面をスクロールして、ツリーの下位レペル 
のオブジェク I -一覧および「.」記号を見つけてください。「.」記号は上位層を選ぶときに使用します。 

後続の参照画面には、現在のオブジェクトと、下記の情報が表示されます。 

• 現在のオブジヱクトの下位層のオブジェクトの一覧 
• 上位層移行用の「.」記号 
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オブジェクト選択後 「 ok 」 を選択すると下位層の表示に移り、「.」選択後 「 ok 」 を選ぶと、上位層に移り 
ます。 rex 」 を選択した後の画面では、そのオブジェクトとその下位層のオブジェクトの一覧または「.」 
が表示されます。 

ユーザ□グインオブジェクトが見つかるまでこの参照作業を続けてください。ユーザ□グインオブジェ 
クトが現れたところで 「 OK 」 を選択すると、 MLPro 9800 PS は自動的に次の処理に進みます。 

パスワード入力 

NDS ツリー用の□グインパスワードを入力します。文字を選ぶには上下ポタンを、文字を決定するには 
選択ボタンを使用します。パスワード入力後、 「0 K 」 を選択してください。 

プリント サーバ 検索 

この画面が表示されたら 「0 K 」 を選択し、 NDS ツリーを参照してプリントサーパオブジェクトを見つけ 
てください。 

まず 「 NDS ツリーの選択」で選択されているツリー名が表示されます。ここから検索を開始して、プリン 
トサーバオブジェクトを見つけてください。必要な場合は画面をスクロールして、ツリーの下位レペル 
のオブジェク I -一覧および「.」記号を見つけてください。「.」記号は上位層を選ぶときに使用します。 

後続の参照画面には、現在のオプジヱクトと、下記の情報が表示されます。 

• 現在のオプジ I クトの下位層のオブジェクトの一覧 
• 上位層移行用の「.」記号 

オブジェクト選択後 「0 K 」 を選ぶと下位層の表示に移り、 「.」 選択後 「0 K 」 を選ぶと、上位層に移ります。 
rex 」 を選択した後の画面では、そのオブジェクトとその下位層のオブジェクトの一覧または「..」が表示 
されます。 

プリントサーバオブジェクトが見つかるまでこの参照作業を続けてください。プリントサーパオブジェ 
クトが現れたところで 「0 K 」 を選ぶと、 MLPro 9800 PS は自動的に次の処理に進みます。 

パスワード入力 

プリントサーパパスワードを入力します。文字を選ぶには上下ボタンを、文字を決定するには選択ボタ 
ンを使用します。パスワード入力後、 「0 K 」 を選択してください。 

キューの探索範囲： 

全 NDS ツリー/特定サブツリー[全 NDS ツリー] 

デフォルトでは、 MLPro 9800 PS 用プリントキューを見つけるために、 MLPro 9800 PS は全 NDS ツ 
リーを探索します。このオプションでは、 MLPro 9800 PS 用プリントキューが定義されているサブツ 
リー(プリントキュールート）にプリントキューの探索範囲を選択できるので、参照効率が上がります。 
ツリーが小さい場合は、「全 NDS ツリー」を選択します。探索範囲を限定するには、「特定サブツリー」 
を選択します。 

「全 NDS ツリー」を選択後 「0 K 」 を押すと、 「 PServer 設定」画面に戻ります。次に「パインダリ設定」 (34 
ぺージ参照）または「ポーリンヴ圊隔」 (37 ページ参照)に進むか、 「 PServer 設定終了」を選んで「サービ 
ス設定」メニューに戻ってください。 

EP 刷キュールート参照 

この画面は前のオプションで「特定サブツリー」が選択された場合にのみ表示されます。 「0 K 」 を選択し 
た後、 NDS ツリーを参照してプリントキューサブツリーを見つけてください。 

まず、 「 NDS ツリーの選択」で選択されているツリー名が表示されます。ここから検索を開始して、プリ 
ントキューサブツリーのルートオブジェクトを見つけてください。必要な場合は画面をスクロールし 
て、ツリーの下位レベルのオブジェクトー覧および「..」記号を見つけてください。「.」記号は上位層を選 
ぶときに使用します。 
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後続の参照画面には、現在のオブジェクトと、下記の情報が表示されます。 


• 現在のオブジェクトの下位層のオブジェクトの一覧 
• 上位層移行用の「.」記号 

• 表示されているオブジェクトを選ぶための「.」記号 

オブジェクト選択後、 「0 K 」 を選択すると下位層の表示に移り、「.」選択後 「0 K 」 を選択すると、上位層 
に移ります。 「 ok 」 を選択した後の画面では、そのオブジェクトとその下位層のオブジェクトの一覧ま 
たは「..」が表示されます。 

プリントキューサブツリーのルートオブジェクトが見つかるまでこの参照作業を続けてください。ルー 
トオブジェクトが表示されたところで 「 ok 」 を選択し、次の画面で「」を選んで roK 」 を選択します。 
選択されたルートオブジェクト名が表示されます。 「0 K 」 を選択すると 「 PServer 設定」メニューに戻り 
ます。 

次に「パインダリ設定」または「ポーリング圊隔」 (37 ぺージ参照)に進むか、 「 PServer 設定終了」を選んで 
「サービス設定」メニューに戻ってください。 


パインダリ設定 


パインダリ設定を行う前に、 MLPro 9800 PS がネットワーウに接続されていること、および MLPro 9800 PS 
用のプリントサーパとプリントキューを備えた NetWare 6パインダリエミュレーシヨンモードのファイル 
サーバが1つ以上構築されていることを確認してください。この設定を行うためには Novell サーパは稼働 
中でなければなりません。また、□グイン名が必要です。ファイルサーパへのアクセスが限定されている場 
合は、□グイン用パスワードも必要です。 


③ 


「Novell サーバ」あるいは 「IPX ファイルサーバ」という言葉はどちらも、 「Novell ネットワークソフトウ: 
IPX ネットワーク上のサーバ」を意味する用語です。 


アが稼働している 


複数の Novell サーパが MLPro 9800 PS 印刷ジョブを処理できるように追加メニューが用意されています。 


ファイル サーパ 追加 


サ_ パ表示 
接続の変更 
ファイル サーバ 解除 


パインダリ設定終了 


MLPro 9800 PS のサーパ接続を追加新設します。最高8台までのファイル 
サーパ接続が可能です。新サーバ追加後、「パインダリ設定」メニューに戻っ 
て別のファイルサーパを追加できます。 

MLPro 9800 PS に接続済みのファイルサーパー覧を表示します。 

MLPro 9800 PS 印刷用 Novell プリントサーパを変更するときに使用します。 
ファイルサーバと MLPro 9800 PS との接続を解除します。 MLPro 9800 PS 
に接続されているファイルサーパの台数を減らしたいとき、あるいは別の 
Novell ファイルサーパへ接続を変更するときに使用します。 

ファイルサーパの一覧を表示したり、ファイルサーバの追加または解除後、 
「パインダリ設定」を終了するときに選択します。 




バインダリ設定中に、「バインダリ設定」メインメニューに戻る必要が生じた場合は、メニューボタンを押してください。 
ネットワーク設定での変更をすべて取り消したい場合は「ネット設定終了」を選択し、「変更の保存」で「いいえ」を選択して 
ください。 
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ファイルサーバ追加 

Novell ファイルサーパ追加の方法は2種類用意されています。 


ファイルサーバ選択 
一覧から/名前で検索 

ファイルサーパを一覧から選択するか、名前で検索するかを指定します。ネットワーク上のファイル 
サーパ数が多くないときには「一覧から」を選択します。ネットワーク上のファイルサーパ数が多く一覧 
するのに時間がかかる場合は「名前で検索」を選んでください。 

サーバ追加 

[全ファイルサー ) ( _覧] 

このオプションは、「ファイルザーパ選択」で「一覧から」を選択すると表示されます。 MLPro 9800 PS は 
IPX ネットワークに照会して Novell ファイルサーバの一覧情報を得ます。上下ボタンを使用して一覧か 
ら Novell ファイルサーパを選びます。 MLPro 9800 PS 用プリントサーパとプリントキューを構築済み 
のファイルサーパを選んでください。 

最初の文字を入力 

このオプションは、「ファイルサーパ選択」で「名前で検索」を選択すると表示されます。サーパ名の最初 
の文字(または最初の数文字)を入力し 「0 K 」 を選びます。 

サーバ追加 

[検索文字に対応したサーメ（一覧] 

このオプションは、「サーパ名の最初の文字を入力してください。」でサーバ検索文字を入力後表示され 
ます。一覧から該当するサーパを選んでください。 

ファイルサーノ t が選択されると、 MLPro 9800 PS はすぐにそのサーノ t に 「 guest 」 としてパスワードなし 
で□グインしようとします。これでロヴインできると「ファイルサーバ□グイン」オプションを省略して 
「 NetWare プリントサーパ」オプションに進みます。 

ファイルサーパを追加しようとしても、 MLPro 9800 PS のサーパ接続数がすでに許容限度に達している 
と、接続を解除するように促すメッセージが表示されます (36 ページの「ファイルサーバ解除」参照)。 

ファイル サーバ □グイン 

superviser / admin / □グイン名入力 [supervisor] 

このオプションはロヴインパスワードが必要な場合、またはゲストアカウントがない • 使用できない場 
合にのみ表示されます。 supervisor あるいは administrator 特権を持っているときは 「 supervisor 」 または 
「 admin 」 を選択します。利用者のロヴイン名とパスワードを入力する、または 「 guest 」 としてログイン 
する場合は「□グイン名の入力」を選択します。 

□グイン名入力 
[guest] 

このオプションは「ファイルサーパ□グイン」で「□グイン名入力」を選択した場合に限り表示されます。 
利用者の□グイン名を入力するか、 「 guest 」 を選択してください。 

ファイルサーバパスワード 

このオプションは「ファイルサーパ□グイン」で「□グイン名入力」を選択した場合に限り表示されます。 
Novell ファイルサーパへ□グインするためのパスワードを入力します。パスワードが不正確な場合、再 
入力を促されます。 
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NetWare プリントサーバ 

[選択されたファイルサーバ上のプリントサーバー覧] 

選択された Novell ファイルサーパ上にプリントサーパが複数設定されている場合のみこのオプションが 
表示されます。プリントサーパは Novell ユーティリティ PCONSOLE で前もって設定されています。こ 
のプリントサーパー覧から、 MLPro 9800 PS 用プリントサーパ名を選択してください。これは IPX ネッ 
トワーク上のコンピュータから MLPro 9800 PS に印刷ジョブを送信するためのプリントサーパです。 

プリントサーバパスワード 

パ スワー ドを使って Novell プリントサーパに□グインする必要がある場合にのみこのオプションが表示 
されます。プリントサーパパスワードを入力してください。 

接続の変更 

接続中の各 Novell ファイルサーパには、 MLPro 9800 PS 印刷ジョブを扱うためのプリントサーパが指定 
されています。この MLPro 9800 PS 用プリントサーパを変更するときにこのオプションを使用します。 

変更の対象 
[ファイル サーバ 名] 

接続中のファイルサーパの一覧から、変更したいプリントサーパに対応するファイルサーバを選びます。 

NetWare プリントサーパ 

[選択されたファイルサーバ上のプリントサーバー覧] 

変更したいプリントサーパ名を選択します。このプリントサーパを経由して IPX ネットワーク上のコン 
ピュータが MLPro 9800 PS に印刷ジョブを送ります。 

プリントサーバパスワード 

パ スワー ドを使って Novell プリントサーパに□グインする必要がある場合にのみこのオプションが表示 
されます。プリントサーパパスワードを入力してください。 

この後、「パインダリ設定」メニューが再び現れます。 MLPro 9800 PS 用に構築したすべての Novell ファ 
イルサーバを接続し終えるまで、「ファイルサーパ追加」を繰り返し選んでください。 MLPro 9800 PS 用 
のファイルサーパをすべて追加し終えた6、「パインダリ設定終了」を選びます。 

サーバ 表示 

接続されているサーパをすべて一覧したい場合は、このオプションを選択します。 

サボー トされている サーバ 

「パインダリ設定」で MLPro 9800 PS に接続したファイルサーパの一覧を表示します。接続されている 
サーパがないときはその旨のメッセージが表示されます。 「0 K 」 を選択すると「パインダリ設定」メニュー 
画面に戻ります。 

ファイルサーバ解除 

接続されているファイルサーパを解除したい場合は、このオプションを選択します。 

サボート解除の対象 
[ファイルサーバ名] 

接続中ファイルサーパの一覧から Novell ファイルサーバを選択すると、そのサーパへの接続が解除され 
ます。「パインダリ設定」メニュー画面に戻ります。途中で接続解除を中止したいときは、メニューボタ 
ンを押してください。 

この後、（ファイルサーパ追加など)他の「ノ'{インダリ設定」オプションを選ぶこともできますし、「パイ 
ンダリ設定終了」を選んでポーリング間隔の設定に進むこともできます。 
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バインダリ設定終了 

パインダリ設定終了 

IPX ファイルサーバー覧の表示や、ファイルサーバの接続解除、 MLPro 9800 PS 用に構築された全 Novell 
ファイルサーパの接続など、「パインダリ設定」がすべて終了した6「パインダリ設定終了」を選んでくだ 
さい。 「 PServer 設定」メニュー画面に戻ります 0 

ポーリング間隔 

NDS またはパインダリサービスのいずれを使用する場合でも、 「 PServer 設定」メニューで「ポーリング 
間隔」を選択できます。ポーリング間隔の指定がない場合は、デフォルト値が適用されます。 

IPX ポーリング間隔 
1-3600 [15] 

MLPro 9800 PS が印刷待機ジョブの有無を確認するために Novell サーバと交信するときのポーリング圊 
隔を秒単位で指定します。 


Windows 設定 

Windows 印刷使用 
はい/いいえ[はい] 

このオプションで「はい」を選択すると、 SMB が使用可能になります。 SMB は、 Windows 対応コン 
ピュータ上でファイルやプリンタを共有可能にする Windows 内蔵プ〇トコルです。 SMB を使用すると、 
Windows 対応コンピュータ上で MLPro 9800 PS をジョブの送信先として表示することが可能となり、 
他のソフトウェアを使用することなしに Windows 対応コンピュータから MLPro 9800 PS のプリント接続 
(印刷キュー、待機キュー、直接接続)に印刷ジョブを送信できます。 

自動設定使用 
はい/いいえ[はい] 

このオプションは、 MLPro 9800 PS の IP アドレス自動割当用プロトコルに 「 DHCP 」 または 「 B 00 TP 」 が 
選択されている場合に表示されます。ネームサーパの IP アドレスを自動取得する場合は「はい」を選択 
し、「サーパ名」に進みます。「いいえ」を選択すると 「 WINS ネームサーパ使用」に進みます。 「 WINS ネー 
ムサーパ使用」で「はい」を選択後、 IP アドレスを入力します。 

WINS ネームサーバ 使用 
はい/いいえ[いいえ] 

SMB ネットワーク上でルーターを越えてブロードキャストを行うには、 WINS ネームサーパが必要で 
す。本書には、 WINS ネームサーパ設定に関する説明は含まれていません。ネットワーク上でのネーム 
サーパ 構築状況に関しては、ネットワーク管理者に連絡してください。 
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WINS サーバ IP アドレス 
[127.0.0.1] 

このオプションは、 「 WINS ネームサーパ使用」で「はい」を選択した場合にのみ表示されます。 WINS ネー 
ムサーパの正しい IP アドレスを入力してください。 IP アドレスはネットワーク管理者がら取得してくだ 
さい。 

サーパ名 

[デフオルトサーバ名] 

[デフオルトサーパ名]には、「サーバ設定」で指定した名前が表示されます。 SMB ネットワーク上で 
MLPro 98 ⑻ PS をアクセスするには、このサーパ名を指定します (22 ページ参照)。 

サーバコメント 

サーパコメントには、プリンタに関する情報などを最大15文字まで入力できます。 

ドメイン名設定 

一覧から選択/ドメイン名を入力[一覧から選択] 

ドメインまたはワークグループの指定方法を選択します。「一覧から選択」を選択すると、 MLPro 9800 PS 
は使用可能なドメインまたはワークグループ名を検索します。「ドメイン名を入力」を選択した場合は、 
使用するドメインまたはワーウグループ名を入力します。 

ドメイン名選択 

このオプションは、「ドメイン名設定」で「一覧から選択」を選択した場合に表示されます。検索結果の中 
から、ドメインまたはワークグループ名を指定します。 

ワークグループ/ドメイン 

このオプションは、「ドメイン設定」で「ドメイン名を入力」を選択した場合に表示されます。 

MLPro 9800 PS のワークヴループまたはドメイン名を入力します。 

ドメインを選択/入力した場合には、 WindowsNT4.0/2000 サーバのサーパーマネージャを使用して MLPro 9800 PS をドメイ 
ンに追加する必要があります。 


Web サービス 設定 


Web サービス 使用 
はい/いいえ[はい] 

TCP / IP が MLPro 9800 PS および ユー ザワークス テー ションで使用可能で、 ユー ザに Fiery WebTools 
を開放したい場合は、「はい」を選びます 。 Fiery Web 丁 00 Is には次のツールが含まれます。 

• 状況 

• WebLink 

• WebDownloader 

• WebSetup 

これらのツールを使用するには、ユーザワーウステーション側では Java 対応 Web ブラウザと IP アドレス 
が必要です。 
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IPP 設定 


IPP を使用する 
はい/いいえ[いいえ] 

IPP (Internet Printing Protocol ) 印刷を使用する場合は、「はい」を選択します。このオプションを設定 
するには、 「 Web サービス設定」の 「 Web サービスを使用する」で「はい」を選択する必要があります。 


ポート9100設定 


ポート9100使用 
はい/いいえ[はい] 

Windows 2000 / XP から標準 TCP / IP を使用して MLPro 9800 PS に印刷する場合、ストレージデパイスマ 
ネージャ，プリントジョブアカウンティングをネットワークで使用する場合、このオプションで「はい」 
を選択します。なお、工場出荷状態ではいくつかの印刷オプションを使用することができません。通常 
は LPR プロトコルを使用して印刷してください。 

ポート 9100 キュー 

直接キュー/印刷キュー/待機キュー[直接キュー] 

ポート9100を使用する場合の Fiery 接続を指定します。プリンタ設定で有効にしたキューのみが使用で 
きます。 

ストレージデパイスマネージャ，プリントジョブアカウンティングをネットワーウで使用する場合、直 
接キューを選択します。 

ポート9101は直接キュー，ポート9102は印刷キュー，ポート9103は待機キューに接続されており、ポート番号の変更は 
^ jBF できません。 


メール設定 

E メール機能を使用可能にすると、 E メールで送信したジョブを MLPro 9800 PS で印刷できるようになり 
ます。 

メールサービス使用 
はい/いいえ[はい] 

「はい」を選択すると、 MLPro 9800 PS が提供する E メールサービスが使用可能になります。同時に、 
「ページの印刷」機能メニューから「メールログ」を印刷して、サービスの使用状況も確認することができ 
ます。 

以下のメニューは、「メールサービスを使用する」で、「はい」を選択した場合にだけ表示されます。「い 
いえ」を選択した場合、「サービス設定」画面に戻ります。 

メール印刷使用 
はい/いいえ[はい] 

「はい」を選択すると、 E メールを使用したジョブの印刷が使用可能になります。デフォルトは、「はい」 
です。 

送信サーバ 

ネットワーク内のインターネットメール送信サーバの IP アドレスまたは DNS 名を入力します。 
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受信サーバ 

ネットワーク内のインターネットメール受信サーバの IP アドレスまたは DNS 名を入力します。 

サーパタイプ 
P0P3/IMAP [POP3] 

受信メールサーパのサーパタイプを入力します。 

Fiery メール アドレス 

MLPro 9800 PS が使用するメールアドレスを入力します。メールサービスを使用するユーザおよび管理 
者は、ここで指定するアドレスにメールを送信します。 

アカウント名 

メールサーバで設定されているアカウント名を入力します。これは、ネットワークで使用される内部名 
であり、ユーザ名と同じである必要はありません。 

パスワード 

メールサーパで設定されているアカウントに対するパスワードを入力します。 

管理者メールアドレス 

MLPro 9800 PS E メールザービスを管理する管理者 E メールアカウントのメールアドレスを入力します。 
ここで登録された E メールアドレスからは、アドレス帳の管理や、 E メールを使用したジョブの管理が行 
なえます。 

タイムアウト（秒） 

30-300 [30] 

MLPro 9800 PS が E メールサーパと接続する際のタイムアウトまでの時間を秒単位で入力します。 

ポーリング間隔（秒） 

1 -3600 [300] 

MLPro 9800 PS が自動的に E メールサーパに新規 E メールサービスメッセージを取得に行く間隔を秒単位 
で指定できます。 


FTP 設定 

FTP サービスを使用可能にすると、 MLPro 9800 PS が FTP でデータを受信することができます。 

受信可能なジョブのサイズは、 MLPro 9800 PS - X /- S では1 0 MB まで、 MLPro 9800 PS - E では1 MB まで 
です。 

FTP 受信可能 
はい/いいえ[いいえ] 

「はい」を選択すると、 MLPro 9800 PS が FTP でデータを受信することができます。 

タイムアウト（秒） 

1-300 [300] 

タイムアウトまでの時間を秒単位で入力します。 
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ランデブー設定 

ランデブーは Mac OS X 10.4から Bonjour と名前が変更になっていますが、本書ではランデブーとし 
て説明しています。 

ランデブー設定 
はい/いいえ[はい] 

「はい」を選択すると 、 Mac OS X からランデプーで MLPro 9800 PS を見つけることができます。 


SNMP 設定 

SNMP 使用 
はい/いいえ[はい] 

「はい」を選択すると、 TCP / IP および IPX 接続で SNMP サービスが使用可能になります。「いいえ」を選択 
すると 、 Command Workstation および Fiery WebSetup からのリモート Fieryr 設定」が使用できなくな 
ります。 

Network Extension , PrintSuperVision を使用する場合は、「はい」を選択します。 

読み取りコミュニティ名 
[public] 

このオプションは、 「 SNMP を使用する」で「はい」を選択した場合に限り表示されます。このオプション 
では、 SNMP コミュニティ名 「 public 」 を変更することで、 MLPro 9800 PS のセキュリティを高めること 
ができます。32パイトまでの英数字とスペースをコミュニティ名として入力します。ここでコミュニ 
ティ名を変更した場合、リモートからの Fieryr 設定」で設定内容を表示する際に変更されたコミュニティ 
名が必要となります。 

書き込みコミュニティ名 
[public] 

このオプションは、 「 SNMP を使用する」で「はい」を選択した場合に限り表示されます。このオプション 
では、 SNMP コミュニティ名 「 public 」 を変更することで、 MLPro 9800 PS のセキュリティを高めること 
ができます。32パイトまでの英数字とスペースをコミュニティ名として入力します。ここでコミュニ 
ティ名を変更した場合、リモートからの Fieryr 設定」で設定内容を変更する際に変更されたコミュニティ 
名が必要となります。 

上記二つのオプションでは、 コミュニティ 名として名前の最初と最後にスぺースを入力した場合、そのスぺースは自動的 
に削除されます。 SNMP コミュニティ 名として使用できない文字が入力された場合、または何も入力されなかった場合、 
デフ オル トの 「public」 が SNMP コミュニティ 名として使用されます。 

サービス 設定終了 

「サービス設定」画面で「閉じる」を選択すると「ネットワーク設定」に戻ります。 

変更の保存 
はい/いいえ[はい] 

「ネットワーク設定」で行った変更を保存する場合は「はい」を選択します。保存しない場合は、「いいえ」 
を選択するとメイン「設定」メニューに戻ります。 
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パラレル設定 


パラレルポート印刷を行うには、「パラレルポート使用」で「はい」を選択し、後続のオプションを設定し 
てください。 

パラレルポート使用 
いいえ/はい[はい] 

パラレルポートを介して印刷する場合は、「はい」を選択します。 MLPro 9800 PS のパラレルポ ー H こ 
は、旧 M PC / AT 互換機を1台のみ接続できます。 

パラレルポ-卜を使用可能にしても、 MLPi"o9800PS とのイ-サネット通信に支障はありません。 

EOF キャラクタの無視 
はい/いいえ[いいえ] 

このオプションは「パラレルポート使用」が「はい」の設定になっている場合にのみ表示され ます。 この 才 
プションで、 ファイ ルの end - of - file ( EOF ) を無効にするかどうか指定し ます。 PostScript ファイ ルがパ 
イナリ （ ASCII ではない)のとき、および、 PCL ドライパを使用するときは必ず「はい」を選択する必要が 
あります。 

このオプションが「はい」になっていると、 MLPro 9800 PS は EOF を判断するのにポートのタイムアウト 
値を使用します。タイムアウト値が長く設定されている場合、印刷が完了しても LCD パネルに処理中の 
表示がしばらく続く場合があります。 

PostScript のみ使用し、 PostScript ファイルがパイナリでないことがわかっている場合は、「いいえ」を 
選択することで印刷完了とともに処理中の表示を終了させることができます。 

パラレル接続 

直接キュー/印刷キュー/待機キュー[印刷キュー] 

パラレルポートから受信したジョブの行き先を指定します。このオプションは、「パラレルポート使用」 
で、パラレルポートが有効になっている場合にだけ表示されます。 

なお、直接キューを選択するといくつかの印刷オプションが使用できません。通常は印刷キューを使用 
して印刷してください。 

変更の保存 
はい/いいえ[はい] 

「パラレル設定」の変更を有効にするときは「はい」を選択します。変更を反映させずにメイン「設定」メ 
ニューに戻るときは「いいえ」を選択してください。 
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USB 設定 


USB ポート印刷を行うには、 RJSB ポート使用」で「はい」を選択し、後続のオプションを設定してくださ 
い。 

USB ポート使用 
いいえ/はい[はい] 

USB ポート経由で印刷する場合は、「はい」を選択します。 

EOF キャラクタの無視 
はい/いいえ[はい] 

このオプションは RJSB ポート使用」が「はい」の設定になっている場合にのみ表示されます。 

通常の使用では、「いいえ」を選択してください。 

このオプションで、ファイルの end - of - file ( EOF ) を無効にするかどうか指定します。 PostScript ファイ 
ルがバイナリ （ ASCII ではない)のとき、および、 PCL ドライパを使用するときは必ず「はい」を選択する 
必要があります。 

このオプションが「はい」になっていると、 MLPro 9800 PS は EOF を判断するのにポートのタイムアウト 
値を使用します。タイムアウト値が長く設定されている場合、印刷が完了しても LCD パネルに処理中の 
表示がしばらく続く場合があります。 

PostScript のみ使用し、 PostScript ファイルがパイナリでないことがわかっている場合、「いいえ」を選 
択することで印刷完了とともに処理中の表示を終了させることができます。 

USB 接続 

直接キュー/印刷キュー/待機キュー[印刷キュー] 

USB ポートから受信したジョブの行き先を指定します。このオプションは、 「 USB ポート使用」で 、 USB 
ポートが有効になっている場合にだけ表示されます。 

ストレージデパイスマネージャ、プリントジョブアカウンティング 、 MicrolinePS Utility を USB 接続で 
使用する場合、「直接キュー」を選択します。 

なお、直接キューを選択するといくつかの印刷オプションを使用できません。通常は印刷キューを使用 
して印刷してください。 

シ U アル番号 
はい/いいえ[はい] 

USB シリアル番号の有効/無効を指定します。 

変更の保存 
はい/いいえ[はい] 

RJSB 設定」の変更を有効にするときは「はい」を選択します。変更を反映させずにメイン「設定」メニュー 
に戻るときは「いいえ」を選択してください。 
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プリント接続 


MLPro 9800 PS 「 プリンタ設定」では、ネットワーク上のユーザに開放するプリント接続方式を指定しま 
す。プリント接続方式を指定することにより、 MLPro 9800 PS が印刷ジョブを管理する方法を決めるこ 
とができます。 MLPro 9800 PS は、開放されているプリント接続すべてを常にチェックし、印刷ジョブ 
の有無を確認します。ユーザに使用させたくない接続方式は開放しないでください。 

MLPro 9800 PS は直接接続とキュー接続(印刷キューと待機キュー)の2種類の接続方式を提供していま 
す。ユーザは開放されているプリント接続のみで印刷可能です。 


直接接続 


印刷ジョブは、 MLPro 9800 PS が「使用可能」状態の時のみ MLPro 9800 PS の直接接続へ送られます。 
MLPro 9800 PS が「使用可能」でない場合は、「使用可能」になるまでジョブは送信元のワークステーショ 
ンに留まり、先行ジョブの処理が終わり次第、キュー内のジョブより先に処理されます。 

直接接続のジョブは MLPro 9800 PS のハードディスクには格納されません 。 Command Workstation / 
Command Workstation LE 、 Fiery Spooler には現行ジョブとして表示されますが、再印刷、移動、削除 
などの操作を行うために選択することはできません。このため重要なファイルを保護するのに適してい 
ます。 MLPro 9800 PS にフォントをダウン□ー ドする場合、ストレージデパイスマネージャ，プリント 
ジョブアカウンティンヴを使用する場合は、直接接続にする必要があります。 

なお、直接接続を選択するといくつかの印刷オプションが使用できません。通常は印刷キューを使用し 
て印刷してください。 


キューは、 MLPro 9800 PS のハードディスク上で印刷ジョブを格納しておく場所です。 MLPro 9800 PS 
に多数のジョブが送信された時などにキューは便利です。キューに送られたジョブは、 MLPro 9800 PS 
のハードディスクに格納されるので、ユーザのワークステーションのハードディスク領域は即刻解放さ 
れます。 

システム管理者やオペレータは 、 Command WorkStation/Command Workstation LE 、 Fiery Spooler 
を使用して、キューに送信されたジョブの印刷順変更、削除、キュー間でのジョブの移動•コピーを行 
い印刷ジョブを操作 • 管理することができます。 

MLPro 9800 PS のハードディスクは3種類のキュー(印刷、待機、印刷済み)をサポートします。ユーザ 
はこのうち2種類(印刷、待機）を指定して印刷が可能です。 

• 印刷キュー 標準の MLPro 9800 PS キューです。 MLPro 9800 PS は印刷キュー内のジョブを 

到着順に印刷します。 Fiery ユーティリティを使用する場合は、印刷キューを開 
放しておく必要があります。 

• 待機キュー 待機キューは、後で印刷するジョブや繰り返し印刷するジョブを格納しておく 

ためのキューです。 

待機キュー内のジョブを管理.印刷するには、システム管理者やオペレータの 
介入が必要です。待機キューに送信されたジョブを印刷するためには、 Com ¬ 
mand WorkStation/Command Workstation LE または ! =iery Spooler を使用し 
てジョブを待機キューから印刷キューに移動.コピーする必要があります。 
Fiery ユーティリティを使用するには、待機キューを開放する必要があります。 

• 印刷済みキュー 印刷済みキューは MLPro 9800 PS ディスク上に作成されます。このキューには印 

刷キューから印刷されたジョブが入ります。このキューがあると、印刷したジョ 
プを再印刷する場合に便利です。「サーパ設定」オプションでこのキューを使用可 
能にしたり、このキューに格納可能なジョブの最大数を指定します (23 ページ参 
照)。このキュー内のジョブを再印刷するためには Command WorkStation / Com ¬ 
mand Workstation LE または Fiery Spooler が必要です。 
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プリンタ設定 


「プリンタ設定」ではプリント接続方式や使用するプリントデパイスの特性を設定します。 

メイン「設定」メニュー画面で「プリンタ設定」を選択します。 

「プリンタ設定」では次の設定を行います。設定後、変更を保存します。 

• 直接接続、印刷キュー(必要な場合）、および待機キューの開放 

以下の説明で、 [] 内はデフォルト値です。 

パラレルポート経由で印刷する場合でも、いずれかのキュー、または直接接続を開放する必要があります。 

直接接続 

はい/いいえ[はい] 

直接接続を開放すると、ユーザは MLPro 9800 PS のキューを迂回して直接 MLPro 9800 PS へジョブを印 
刷(またはダウン□—ド)できるようになります。直接接続で印刷されたジョブは印刷済みキューには格 
納されません。 

MLPro 9800 PS にフォントをダウン□—ドする場合、ストレージデパイスマネージャ，プリントジョブ 
アカウンティンヴ , MicrolinePS Utility を使用する場合は、「直接接続」で「はい」を選択しておく必要があ 
ります。直接接続による印刷をユーザに行わせたくない場合は「いいえ」を選択してください。 

印刷キュー 
はい/いいえ[はい] 

印刷キューを開放すると、ユーザは MLPro 9800 PS の印刷キューにジョブを送信(またはダウン□ー ド) 
できるようになります。印刷キューに送られたジョブは MLPro 9800 PS のハードディスウ上に到着順に 
スプールされます。このオプションで「はい」を選択した場合にのみ、ユーザは印刷キューを使用するこ 
とができます。 

待機キュー 
はい/いいえ[はい] 

待機キューを開放すると、ユーザは MLPro 9800 PS の待機キューにジョブを送信(またはダウン□ー ド) 
できるようになります。待機キュー内のジョブを印刷するには 、 Command WorkStation/Command 
Workstation LE または Fiery Spooler で、ジョブを待機キューから印刷キューに移動.コピーする必要 
があります。 

パーソナリティ 

自動 / PCL /PostScript [自動] 

パーソナリティの設定を選択します。デフォルトは[自動]です。 

部数 

1-99 [1] 

印刷部数の設定を行ないます。 

両面印刷 

オフ/オン[オフ] 

両面印刷機能を有効にするかどうかを指定します。複数ページのデータを両面印刷で印刷する場合は、 
本設定で 「オン」 を選択して下さい。 「オフ」 を選択した場合は、片面のみの印刷となります。 

本設定は、両面印刷ユニットがプリンタ本体に装着されていない場合はメニュー上に表示されません。 

MLPro 9800 PS-S/-E では、 B4 を超える用紙に両面印刷する場合、オプションのメモリを追加し合計 512MB が必要です。た 
だし、600 X600dpi で印刷する場合は、オプションの増設メモリは必要ありません。 
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綴じ方 

横綴じ/縦綴じ[横綴じ] 

両面印刷を行なう際に、用紙の長辺を綴じる印する場合は「横綴じ」、短辺を綴じるイメージで印刷す 
る場合は「縦綴じ」を指定して下さい。 

本設定は、両面印刷ユニットがプリンタ本体に装着されており、「両面印刷」設定が「オン」に設定されて 
いる場合にのみメニュー上に表示されます。 

出カビン 

フェイスダウン/フェイスアップ[フェイスダウン] 

フェイスダウン/フイニツシャ[フェイスダウン]* (フィニッシャ装着時） 

用紙の排出先を指定します。「フェイスアップ」を指定した場合は、プリンタ本体背面のフェイスアップ 
スタッカを必ず開いて下さい。フィニッシャを装着している場合は、出カビンで「フィニッシャ」が指定 
できる様になります。 

ステープル 
オフ/オン[オフ] 

ホチキス機能を使用する場合は「オン」を指定します。ホチキスを留める位置は、ステープル位置設定で 
選択します。 

本設定は、フィニッシャおよびインパータがプリンタ本体に装着されていない場合はメニュー上に表示 
されません。 

本設定は、「用紙チェック」設定が「はい」に設定されている場合に利用できます。 

ステープル位置 

手前側/奥側/中央[手前側] 

ホチキスを留める位置を指定します。フィニッシャの用紙排出位置からプリンタ本体側に向かって、「手 
前側」、「奥側」および「中央」のいずれかを選択します。 

本設定は、ステープル設定が「オフ」の場合はメニュー上に表示されません。 

1又'ノチ 

オフ/オン[オフ] 

パンチ機能を使用する場合は「オン」を指定します。パンチ穴の数は、パンチ穴設定で行ないます。 

本設定は、パンチ機構を有したフィニッシャがプリンタ本体に装着されていない場合はメニュー上に表 
示されません。 

本設定は、「用紙チェック」設定が「はい」に設定されている場合に利用できます。 

パンチ穴 
2/3 [3] 

パンチ穴の数を指定します。 

本設定は、パンチ機能が「オン」の場合はメニュー上に表示されません。 

中綴じ 

オフ/オン[オフ] 

中綴じ印刷機能を行なう場合は「オン」を指定します。 

本設定は、フィニッシャがプリンタ本体に装着されていない場合はメニュー上に表示されません。 

本設定は、「用紙チェック」設定が「はい」に設定されている場合に利用できます。 

インパータ 
オフ/オン[オン] 

フィニッシャから用紙を排出するときにインパータ内部で用紙を裏表反転させる機能を設定します。本 
設定で「オフ」を指定すると、フィニッシャへの排出結果はフェイスアップとなります。中綴じ印刷など 
フィニッシャのフェイスダウンを指定する必要がある場合は「オン」を指定します。 

本設定は、フィニッシャおよびインパータが本体に装着されていない場合はメニュー上に表示されません。 
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ジョブオフセット 
オフ/オン[オン] 

ジョブオフセットの機能を有効にするかどうかを指定します。ジョブオフセットの機能を無効にする場 
合は「オフ」を選択してください。 

解像度 

600 dpi / 1200 x 600 dpi / 1200 x 1200 dpi [1200 x 600 dpi] 

印刷する解像度を指定します。デフォルトは 「1200 X 600 dpi 」 が選択されています。 

用紙チェック 
はい/いいえ[はい] 

印刷データで指定されている用紙サイズ、用紙タイプ、用紙厚などがプリンタメニューで指定されてい 
る設定と同じかをチェックするかどうかを指定します。用紙チェ、ソウを「いいえ」にした場合は、印刷デー 
夕とメニュー上の設定が一致しなくても警告メッセージを表示せずに印刷します。通常は「はい」を選択 
してください。 

0HP 検出 

自動/いいえ[自動] 

0 HP シートに印刷する場合に、用紙種類が 0 HP シートかを自動的に検出するかどうかを指定します。通 
常は「自動」を選択してください。 

トナーセーブモード 
オフ/オン[オフ] 

印刷時のトナー消費量を抑えたい場合は「オン」にします。ただしトナーセーブモードを「オン」にした場 
合は印刷結果が多少薄くなります。 

モノクロ印刷速度 

自動/カラー印刷速度/普通印刷速度[自動] 

モノクロ印刷時の印刷速度の切り替えを指定します。通常は「自動」を選択してください。 

ピーク電力制御 
ノーマル/口一 [ノーマル] 

ピーウ電力時の制御方法を指定します。通常は「ノーマル」で使用してください。 

パワーセーブ 
いいえ/はい[はい] 

プリンタのパワーセーブ機能を有効にするかどうかを指定します。パワーセーブ機能を使用すると、プ 
リンタが一定時間データを受信しない場合に、電力の消費を抑えることができます。 

ニアライフ時の LED 
いいえ/はい[はい] 

トナー、イメージドラムおよび定着器の寿命が近づいた場合に、プリンタの LED ランプを点灯させるか 
どろかを設定します。 

変更の保存 
はい/いいえ[はい] 

「プリンタ設定」での変更を有効にするときは「はい」を選択します。変更を反映させずにメイン「設定」メ 
ニューに 戻るときは「いいえ」を選択してください。 
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PS 設定 


「 PS 設定」では、 MLPro 9800 PS とプリンタ両方の PostScript プリントオプションのデフォルト値を設 
定します。アプリケーションでプリンタのオプションを指定.変更できないシステムを使用している場 
合は、ここでデフォルト値を指定できます（たとえば、 UNIX 、 DOS コマンド行、 PostScript レベル1 
プリンタドライパを使用するシステム、など)。詳細は、 『 PS 印刷ガイド』を参照してください。 

PS 設定を実行するには、「設定」メニューをスクロールして 「 PS 設定」を選びます。 

下記のオプションを設定し、最後に変更を保存します。 

マスター 印刷 
いいえ/はい[いいえ] 

FreeForm でのマスター作成時、マスターを自動印刷するかを指定します。「はい」を選択すると、 
FreeForm でのマスター作成時にマスターは自動的に印刷処理され、待機キューに保持された後、参照 
用に印刷されます。「いいえ」を選択すると、マスターは待機キューに保持されますが、印刷はされませ 


デフォルト用紙サイズ 
アメリカ式/日本式旧本式] 

デフォルト設定の用紙サイズを日本式(例： A 4、 B 4、 A 3) にするか、アメリカ式(例：レター、リーガ 
ル、タブ□イド)にするかを指定します。 PostScript ファイルで用紙サイズが指定されていないと、「日 
本式」が選択されている場合には A 4 サイズが、「アメリカ式」の場合にはレターサイズが適用されます。 

用紙変苗 

いいえレター/11 x 17 -> A4/A3 A4/A3 -> レター/ 11x17 [いいえ] 

用紙サイズをデフォルト設定の用紙サイズに自動的に変更するかどうかを指定します。たとえば、 「 A 4/ 
A 3 -> レター/11 X 17」を選択した場合、 A 4 の書類はレターサイズの用紙に自動的に印刷されます。 
「いいえ」を選択すると、指定したサイズの用紙がセットされている場合にのみ印刷が行われます。 

PS エラー発生まで印刷 
いいえ/はい[いいえ] 

印刷ジョブ RIP 中に PostScript エラーが発生した際、 RIP 中のページとエラーの内容を印刷するかどうか 
を指定します。「はい」を選択すると、エラー発生以前に RIP 処理された分とエラーの内容が印刷されま 
す。印刷時に問題が発生したときには、このオプションを「はい」に設定して印刷してください。 
「いいえ」を選択すると、 RIP 中のページとエラーの内容は印刷されませんが、 RIP 済みのページは印刷さ 
れます。 

プリンタフォントのダウンロ-ド（インスト-ル)時には、必ず「ぃぃえ」に設定してくださぃ。 

中ゴシック BBB に置換 
はい/いいえ[はい] 

指定フォントが利用可能でない場合に、印刷可能なフォントで代替するかを指定します。アプリケー 
ションによっては「いいえ」が選択されると、 MLPro 9800 PS ハードディスクまたはジョブを送ったワー 
クステーション上で使用可能ではないフォントを使用しているジョブは PostScript エラーとなり、印 
刷されません。確実にプリンタにあるフォントを使用しなければならない場合以外は、「はい」を指定し 
てください。 

- PDF ファイルを印刷する場合、フォントの置換は自動的に行われます。 

- MLPro9800PS-X/-S で利用できます。 


操作パネルからの Mr - pro 9800 TIS 「設定」 


48 



平成角ゴシックに置換 
はい/いいえ[はい] 

指定フォントが利用可能でない場合に、印刷可能なフォントで代替するかを指定します。アプリケー 
ションによっては「いいえ」が選択されると、 MLPro 9800 PS またはジョブを送ったワークステーション 
上で使用可能ではないフォントを使用しているジョブは PostScript エラー となり、印刷されません。 

❿ MLPro 9800 PS-E のモデルで利用できます。 

カノ ( 一ぺージ印刷 
いいえ/はい[いいえ] 

各印刷ジョブの終了時にカバーページ(ジョブの概要)を印刷するかどうかを指定します。「はい」を選択 
すると、各印刷ジョブに続いて1枚の追加ページが印刷され、ジョブを送った利用者名、書類名、 
MLPro 9800 PS 名、ジョブの印刷日時、ページ数、印刷結果、用紙サイズが印字されます 。 PostScript 
エラーが発生した場合は、 「PS エラー 発生まで印刷」オプションが「はい」に設定されていれば「結果」欄 
にエラーメッセージが表示されます。 

A ーフトーンスクリーン 

ユーザ定義スクリーン1/ユーザ定義スクリーン2 /ユーザ定義スクリーン3 
[ユーザ定義スクリーン 1] 

プリンタ内蔵のハーフトーンスクリーンを使用せず、ユーザ自身でハーフトーンスクリーンを3つまで 
定義することができます。新規定義するスクリーンを1から3のどの番号に定義するかを指定します。 
ユーザ定義スクリーンは PS ドライバがら指定することができます。 

③ MLPro 9800 PS-X で利用できます。 

八ーフI-ーン線数 
60〜300 [75] 

ユーザ定義ハーフトーンスクリーンの線数を指定します。 

MLPro 9800 PS-X で利用できます。 

200を超える線数を指定すると、きれいな印字を得られない場合があります。 

シアンハーフ!-ーン角度 
〇〜360 [15] 

ユーザ定義ハーフ I ンスクリーンのシアンのスウリーン角度を指定します。 

MLPro 9800 PS-X で利用できます。 

他の色のスクリーンとの組み合わせによってはモアレが発生する場合があります。 

マゼンタ八ーフI^ーン角度 
0-360 [75] 

ユーザ定義ハーフトーンスクリーンのマゼンタのスクリーン角度を指定します。 

MLPro 9800 PS-X で利用できます。 

他の色のスクリーンとの組み合わせによってはモアレが発生する場合があります。 


操作パネルからの Mr - pro 98〇〇 PS 「設定」 


49 



イェ□ーハーフI-ーン角度 
0-360 [0] 

ユーザ定義ハーフトーンスウ 1 J ーンのイェローのスクリーン角度を指定します。 

MLPro 9800 PS-X で利用できます。 

他の色のスクリーンとの組み合わせによってはモアレが発生する場合があります。 

ブラック八ーフI-ーン角度 
0-360 [45] 

ユーザ定義ハーフ I ンスクリーンのブラックのスクリーン角度を指定します。 

® MLPro9800PS-X で利用できます。 

他の色のスクリーンとの組み合わせによってはモアレが発生する場合があります。 

網点形状 

ライン/楕円/ドット/四角/デフォルト[ドット] 

ユーザ定義ハーフ I — ンスクリーンの網点形状を指定します。 

MLPro 9800 PS-X で利用できます。 

用紙サイズに合わせる 
オン/オフ[オフ] 

印刷したいジョブのサイズが用紙サイズと異なる場合、このオプションを選択することで用紙サイズに 
合わせてジョブのサイズを自動的に変更して印刷できるよいになります。 

変更の保存 
はい/いいえ[はい] 

「 ps 設定」での変更を有効にするときは「はい」を選択します。変更を反映させずにメイン「設定」メニュー 
に戻るときは「いいえ」を選択してください。 
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PCL 設定 


「 PCL 設定」では、 MLPro 9800 PS の PCL プリントオプションのデフォルト値を設定します。アプリケー 
ションでプリンタのオプションを指定 • 変更できないシステムを使用している場合は、ここでデフォル 
卜値を指定できます(たとえば、 UNIX 、 DOS コマンド行を使用するシステム、など)。 

PCL 設定を実行するには、「設定」メニューをスウロールして 「 PCL 設定」を選びます。 

下記のオプションを設定し、最後に変更を保存します。 

用紙サイズ 

レター /A4/ タブ□イド/ A3 [A4] 

印刷ジョブで用紙サイズが指定されなかつた場合のデフォルト用紙サイズを指定します。 

デフォルト方向 
縦/横[縦] 

デフォルトの用紙の向きを指定します。 

1ページ行数 
5-64-128 [64] 

1ページに印刷する行数を指定します。 

フォントサイズ 

4.00 -12.00 - 999.75 [1 2.00] 

フォントサイズを指定します。 

フォントピッチ 

0.44 -10.00 - 99.99 [1 0.00] 

フォントの文字ピッチを指定します。 

記号セット 
- PC_8 - [PC_8] 

使用するシンボルセットを指定します。 

フオントソース 

内蔵/ ソ フトフォント[内蔵] 

内蔵フォントとソフトフォントのどちらを優先して使用するかを指定します。 

フォント番号 
0/999 [0] 

PCL フォント番号を設定します。 

システムページサイズ 
アメリカ式/日本式旧本式] 

システムページサイズを設定します。 

A4 印字幅 
78 /80 [78] 

A 4 用紙サイズに印刷可能な桁数を指定します。 
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白紙ページ除外 
オン/オフ[オフ] 

印刷データの中に含まれる白紙ページの印刷をする/しないを指定します。 

エラーレポート 
はい/いいえ[いいえ] 

エラーレポート機能の有効/無効を指定します。 

CR 動作 

CR のみ/ CR+LF [CR のみ] 

CR コードの認識方法を指定します。 

LF 動作 

LF のみ/ LF+CR [LF のみ] 

LF コードの認識方法を指定します。 

変更の保存 
はい/いいえ[はい] 

「 PCL 設定」での変更を有効にするときは「はい」を選択します。変更を反映させずにメイン「設定」メ 
ニューに戻るときは「いいえ」を選択してください。 
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カラー 設定 


「カラー設定」ではカラー管理用オプションのデフォルト値を設定します。 MacOS や Windows からユー 
ザソフトウェア CD 提供のプリンタドライパを使用して印刷する場合にはジョブごとにオプションを変 
更できます。アプリケーションでプリンタのオプションを指定 ■ 変更できないシステムを使用している 
場合は、ここでデフォルト値を指定します（たとえば、 UNIX, DOS コマンド行、 PostScript レペル1プ 
リンタドライパを使用するシステム、など)。詳細は、 『PS 印刷ガイド』および『カラーガイド』を参照し 
てください。 

カラー設定を実行するには、「設定」メニューをスクロールして「カラー設定」を選びます。 

以下のオプションを設定し、最後に変更を保存します。 

RGB ソースプ□ファイル 

EFIRGB / sRGB (PC) / Apple 標準/なし [EF 旧 GB] 

RGB ソースは、 RGB データをプリントエンジンで出力可能な色の範囲に納まるよう変換する際に使用 
される色空間です。 「EFIRGB」 は MLPro 9800 PS 印刷に最適な RGB ソース空間です。 rsRGB(PC)」 は 
一般の Windows 対応コンピュータモニタ用です。 「Apple 標準」は、 Apple の ColorSync 用の標準色空圊 
です。デフォルトソース空間を指定しない場合は、「なし」を選択します。 

カラーの 表現 

連続調/ビジネスグラフィック/絶対カラーメトリック/相対カラーメトリック 
[ビジネスグラフィック] 

デフォルト CRD (カラーの表現）を設定します。 CRD は、 RGB データをプリントエンジンで出力可能な 
色の範囲に納まるよう変換する際に使用します。「連続調」は、カラー画像の全体的な調和感を維持す 
るように相対的にカラー値を定めます。「ビジネスグラフィック」は、ビジネスプレゼンテーションなど 
で使用される明度および彩度の高いカラー出力用で、カラー画像を「連続調」と同様の方法で処理しま 
す。「絶対カラーメトリック」では、 RGB データを最も近い CMYK カラーで出力します。その際、 モニ 
ターと紙の色の差異を考慮します。彩度の低い画像を正確に表現したいときに有効です。「相対カラー 
メトリック」は同樹こ RGB カラーを最も近い CMYK カラーで出力しますが、モニターと紙の色の差異は 
考慮しません。 

CMYK シミユプ□ファイル 

DIC (EFI) /SWOP-Coated (EFI) / EuroScale (EFI) / JMPA ver.2 (EFI) 
/ Japan Color 2001 typel / TOYO Offset Coated 2.0 / なし [DIC(E 闩）] 

MLPro 9800 PS でオフセット印刷の校正を行う際のデフォルトシミュレーションターゲットを指定しま 
す。たとえば、 「DIC(EFI)」 を選択すると CMYK カラーが DIC 標準用に調整されます。デフォルトシミュ 
レーションターゲットを指定しない場合は「なし」を選択します。 

「EuroScale(EFl)」 はヨーロッパで、 「SWOP-Coated(EFI)」 は米国で印刷標準として使用されています。 
「JMPA ver.2 (EFI)」 を選択すると、 CMYK カラーが雑誌広告基準カラー用に調整されます。 「Japan 
Color 2001 typel」 を選択すると、 CMYK カラーが Japan Color 用に調整されます。 「TOYO Offset 
Coated 2.0」を選択すると、 CMYK カラーが東洋インキ標準色コート紙用に調整されます。 

Fiery ColorWise Pro Tools を使用して作成し、 MLPro 9800 PS に読み込まれたカスタムシミュレーショ 
ンがある場合は、この画面にオプションとして表示されます。カスタムシミュレーションは、デフォル 
卜として選択可能です。カスタムシミュレーションに関する詳細は『カラーガイド』を参照してください。 

なるべく正確なシミュレーシヨン結果を得るための詳細に関しては『カラーガイド』を参照してください。 
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CMYK シミュ方法 

クイック/フル（ソース GCR )/ フル（出力 GCR ) [フル（出力 GCR )] 

「クイッウ」シミュレーションでは、1種類のトランスファー曲線が適用され、出力濃度のみが調整され 
ます。「フル(ソース GCR)」 または「フル(出力 GCR)」 シミュレーションでは、出力濃度に加えて色合いも 
調整する4種類のトランスファー曲線が適用されるので、より正確なシミュレーションが行えます。「フ 
ル(ソース GCR) シミュレーションの場合には、 CMY と K の比率が元のまま保持されます。「フル(出力 
GCR)」 シミュレージョンの場合には、 K がいったん CMY 版に組み込まれた後、出カプ□ファイルにより 
CMYK に分版されますので、 CMY と K の比率は元のままに保持されません。 ColorSync など、 ICC プロ 
ファイルを用いた一般的なカラーマッチンヴとの互換性が高くなります。 

RGB 色分解 

出力/シミュレーション[出力] 

MLPro 9800 PS での RGB データ取り扱いを指定します。プリンタ用 CMYK 色空間で色分解する場合は 
「出力」を、オフセット印刷用 CMYK 色空間で色分解する場合は「シミュレーション」を選択します。 

用紙定義プ□ファイル 
オン/オフ[オン] 

このオプションを「オン」に設定すると、メディアタイプに「光沢紙」を選択した場合に自動的に光沢紙に 
対応した出カプロファイルを選択して使用します。「オフ」に設定すると、デフォルトのプ□ファイルを 
使用します。 

出カプ□ファイル 

デフォルトの出カプロファイル、または Fiery ColorWise Pro Tools を使用して作成し MLPro 9800 PS 
に読み込まれた出カプロファイルから選択できます。出カプ□ファイルに関する詳細は『カラーガイド』 
を参照してください。 

ブラックテキスト 
オン/オフ[オン] 

このオプションを「オン」に設定すると、黒のテキストやラインアートの印刷にブラックトナーのみが使 
用されます。「オフ」に設定すると、黒のテキストやラインアートの印刷に CMYK4 色のトナーが使用さ 
れます。 

ブラックトナーのみで出力した黒は、 CMYK4 色を混合して出力した黒よりも純度が高くなります。ま 
た、ブラックトナーのみを使用することにより、他のカラートナーを節約できます。詳細は、『カラー 
ガイド』を参照してください。 

ブラックオーパープリント 

テキスト/テキスト/デラフイック/オフ[テキスト/ク、'ラフイック] 

このオプションを「テキスト」または「テキスト/ゲラフィック」に設定すると、カラーの背景と黒のテキストやグラ 
フィックの間に隙間や版ずれが生じないよう、テキストまたはグラフィックを背景上にオーパープリン 
卜します。「オフ」に設定すると、黒のテキストとカラーの背景の間に隙間や版ずれが生じる場合があり 
ます。通常はこのオプションは、「テキスト」または「テキスト/ゲラフィック」に設定してください。詳細は、『力 
ラーガイド』を参照してください。 
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スポット カラー マッチンク 
オン/オフ[オン] 

このオプションを「オン」に設定すると、 MLPro 9800 PS は内蔵のカラー表を基に、出力色に最も近いス 
ポットカラーを使用して印刷を行います。「オフ」に設定すると、 MLPro 9800 PS は、ファイル作成元の 
アプリケーションで設定された CMYK 値を使用して印刷を行います。詳細ま、『カラーガイド』を参照し 
てください。 

CMY 100% 濃度 
オン/オフ[オフ] 

CMYK カラーの10096を印刷する際、ハーフトーンのかからないベタな印字をするかを設定します。 
このオプションを「オン」に設定すると、ハーフトーンスクリーンがかかりません。文字などをハーフ 
卜ーンスクリーンをかけずに印字したい場合に有効ですが、 CMY を10096ずつ混合させて混合ブラック 
を印刷するような場合には向きません。 

1 bit TIFF ファイルやソフト RIP を使用する場合など、プリンタの外でスクリーニングをしたファイル 
を印刷する場合、必ず「オン」に設定してください。 

「オフ」に設定すると、プリンタの最適な濃度に調整され、ハーフトーンスクリーンがかかる場合があり 
ます。 

変更の保存 
はい/いいえ[はい] 

「カラー設定」での変更を有効にするときは「はい」を選択します。変更を反映させずにメイン「設定」メ 
ニューに 戻るときは「いいえ」を選択してください。 


設定終了 

設定変更を終了したときにメイン「設定」メニューから「設定終了」を選びます。 MLPro 9800 PS は再起動 
し、設定中に保存したすべての変更が有効となります。 
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「設定」メニュー内の管理機能 


下記の管理機能は、印刷ジョブやカラー出力を管理するためのもので、印刷に不可欠というわけではあ 
りません。 


ジョブログ設定 
パスワード変更 


■==E 

口 OD 

サーバの初期化 


出荷時のデフォルト 


印刷済みジョブの□ヴを、自動的に印刷または消去するかどうかを指定しま 
す。詳細は次ページを参照してください。 

MLPro 9800 PS のシステム管理者用パスワードを設定できます。このパス 
ワードにより一般ユーザによる MLPro 9800 PS 「 設定」へのアクセスを制限 
できます。また 、 Command WorkStation/Command Workstation LE お 
よび Fiery Sp ⑻ ler の一般ユーザ使用を制限できます。パスワードの設定方 
法については、「パスワードの設定」 (94 ページ)を参照してください。 
MLPro 9800 PS の操作パネルに表示する言語を設定します。 

MLPro 9800 PS の印刷キュー、待機キュー、および印刷済みキュー内の印刷 
ジョブをすべて消去します。また、ジョブ□グ、 MLPro 9800 PS の八ード 
ディスクにアーカイブされたすべてのジョブ、アーカイブジョブのインデッ 
クス 、 FreeForm マスター、 FreeForm マスターのインデックスも同時に消去 
されます。サーパの初期化について詳繊ま、「サーパの初期化」 (96 ぺージ) 
を参照してください。 

MLPro 9800 PS のキュー•内の印刷ジョブをすべて消去します。また、 

MLPro 9800 PS 「 設定」も出荷時の初期値に復帰します。出荷のデフォルトに 
ついて詳細は、「出荷時のデフォルト」 (97 ページ)を参照してください。 
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ジョブログ設定 

MLPro 9800 PS のジョブログは、すべての処理済み • 印刷済みジョブの記録です。 

この記録には MLP 「 o 9800 PS で処理または印刷されたすベてのジョブが含まれます。その出所がユーザ 
のワークステーション、ネットワークサーバ、 MLPro 9800 PS のどこであろうと同様に記録されます。 
ジョブ□ク'は必要な時にいつでも MLPro 9800 PS 、 CommandWorkStation / CommandWorkstationLE 、 
または Fiery Spooler から印刷できます。また、ジョブログ情報は 、 Command WorkStation/Command 
Workstation LE または Fiery Spooler を使用してエクスポートできます。ジョブ□ク'のエクスポートに関 
する詳細は、『ジョブ管理ガイド』を参照してください。 

ジョブログには各ジョブの利用者名、書類名、印刷日時、および印刷枚数などの課金情報が一覧表示 
されます。 Windows および MacOS 対応の Adobe PostScript プリンタドライパを使用して印刷すると、 
ジョブ注釈をジョブログに追加することもできます。詳細は 『 PS 印刷ガイド』を参照してください。 
デフォルトでは、ジョブログは自動的に印刷•消去されません。「ジョブ□グ設定」でデフォルト値を変 
更してください 0 ジョブ□ク'の消去は Command WorkStation/Command Workstation LE または Fi - 
ery Spooler からも行ラことができます 0 

ジョブ□グ設定を実行するには、「設定」メニューをスクロールして「ジョブ□グ設定」を選びます。 
以下のオプションを設定し、最後に変更を保存します。 

MLPro 9800 PS-E では、電源を切ったり再起動すると、それ以前のログは保存されません。 

[] 内はデフォルト値です。 

ジョブ□グ自動印刷 
はい/いいえ[いいえ] 

55ジョブごとに MLPro 9800 PS でジョブ□グの自動印刷をするかどうかを指定します。印刷費用の経 
理処理を行ったり、印刷量の管理が必要な場合は「はい」を選択します。 

ジョブ□グ自動消去 
はい/いいえ[いいえ] 

55ジョブごとに MLPro 9800 PS でジョブ□グの自動消去をするかどうかを指定します。このオプショ 
ンを「いいえ」に設定し 、 Command Workstation や Fiery Spooler からもジョブ□グを消去しないでいる 
と、ジョブ□ヴの保存数は増え続けます。「55ジョブごとにジョブ□グ自動印刷」オプションで「はい」 
を選択している場合にのみこのオプションは有効です。 

ジョブログを消去するには、操作パネルの「設定 J メニューで「サーパの初期化」を選択することもできます(こ 
の場合は、 MLPro 9800 PS キュー内のジョブもすベて消去されます)。また、 MLPro 9800 PS システムソフ 
トウエアをアップヴレードしたりインストールし直したりする場合も、ジョブ□ヴは消去されます。 

「ジョブログ自動印刷」で「ぃぃえ」を選択した場合、「ジョブログ自動消去」で「はぃ」を選択してもジョブログは自動消去さ 
れません。 

ジョブ□グページサイズ 

A 3 /タブロイド A 4/ レター [ A 3 /タブロイド] 

ジョブ□グ印刷時の用紙サイズを指定します。ページサイズに拘らず55ジョブが1ページに一覧表示さ 
れます。用紙サイズは 「 PS 設定」の「デフォルト用紙サイズ」での設定が適用されます。この設定で「日本 
式」が選択されている場合は、ジョブログは A 3 または A 4 サイズに印刷されます。デフォルトは A 3 です。 

変更の保存 
はい/いいえ[はい] 

「ジョブ□グ設定」での変更を有効にする場合は「はい」を選択します。変更せずにメイン「設定」メニュー 
に戻る場合は「いいえ」を選択します。 
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設定終了 

設定変更を終了したときにメイン「設定」メニューから「設定終了」を選びます。 
MLPro 9800 PS は再起動し、設定中に保存したすべての変更が有効となります。 


操作パネルからの MLP 398 〇 oT ] s 「設定」 
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3 リモ ー トコンピユ ー タから 

の MLPro 9800 PS「 設定」 

MLPro 9800 PS 操作パネルで行った設定(サーバ設定、ネット 
ワーク設定、プリンタ設定)は 、 Command Workstation / 

Fiery WebSetup で変更することができます。 

Command Workstation ソフトウエアは、 TCP / IP を介して 
MLP 「 o 9800 PS に接続された Windows ワークステーシヨンで 
稼働します 。 Fiery WebSetup は、 Web ブラウザが使用可能な 
Windows ワークステーシヨンがら使用可能です。 


Fiery WebSetup へのノノクセス . 60 

Command Workstation ( Windows ) での設定作業 . 63 

サーバ 設定 . 64 

ネットワーク設定 . 67 

設定情報ページの印刷 . 88 









Fiery WebSetup へのアクセス 


③ Fiery WebSetup での MLPro 9800 PS「 設定」内容を有効にするには、設定終了後 MLPro 9800 PS を再起動する必要があります。 


Fiery WebSetup にアクセスするには： 


〇インターネットブラウザを起動し、アドレスにプリンタの IP アドレスまたは DNS 名を入 
力します。 

MLPro 9800 PS のホームページが表示されます。 



❷画面左下の、 [ WebTools ] をクリックします。 

❸ Fiery WebTools のホー厶ぺージが表示されます 

' ログイン画面は、「システム管理者」パスワードを設定している場合にのみ表示されます。ログイン画面が表示さ 
れたら「システム管理者」としてログインし、パスワード入力後 [ ok ] をクリックします。 

• Mac OSX の Safari、Internet Explorer では使用できません。プリンタの操作パネルで設定してください。 
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〇 Fiery WebTools のホームぺージで [ WebSetup ] をクリックします。 



「 SNMP 設定」の 「 SNMP を使用する」で「いいえ」が設定されている場合、 Fiery 設定画面にアク 
セスできません。この場合、 「 SNMP を使用する」を「はい」に設定する必要があります。 
「SNMP コミュニティ名読み込み」または 「SNMP コミュニティ名書き込み」が 「 public 」 以外に 
設定してある場合、次の画面が表示されてコミュニティ名の入力を促されます。正しいコミュニ 
ティ名を入力してください 。 SNMP コミュニティ名の設定方法については、 「 SNMP 設定」 （41 ベー 
ジ） を参照してください。 
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❺[サーパ]、[ネットワーク]、または[プリンタ]のいずれかをクリックします。 



サーパ、パスワード、ジ a プログ、サボート悄報を設定 
ネットワ w クボート、ゴロトコル、サービスを設定 
ゴ U ントキュー、カラーと用紙のデフォルトを設定 
設定変更を有効にするには、サーパを再起肋してくださ U 




リモ—卜 n ンピユ—夕からの MLPro 9800 TIS 「設定」 


62 










Command Workstation (Windows ) での設定作業 


Command Workstation での MLPro 9800 PS「 設定」内容を有効にするには、設定終了後 MLPro 9800 PS を再起動する必要が 
ぁります。 

Command Workstation の動作環境やインストールの方法については『ジョブ管理ガイド』を参照して 
ください。 


Command Workstation で「設定」作業を行うには： 


❶ Command Workstation を起動します。 

❷[スタート]-[プログラム]または[すべてのプログラム]- [ Fiery ] - [Command Work 
Station 4] を選択します。「システム管理者」としてログインします。 

システム管理者用パスワードが設定されている場合は、パスワードを入力してください。 

❸「サーバ」メニューで[設定]を選択してください。 

「 SNMP 設定」の 「 SNMP を使用する」で「いいえ」が設定されている場合、 nery 設定画面にアク 
セスできません。この場合、 「 SNMP を使用する」を「はい」に設定する必要があります。 
「 SNMP コミュニティ名読み込み」または 「 SNMP コミュニティ名書き込み」が 「 public 」 以外に 
設定してある場合、次の画面が表示されてコミュニティ名の入力を促されます。正しいコミュニ 
ティ名を入力してください。 SNMP コミュニティ名の設定方法については、41ページの 「SNMP 
設定」を参照してください。 



〇 [サーバ]、[ネットワーク]、または[プリンタ]のいずれかをクリックします。 



リモ—卜 n ンピユ—夕からの MLProgsooPSRME 


各設定オプシヨンに関しては、次項以降を参照してください。 
各設定終了時には、[保存]をウリックしてください。 
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サーバ 設定 


この画面からは、「サーバ」、「パスワード」、「ジョブログ設定」、「サポート」を選択できます。選択する 
には、各タブをクリックしてください。 

〇 パスワード設定については、第5章を参照してください。 



サーバ 

「サーバ」画面では、下記の設定作業を行うことができます。 

サーバ名 

ネツトワーク上で MLPro 9800 PS に名前を付けるときに設定します。 

この名前は AppleTalk 名、 DNS のホスト名、ランデブー名、 SMB のサーパ名に使用されます。 


スタートべージ印刷 

MLPro 9800 PS 起動時に、スタートページを印刷するか否かを指定します。スタートページにはサーパ 
名、印刷時の日付と時刻、プリンタモード、 MLPro 9800 PS のメモリ量、キヤリブレーシヨン実施日、 
使用可能なネットワークプロトコルとプリント接続状況などの MLPro 9800 PS 情報が表示されます。 


印刷済みキューを使用する 

印刷済みキューを使用する場合は、このオプションを選択してください。このオプションを選択する 
と、印刷されたジョブを格納するための印刷済みキューが MLPro 9800 PS のディスク上に作成されま 
す。システム管理者特権やオペレータは、このキューに格納されたジョブを、 MLPro 9800 PS に再送信 
せずに再印刷することができます。印刷済みキューが使用可能になつていない場合は、ジョプは印刷後 
すぐに消去されます。 
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印刷済みキューに保存するジョブ数 

印刷済みキューに保存するジョブ数 （1 〜 99) を指定します。保存するジョブ数を多く指定すると、それ 
だけ MLPro 9800 PS のハードドライプの空き容量が少なくなりますので注意してください。 

時間 

システムの時間を入力します。24時間表示に従って、時：分の順で入力します。 

日付 

システムの日付を入力します。日付は年/月/日の順で入力します。 

「時間」および「日付」欄で不適切な数字を入力すると（たとえば「月」の欄に「17」など）、設定を保存する時に適切な数字を 
入力するように促されます。 

使用キャラクタセット 

Command Workstation およぴ操作パネル上でのファイル名の表示に使用するキャラクタセットを 
「 DOS 」、「 Macintosh 」、「 Windows 」 の中から選択します。この指定はファイル名にアウセント記号 (6, 
⑴が付いていたり、合成文字 ( se ) が含まれている場合に重要です。 

複数プラットフォームが混在するネットワークでは、大多数クライアントに対応するキャラウタセット 
を指定してください。 

プレビューを使用する 

ジョブ処理中に 、 Command Workstation の「アウティビティ」モニタの処理状況欄にプレビューを表示 
するかどうかを指定します。 

印刷グループを使用する 

このオプションを選択すると、特定の部門以外からの MLPro 9800 PS への印刷を制限することができま 
す。グループ名およぴパスワードは Command Workstation で設定できます。設定方法の詳細について 
は、「印刷グループ」 (83 ぺージ)を参照してください。 

MLPro 9800 PS にフォントをダウンロードする場合には、このオプションを使用不可に設定してください。 
プリントジョブアカウンティングを使用している場合には、このオプションを使用に設定してください。 
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サポート 

® 「サボート」オプションは、画面では表示されますが本製品では対応しておりません。このためここでは設定方法を記載し 
ていません。 






















ネットワーク設定 

「ネットワーク」設定では、ネットワーク経由で MLPro 9800 PS に印刷ジョブを転送できるように 
MLPro 9800 PS を構築します。 

2種類以上のプ〇トコルが使用できるよう MLPro 9800 PS が設定されている場合は、 MLPro 9800 PS は 
印刷ジョブ受取り時点で該当するプロトコルを自動的に識別します。パラレルポートとネットワーク 
ポートが同時に使用可能になっている場合、どのポートも他のポートに影響されることなく印刷ジョブ 
を受信できます。 

「ネットワーク」設定からは次のオプションが設定できます。 

• ポー! - T _ サネットおよびパラレルポートを使用可能/使用不可に設定します。また、それぞれ 

に関連したオプションを設定できます。 

• プ〇トコルー「プロトコル1」タブでは TCP / IP プロトコルを、「プロトコル2」タブでは AppleTalk 、 
IPX / SPX プロトコルを設定できます。また、 DNS 設定も「プロトコル2」タブから実行できます。 

• サービス ー「サービス1」タブからは NetWare 印刷サービス、「サービス2」タブからは Windows ( SMB ) 
印刷、 LPD 印刷、ポート9100、 FTP サービス、 HTTP サポート （ Web サービス）、 IPP 印刷をそれぞ 
れ設定できます。「サービス3」タブからは E メール印刷サービスを設定できます。 


ポート 


「ポート」設定を行うには: 


• 「ネットワーク」画面で、[ポート]タブをクリックします。 



「ポート」設定では、下記の設定作業を行ラことができます。 
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イーサネット 

イーサネットを使用する 

MLPro 9800 PS をイーサネットに接続する場合は、このオプションを選択してください。 

イーサネット速度 

ネットワーク上のコンピュータと MLPro 9800 PS 間のイーサネット通信速度を指定します。ネットワー 
クに100 Mbps と10 Mbps が混在している場合またはネットワーク速度がわからない場合は「自動検知」 
を指定します。自動検知が正しく行われなかつた場合またはネットワーク速度がわかつている場合は、 
100 BASE - TX には「100 Mbps 」 を、 10 BASE - T には HO Mbps 」 を選びます。デフォルトは、「自動検 
知」です。 


パラレルポート設定 

パラレルポートを使用する 

パラレルポートを介して印刷する場合に選択します 。 BM PC / AT 互換機を1台のみ MLPro 9800 PS パ 
ラレルポートに接続して、直接 MLPro 9800 PS に印刷できます。 

^1^ パラレルポートを使用可能にしても、 MLPro 9800 PS とのイーサネット通信に支障はありません。 


EOF キャラクタの無視 

このオプションを選択すると、ファイルの end - of - file ( EOF ) が無効になります。 PostScript ファイルを 
バイナリ （ ASCII ではない)で印刷したい場合は、必ずこのオプションを選択する必要がありますが、そ 
れ以外の通常の使用には選択しないでください。このオプションを選択してあると、 MLPro 9800 PS は 
EOF を判断するのにポートのタイムアウト値を使用します。 

パラレルポートのタイムアウト（秒） 

パラレルポートを使用する場合、ジョブのデータが一定時間以内に MLPro 9800 PS に送られてこなけ 
れば、そのジョブの MLPro 9800 PS への送付が終了したとみなすことがあります。ジョブの送付終了 
を判断するこの時間圊隔（タイムアウト）をこのオプションで指定します。タイムアウトまでは、 
MLPro 9800 PS はパラレルポートからの新規のジョブは受け付けられませんが、ネットワーウ経由の印 
刷ジョブは引き続き受け付けます。デフォルトは、「5」秒です。 
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プロトコル 


「プ□トコル」設定を行うには： 


• 「ネットワーク」画面で、「プロトコル1」および「プロトコル2」タブをクリックします。 TCP / IP (イー 
サネット）、 AppleTalk 、 および IPX / SPX 通信は同時に使用可能です。 MLPro 9800 PS を各プ□卜 
コル用に構築するには、使用するプロトコルを選択し各プロトコルごとに設定を行ってください。 
ネツトワークでゲートウェイが使用されている場合は、ゲートウェイアドレスを入力してください。 


TCP/IP 



イーサネットを使用する 

MLPro 9800 PS にイーサネットケーブルを接続する場合は、このオプションを選択します。 

イーサネット上で Fiery WebTools を使用するには、このオプションを選択する必要があります。また、 
このオプションを選択することによって、クライアントコンビュータから TCP / IP プロトコルを介して 
の Rery ユーティリティ使用が可能になります。 

IP 自動割当 

イーサネット用 IP アドレスを MLPro 9800 PS に自動的に割り当てる場合選択します。 

自動取得した IP アドレスは、後で自動的に変更される場合があります。 IP アドレスを一定に保持した 
い場合は、 「 IP 手動入力」を選択し、 「 IP アドレス」にアドレスを入力してください。 

プロトコル選択 

MLPro 9800 PS が IP アドレスを取得する際に使用するプロトコルを指定します。 DHCP および B 00 TP 
を選択した場合、 MLPro 9800 PS は IP アドレスと同時にサブネットマスク、および、ゲートウェイアド 
レスも取得できます。 

DHCP を選択すると、 MLPro 9800 PS を再起動をしなくても IP アドレスが変更される場合があります。 
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IP 手動入力 

MLPro 9800 PS のイーサネット用 IP アドレスを一定に保持したい場合、このオプションを選択します。 
次の 「 IP アドレス」、「サブネットマスク」の入力が必要です。 

IP アドレス 

MLPro 9800 PS のイーサネット用 IP アドレスを入力します。 TCP / IP で印刷を行う場合は、 MLPro 9800 PS 
に割り当てられた IP アドレスをまず付与する必要があります。 TCP / IP で印刷する場合の設定については第 
2章を参照してください。 

サブネットマスク 

サブネットマスクを設定する必要がある場合は、下記の数値のいずれかを入力してください。 

• 255.0 .0.0 IP アドレスが128より小さな数字で始まるとき 

• 255.255 .0.0 IP アドレスが128か6191の間で始まるとき 

• 255.255 .255.0 IP アドレスが191より大きい数字で始まるとき 

サブネットマスクの設定に関しては、ネットワーク管理者に前もって確認してください。上記とは異なる数値の入力を必 
要とする場合があります。 

ゲートウェイ 

TCP / IP のネットワークにゲートウェイがあり、ゲートウェイ外のユーザが TCP / IP を使用して 
MLPro 9800 PS で印刷する場合、ゲートウェイアドレスを入力する必要があります。手動入力する場 
合は、ネットワーク管理者から正しいゲートウェイアドレスを入手してください。 

使用してぃるネットワ-クにゲ-トウェイが存在しない場合には、「127.0.0.1」を入力してください。 
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AppleTalk 



AppleTalk を使用する 

MLPro 9800 PS を AppleTalk ネットワークに接続する場合に、このオプションを選択します。このオプ 
ションを選択すると、 AppleTalk ネットワーウ上で MLPro 9800 PS が使用可能になります。 

ゾーン選択 

MLPro 9800 PS はネットワークをサーチして AppleTalk ゾーン情報を得ます。ゾーンの一覧をスクロー 
ルして MLPro 9800 PS が所属する AppleTalk ゾーンを選択してください。ゾーンが1つしかない場合は、 
MLPro 9800 PS はそのゾーンに割り当てられます。 
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IPX フレーム 


自動取得 

このオプションを選択すると、最初に検出されたフレームタイプが使用可能になります。特定のフレー 
ムタイプを使用したい場合には、「一覧から選択」から選択してください。 

HPX / SPX フレーム」設定が有効になっている場合、同じネットワーク上にダイヤルアップルータの接続 
があると、定期的に電話回線の接続が発生することがあります。ダイヤルアップルータが接続された時 
点で通信料、利用料金が課金されます。課金が発生しないようにするには、 IPX / SPX プロトコルを使用 
しないダイヤルアップルータを利用するか、 「 IPX / SPX フレーム設定」で IPX / SPX プロトコルの設定を無 
効に設定変更してください。 

一覧から選択 

Novell を使用するための、 IPX フレームを選択してください。フレームタイプ選択に関しては、ネット 
ワーウ管理者に確認してください。 

「フレーム」をクリックすると、下記の画面が表示されますので、該当するフレームタイプを指定してく 
ださい。 
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DNS 設定 

DNS 設定では MLPro 9800 PS とネットワーク内の DNS サーパの接続/設定を変更できます。 DNS ，_ パ 
の設定により、 Fiery ユーテイリテイや Rery WebTools を使用してリモートワークステーシヨンから 
MLPro 9800 PS に接続する際に、 IP アドレスを使用しなくても DNS 名を使用して接続ができるようにな 
ります。 

Command WorkStation/Fiery WebSetup から DNS 設定を実行するには、「プロトコル2」タブをクリッ 
クし 「 DNS 設定を使用する」チェックボックスを選択してください。 「 DNS 設定」ボタンをクリックすると 
次の 「 DNS 設定」画面が表示されます。 



DNS アドレスを自動取得 

このオプションを選択すると、 MLPro 9800 PS が自動的に DNS サーパの IP アドレスを取得します。選択 
しない場合、次の「プライマリ DNS サーパアドレス」および「セカンダリ DNS サーバアドレス」で、使用す 
る DNS サーパのアドレスを手動で入力します。 

DNS を使用する 

このオプションは設定できません。常に「イーサネット」が表示されます。 

プライマリ DNS サーバ 

MLPro 9800 PS の名前解決に使用するプライマリ DNS サーパの IP アドレスを入力できます。 

セカンダリ DNS サーバ 

セカンダリ DNS サーバの IP アドレスを入力します。セカンダリ DNS サーバを使用しない場合は、 
「127.0.0.1」を入力してください。 

ドメイン名 

DNS ドメイン名を入力します。 

ホスト名 

MLPro 9800 PS の DNS ホスト名を入力します。デフォルトでは、ホスト名は MLPro 9800 PS のサーパ名 
に設定されています。 
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NetWare サービス 


「 NetWare サービス」設定を行うには： 


• 「ネットワーク」画面で、「サービス1」タブをクリックします。 



NetWare のバインダリ設定および NDS 設定は 、 Command Workstation からも可能です。ネットワー 
クが NetWare 6ネイティブモード使用の場合は 「 NDS を使用する」を 、 NetWare 6以降バインダリエミュ 
レーシヨンモード使用の場合は、「バインダリ設定」を選択します。 

ネットワークが NDS とバインダリの両方を使用している場合は、 「 NDS 設定」を最初に行ってください。 
「バインダリ設定」後に 「 NDS 設定」を行うと、「バインダリ設定」が上書きされてしまいます。 

ネットワークが NDS とバインダリの両方を使用し、バインダリエミュレーシヨンモードの NetWare6 サーバを使用し、 
かつ同一 NDS ツリー上に NDS とバインダリエミュレーシヨンサーバがある場合、 MLPro 9800 PS は NDS またはバインダ 
リエミュレーシヨンサーバのいずれかしか取り扱うことができません。 


NetWar 日 サービス 

MLPro 9800 PS が Novell サーパに接続されている場合は、 「 PServer モードを使用する」を選択してくだ 
さい。 「 PServer ポーリング圊隔(秒)」は、変更可能です。この2項目を設定後、「パインダリ設定」およ 
ぴ 「 NDS 設定」を行ってください。 

PServer モー ドを使用する 

MLPro 9800 PS が Novell ネットワークに接続されている場合に、このオプションを選択します。 

PServe 「サーバポーリング間隔（秒） 

MLPro 9800 PS が印刷待ちジョブの有無を確認するために、 Novell サーパと交信するときのポーリンヴ 
間隔を秒単位で指定します。デフォルトは、 T 15」 秒です。 

ポーリング間隔を短く設定すると、ネットワークの通信負荷が増えます。このためネットワーク上の他のジョブのス 
ピ-ドが落ちるおそれがあります。 


リモ—卜 n ンピユ—夕からの MLPro 9800 TIS 「設定」 


74 













「プリントサーパ選択」画面で、プリントサーパを選択します。 
パスワードが必要な場合は、パスワードを入力します。 

[次へ]をクリックします。 

「プリントキュールート選択」画面が表示されます。 


「ログイン ユーザ 選択」画面で、 ユーザロ グインオブジェクトを選択します。 
パスワードが必要な場合は、パスワードを入力します。 

[次へ]をクリックします。 

「プリントサーパ選択」画面が表示されます。 


NDS を使用する 

NDS を使用する場合はこのオプションを選択します。 NDS を使用しない場合は、選択を解除してくだ 
さい。 

ツリー変更... 

このオプションをクリックすると、 「 NDS 設定」画面が表示されます。このオプションは 「 NDS を使用す 
る」を選択すると表示されます。 

NDS 設定 

NDS ツリーは、1度に1個のみ選択可能です。 

❶「選択されたツリ ー 」欄に現行の N DS ツリーが表示されている場合は、そのツリーを選択 
し[除去]をクリックします。 

新規 NDS ツリーを選択するとパインダリ設定が削除されますという警告が表示されます。 NDS 設 
定を続行する場合は、[はい]を選択します。 

パインダリ設定は、 NDS 設定後やり直すことができます。 

❷新規 NDS ツリーを選択し[追加]をクリックします。 

「ログイン ユーザ 選択」画面が表示されます。 

前回選択されていたツリーは新しいツリーに置き換えられます。 「 NDS 設定」を終了するには、 
「キャンセル」を選択します。 

ログイン ユーザ 選択 


プリント サーバ 選択 


NDS 設定 

NDS 設定を行う前に、 MLPro 9800 PS がネットワークに接続され、 NDS ディレクトリツリーに 
MLPro 9800 PS ジョブ用のプリンタオブジェクト、プリントサーパオブジェクト、および1つ以上の 
プリントキューオブジェクトが構築済みであることを確認してください 。 Command Workstation か 
らも、操作パネルからと同様の NDS 設定作業を行うことができます。 NDS 設定を行うには、 NDS ツ 
リーを参照する許可が必要です。プリントサーパへのアクセスが制限されている場合は、□グイン用 
パスワードが必要になります。 


❷ 


❷ 
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プリントキユールート選択 

❶「プリントキュールート選択」画面で、プリントキュールートを選択します。 

❷パ スワー ドが必要な場合は、パ スワー ドを入力します。 

❸[終了]をクリックします。 

「NDS 設定： NDS ツリー追加」画面に戻ります。 「NDS 設定」には、新規設定が表示されます。 
〇 [0K] を クリックします。 

「PServer 設定」に戻ります。 

パインダリ設定 

パインダリサーパ(パインダリエミュ レーショ ン モー ドの NetWare 6が稼働するファイルサーパ)が1 つ 
以上構築されている場合は、「パインダリ設定」を行ってください。パインダリ設定を行ろ前に、 
MLPro 9800 PS がネットワーウに接続されていることと、 Novell サーパは稼働中であることを確認し 
てください。パインダリ設定には、□グイン名が必要です。ファイルサーパへのアクセスが限定されて 
いる場合は、□グイン用パスワードも必要です。 

MLPro 9800 PS 印刷ジョブを処理する Novell サーパは、複数設定できます。下記のオプションで、 Novell 
サ_パの追加接続、解除、接続サーバ表示などを行ろことができます。 

Novell 設定 

「パインダリ設定..」をクリックします。 「Novell 設定」画面が表示されます。サーパを追加する場合、次 
の手順に従ってください。 

〇追加したいサーバをクリックします。 

❷[追加]をクリックします。 

© 「サーバ追加」画面でユーザ名とパスワードを入力します。 

〇 [次へ]をクリックします。 

r サーパ追加」画面に、追力□可能なプリントサーパー覧が表示されます。 

❺一覧からプリントサーバを選択して、パスワードを入力します。 

❻[終了]をクリックします。 

新しい設定を表示した 「Novell 設定：接続追力!]」画面に戻ります。 

複数ファイルサーバ （MLPro 9800 PS 印刷用に構築した）を接続するには、手順「1」から作業を 
繰り返してください。 

❼ [OK] をクリックします。 

「PServer 設定」に戻ります。 
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サービス設定 

サービス 設定を行ろには： 

• 「ネットワーク」画面で、「サービス2」タブをクリックします。 



「サービス2」では、下記の作業を行うことができます。 

•「 Windows 印刷サービス」では、 Microsoft の SMB (Server Message Block ) プロトコルを使用可能に 
できます。 SMB プロトコルは、ピアツーピア印刷 ( Windows 印刷または SMB 印刷)をサボートします。 

•「 LPD 印刷サービスを使用する」では、 TCP / IP ネットワーク用に Ipd 印刷を使用可能にできます。 

• 「ポート9100を使用する」では、 Windows 2000 / XP / Server 2003から MLPro 9800 PS のポート9100 
経由でプリントジョプを送信できるようになります。 

•「FTP サービスを使用する」では、 FTP で MLPro 9800 PS にデータを送信することが可能になります。 

•「 Web サービスを使用する」で http プロトコルを使用可能にします。これにより 、 Fiery WebTools が 
使用可能になります。 

•「 IPP を使用可能にする」では、 Windows 98/ Me および Windows 2000 / XP / Server 2003からの IPP 印 
刷を使用可能にできます。 
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Windows 印刷サービス 

「 Windows 印刷サービス」設定では、データ入力に次の文字が使用可能です。 

• 英大文字、数字、ハイフン (-)' 下線し）、ピリオド(.）、スペース、 ' ! @ # $ % ^ & () {}¥'，" 

Windows 印刷サービスを使用する 

このオプションを選択すると、 SMB が使用可能になります。 SMB は、 Windows 対応コンピュータ上で 
ファイルやプリンタを共有可能にする Windows 内蔵プロトコルです。 SMB を使用すると、 Windows 対 
応コンピュータ上で MLPro 9800 PS をジョブの送信先として表示することが可能となり、他のソフト 
ウェアを使用することなしに Windows 対応コンピュータから MLPro 9800 PS のプリント接続(印刷 
キュー、待機キュー、直接接続)に印刷ジョブを送信できます。 

SMB 印刷は TCP/IP を介して行われるので、 SMB 印刷に使用するすべてのワークステーシヨン並びに MLPro 9800 PS 上で 
tcp/ip を構築してください。 

サ _ パ名 

「サーパ名」は、ネットワーク上で MLPro 9800 PS 名として表示される名前です。 

コメント 

ここには、プリンタに関する情報などを入力できます。最大で半角15文字まで入力できます。入力した 
コメントは、 MLPro 98 ⑻ PS のプロパティに表示されます。 

ドメインワークグループ 

MLPro 9800 PS のワークヴループまたはドメイン名を入力します。 

Auto IP 

ネームサーパの ip アドレスを自動取得する場合はこのオプションを選択します。選択しない場合は 、 rip 
アドレス」に WINS ネームサーパが使用する F アドレスを入力します。 

WINS サーバ使用 

WINS ネームサーパを固定の IP アドレスで使用する場合は、このオプションを選択します。 SMB ネット 
ワーク上でブロードキヤストを行ろには、 WINS ネームサーパが必要です。本書には、 WINS ネームサー 
パ設定に関する説明はありません。ネットワーク上でのネームサーバ構築状況に関しては、ネットワー 
ク管理者に連絡してください。 


リモ—卜 n ンピユ—夕からの MLPro 9800 TIS 「設定」 


78 



サービスを使用する (LPD •ポート9100 • Web サービス. IPP 設定) 

LPD 印刷 サービスを 使用する 

OKI LPR ユーティリティからの印刷や Ipd 印刷を行う場合は、このオプションを選択してください。 

ポート9100を使用する 

Windows 2000 / XP / Serve 「 2003で標準 TCP / IP を使用して印刷する場合、ストレージデパイスマネージャ、 
プリントジョブアカウンティングをネットワークで使用する場合、このオプションを有効にします。 

ポート9100キュー 

ポート9100を使用する場合の Fiery 接続を指定します。プリンタ設定で有効にしたキューのみが使用で 
きます。 

ストレージデパイスマネージャ、プリントジョブアカウンティングをネットワークで使用する場合、直接接 
続を選択します。 

FTP サービスを 使用する 

FTP サービスを使用可能にすると、 MLPro 9800 PS に FTP でデータを送信することができるようになり 
ます。 

Web サービスを 使用する 

TCP / IP が MLPro 9800 PS およぴユーザワークステーションで使用可能で、ユーザに FieryWebTools を開放 
したい場合は、このオプションを選択します 。 Fiery WebTools は状況、 WebLink 、 WebDownloader、Web 
Setup の機能を提供します。これらの機能を使用するには、ユーザワークステーション側では Java 対応 Web 
ブラウザと IP アドレスが必要です。 

IPP を使用可能にする 

IPP (Internet Printing Protocol ) 印刷を使用する場合にこのオプションを有効にします。このオプショ 
ンは、 「 Web サービスを使用する」オプションが有効な場合にのみ設定できます。 

❿ IPP 印刷は、 Windows 98/ Me および Windows 2000 / XP / Server 2003から使用できます。 
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E メールサービ ス設定 

E メール機能を使用可能にすると、 E メールで送信したジョブを MLPro 9800 PS で印刷できるようになります。 
MLPro 9800 PS - E では、オプションのハードディスクが必要です。 


E メールサービス設定を行うには： 


• 「ネットワーク」画面で、「サービス3」タブをウリツクします。 



E メールサービス 設定 

このオプションを選択すると、 MLPro 9800 PS が提供する E メールサービスが使用可能になります。同 
時に、「ページの印刷」機能メニューから 「 E メール□ヴ」を印刷して、サービスの使用状況も確認するこ 
とができます。 

E メール印刷を使用可能にする 

このオプションを選択すると、 MLPro 9800 PS が提供する E メールザービスが使用可能になります。 

受信メールサーバ 

使用しているネットワーク内の、インターネットメール受信サーパの IP アドレスを入力します。 

サーパタイプ 

受信メールサーパのタイプを入力します。 POP 3 または IMAP から選択できます。 

送信 メールサーバ 

使用しているネットワーク内の、インターネットメール送信サーパの IP アドレスを入力します。 

® 受信サーパおよび送信サーバオプションは、かならず両方共指定してくださぃ。指定しなかった場合、 MLPro 9800 PS は 
メールの送受信に同ーサーパを使用するものと見なして動作します。 
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タイムアウト 

MLPro 9800 PS が E メールサーパと接続する際のタイムアウトまでの時間を秒単位で入力します。 

ポーリング間隔（秒） 

MLPro 9800 PS が自動的に E メールサーバに新規メッセージを取得に行くまでの間隔を秒単位で指定で 
きます。 

メールボックスアカウント名 

メールサーバで指定されているメールボックスアカウント名を、半角14文字以内で入力します。この名 
前により、クライアントメールサービスはメール中どれが MLPro 9800 PS の E メールサービス宛の E メー 
ルであるかを判断します。 

ここで指定するアカウント名は、管理者によってメールサーパに指定したものでなければなりません。 

Fiery E メールアドレス 

MLPro 9800 PS が使用するメールアドレスを入力します。メールサービスを使用するユーザおよび管理 
者は、ここで指定するアドレスにメールを送信します。 

パスワード 

E メールアカウントのパスワードを、半角16文字以内で入力します。 

パスワード確認 

確認のため、パスワードを再入力してください。 

管理者 E メールアドレス 

MLPro 9800 PS 設定で入力したユーザ名を入力します。最大で、半角39文字まで入力できます。 
管理者は、特定の E メールアドレスに対して MLPro 9800 PS E メールサービスを E メールを使用してリ 
モートから管理する権限を与えることができます。管理者はその E メールアドレスから、管理者権限を 
持った E メールアドレスを追加できます。 
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プリンタ設定 

この画面からは、「プリンタ」と「用紙設定」を選択できます。 


「プリンタ」設定を行うには: 


• 「プリンタ」タブをクリックします。 



直接接続開放 

このオプションを選択すると、一般ユーザが MLPro 9800 PS のキューを迂回して直接 MLPro 9800 PS へ 
ジョブを印刷（またはダウン□ー ド)できるようになります。また、直接接続の開放により、一般ユーザ 
が MLPro 98 ⑻ PS へプリンタフォントをダウン□ー ドまたは MLPro 9800 PS から削除できるようにな 
ります。直接接続で印刷されたジョブは印刷済みキューには格納されません。 

MLPro 9800 PS システムにフォントをダウンロードする場合、ストレージデパイスマネージャ，プリントジョブアカウンテイ 
ング， MicrolinePS Utility を使用する場合には、このオプションを選択しておく必要があります。 

待機キュー開放 

待機キューを開放すると、ユーザは MLPro 9800 PS の待機キューにジョブを送信(またはダウン□-ド) 
できるようになります。待機キュー内のジョブを印刷するには、 Command WorkStation/Command 
Workstation LE または Fiery Spooler で、ジョブを待機キューから印刷キューに移動.コピーする必要 
があります。 

Rery ユーティリティを使用するには、待機キューを開放する必要があります。 

印刷キュー開放 

このオプションを選択すると、一般ユーザが MLPro 9800 PS の印刷キューを使用してジョブを印刷でき 
るようになります。印刷キューに送られたジョブは MLPro 9800 PS のハードディスク上に格納されま 
す。 「Web サービスを使用する」を選択した場合は、印刷キューを使用可能にする必要があります。 

MLPro9800PS-ETIi, オプションの内蔵ハ-ドディスクが必要です。 
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パラレル接続 

パラレルポートから受信したジョブの行き先を指定します。このオプションは、「ポート設定」で、パラ 
レルポートが有効になっている場合にだけ表示されます。 

❿ MLPro 9800 PS-E では、オプションの内蔵ハードディスクが必要です。 


PS 設定 


「 ps 設定」を行うには: 


•「 PS 設定」タブをクリックします。 



用紙変更 

用紙サイズをデフォルト用紙サイズに自動的に変更するかどうかを指定します。たとえば、 
「 A 4/ A 3-> レタ ー/ 11 X 17」を選択した場合、 A 4 の書類はレターサイズの用紙に自動的に印刷されます。 
「いいえ」を選択すると、指定したサイズの用紙がセットされている場合にのみ印刷が行われます。 

スタートページ、ジョブログページ、テストぺージおよびインターネットファクスで受信した E メールと画像が印刷され 
る場合にも、このオプションで指定した臓サイズが翻されます。 

デフオルト用紙サイズ 

デフォルト用紙サイズを日本式(例： A 4、 B 4、 A 3) にするか、アメリカ式(例：レター、リーガル、夕 
ブロイド)にするかを指定します。 PostScript ファイルで用紙サイズが指定されていないと、「日本式」 
が選択されている場合には A 4 サイズが、「アメリカ式」の場合にはレターサイズが適用されます。デフォ 
ルトは、「日本式」です。 
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マスター印刷 

FreeForm でのマスター作成時、マスターを自動印刷するかを指定します。「はい」を選択すると 、 FreeForm 
でのマスター作成時にマスターは自動的に印刷処理され、待機キューに保持された後、参照用に印刷されま 
す。「いいえ」を選択すると、マスターは待機キューに保持されますが、印刷はされません。 

カパーページを印刷 

各ジョブの印刷終了時にカバーページ(ジョブの概要)を印刷するかどうかを指定します。「はい」を選択 
すると、各印刷ジョブに続いて1枚の追加ページが印刷され、ジョブを送った利用者名、書類名、 
MLPro 9800 PS 名、ジョブの印刷日時、ぺージ数、印刷結果、用紙サイズが印字されます 。 PostScript 
エラーが発生した場合は、 「 PS エラー発生まで印刷」オプションが「はい」に設定されていれば「結果」欄 
にエラーメッセージが表示されます。 

PS エラー 発生まで印刷 

ジョブ処理中に PostScript エラーが発生した場合に、エラー発生時点で処理済みの画像と、エラー内容 
を印刷するかを指定します。 

中ゴシック BBB に置換/平成角ゴシックに置換 

使用可能でないフォントを、「中ゴシック BBB 」 もしくは「平成角ゴシッウ」フォントで代替して印刷する 
かを指定します。 

アプリケーションによっては「いいえ」を選択すると、 MLPro 9800 PS ハードディスクまたはジョブを 
送ったワークステージョン上では使用できないフォントが含まれているジョブは PostScript エラーとな 
り、印刷されません。 

PDF ファイルを印刷する場合、フォントの代替は自動的に行われます。 

自動拡大縮小 

印刷したいジョブのサイズが用紙サイズと異なる場合、このオプションを選択することで用紙サイズに 
合わせてジョブのサイズを自動的に合わせて変更できるようになります。 


サーバの 再起動 

Command Workstation で設定を変更した後は、変更を有効にするため MLPro 9800 PS を再起動する必 
要があります 。 Command Workstation のメインメニューで「サーパの再起動」をクリックすると、再起 
動確認のメッセージが表示されますので、「はい」を選択してください。 


リモ—卜 n ンピユ—夕からの MLPro 9800 TIS 「設定」 


84 



印刷グループ 

印刷グループ機能を使用すると、 MLPro 9800 PS への印刷を特定の部門がらのみに制限できます。ここ 
ではシステム管理者が Command Workstation を使用して印刷グループを作成する方法を説明します。 
ワークステーションからパスワードを入力して印刷する方法については『ジョブ管理ガイド』を参照して 
ください。 

-印刷グループ機能を有効にするには、 MLPro 9800 PS 「 設定」の「サーバ設定」で「グループプリント使用」を「はい」に設定す 
る必要があります。 

• MLPro 9800 PS にフォントをダウンロー ドする場合には、「グループプリント使用」で「いいえ」を選択してください。 

• プリンタドライバで入力した「グループ名」および「グループ暗証番号」は 、 Command Workstation からのみ変更できます。 
Fiery Spooler からは変更できません。 


印刷グループを設定するには： 


❶ Command Workstation を起動し、「システム管理者」または「オペレータ」としてログ 
インします。 

システム管理者用パスワードまたはオペレータ用パスワードが設定されている場合は、パスワード 
を入力してください。 

❷「ザーパ」メニューから[印刷グループ]を選択します。 

© 「印刷グループ設定」画面が現れたら、[作成]をクリックします。 



❹「グループ/パスワード追加」画面に必要な情報を入力します。 
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クループ名 

MLPro 9800 PS を使用するグループの名前を入力します。この名前には次の7文字および全角文字は使 
用できません。 

[ ] _ " ' く スペース〉 く Tab > 

® グループ名では、大文字と小文字を区別して入力してください。例えば、 「 Sales 」 と、 「 sales 」 は MLPro 9800 PS では別のグ 
ループとして扱われます。 


パスワード 

MLPro 9800 PS への印刷時に使用するヴループパスワードを入力します。「パスワード」には英字と数字 
のどのよ d な組み合わせでも使用できます。 

パスワード確認 

「パスワード」に入力したと同じパスワードを入力します。 

0必要な情報をすべて入力後、[追加]をクリックします。 

作成したグループ名が表示されます。 



❻ [ OK ] をクリックします。 

❼「サーバ」メニューから[再起動]を選択し MLPro 9800 PS を再起動します。 

これで印刷グループ用パスワードが設定されました。ワークステーションでパスワードを入力して 
印刷する方法については、『ジョブ管理ガイド』を参照してください。 
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印刷グループパスワードを変更するには： 


Command Workstation を起動し、「システム管理者」または「オペレータ」としてログ 
インします。 

システム管理者用パスワードまたはオペレータ用パスワードが設定されている場合は、パスワード 
を入力してください。 

「ザーパ」メニューから[印刷グループ]を選択します。 

「印刷グループ設定」画面で、設定を変更したぃ印刷グループを選択し、[変更]をクリッ 
クします。 

「グループ/パスワード変更」画面の[パスワード]に新パスワードを入力し、[パスワー 
ド確認]に同じパスワードを入力します。 

[0 K ] をクリックします。 


Command Workstation を起動し、「システム管理者」または「オペレータ」としてログ 
インします。 

システム管理者用パスワードまたはオペレータ用パスワードが設定されている場合は、パスワード 
を入力してください。 

「サーバ」メニューから[印刷グループ]を選択します。 

「印刷グループ設定」画面で、除去したぃ印刷グループを選択し、[除去]をクリックします。 
「サーバ」メニューから[再起動]を選択し MLPro 9800 PS を再起動します。 


印刷グループパスワードを除去するには: 


〇 


❸ 


❶ 


❸ 
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設定情報べージの印刷 


設定情報ページには、操作パネルや Command Workstation で行った現状の設定内容が印刷されます。 
MLPro 9800 PS の設定作業を行った樹法、設定情報ページを印刷して、設定内容を確認してください。 
設定情報ページは、操作パネルからも印刷できます。 （5 章参照） 

MLPro 9800 PS 「 設定」が終了し「設定終了」を選択すると、 MLPro 9800 PS が再起動します。これによ 
り' MLPro 9800 PS は新しい設定を認識し「設定情報ページ」に反映されます。「設定情報ページ」は 
MLPro 9800 PS が再起動し「使用可能」状態になった後に印刷してください。「ネットワーク」設定で 「IP 
アドレス自動取得」を選択した場合には必ず再起動が必要です。 

設定情報ページには、プリンタのデフォルト設定などユーザの参考となる情報が印刷されますので、 
ユーザの目につきやすい場所に掲載しておくと便利です。 

操作パネルおよび C ⑽ mand Workstation からは、設定情報ページの他にテストページ、ジョブ□グ、 
カラー表、フォン!-一覧、デモページおよび E メールログが印刷可能です。これらのページに関する詳 
細は、『ジョブ管理ガイド』を参照してください。 


設定情報ページを印刷するには： 


❶ Command Workstation を起動し、「サーバ」メニューから[ぺージの印刷]を選択しま 
す。 

❷[ページ選択]から[設定情報ぺージ]を選択して[印刷]をクリックします。 

設定情報ページには、プリンタのデフォル ト 設定などユーザの参考になる情報が印刷されますので、 
目につきやすい場所に掲載しておくと便利です 


リモ—卜 n ンピユ—夕からの MLPro 9800 TIS 「設定」 
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4 Fiery WebTools 設定 

Fiery WebTools を使用すると、インターネットまたは社内イン 
トラネットを介して、 MLP 「 o 9800 PS の各種機能へのアクセスや 
リモー ト管理が可能となります。 


Fiery WebTools を設定する 
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Fiery WebTools を設定する 


Fiery WebTools 設定を行うには： 


〇 [ネットワーク設定]で TCP / IP を使用可能にします。 

❷ MLPro 9800 PS 用の有効な IP アドレスを入力し、サブネットマスクを入力します。必要な 
場合は、ゲートウェイアドレスを入力します。 

❸ Web サービスを使用可能にします。 


❶ 

❷ 

❸ 


ンで Fierv WebTools 設定を行うには: 


TCP / IP ネットワークを使用可能にします。 

ワークステーシヨン用の有効 IP アドレス、サブネットマスク、ゲ 


トウェイアドレス（必 
ルされ、 Java が有効になっていること 


要な場合）があることを確認してください。 

Java 対応のインターネットブラウザがインスト 
を確認してください。 

Mac / Windows の Netscape および Mac OS X の Safari/lnternet Explorer では Web Page からリ 
ンクされる WebTools は使用できません。 


ンから Fiery WebTools にアクセスするには： 


〇インターネットブラウザを起動し、アドレスに MLPro 9800 PS の IP アドレスまたは DNS 
名を入力します。 

MLPro 9800 PS のホームページが表示されます。 


フ?イル〇〇 ^<E) 表示® tiSCAOW) ウ-ル©ヘルプ® 


::ン. .—- _ J S dt | afescAi @メディア〇丨黾，邊 .• 3 


アドレ: MB) I也 httpy/2(l225D.1 041 D/inde«.hli»l 

WSB | リン S " 

h〆 MICRO LINE Pro 9800 PS-X 

OKI 






% 


システム名: ML9SUPX-36I 邮 
シス？ムロケ-シコン： 


プ 1 ふ 

i - s - m«>j 

7 ル？•パ-パレイ: w- •糾 

hU-fsitHSU 

m 咖 bi ] 二.:卜** 


❷画面左下の、 [ WebTools ] をクリックします。 


FieryWebT 〇〇 1 sSS 疋 
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® Fiery WebTools のホー厶ぺージが表示されます。 

□グイン画面は、「システム管理者」または「オペレータ」のパスワードを設定している場合にの 
み表示されます。 

□グイン画面が表示されたら、パスワード入力後[〇 K ] をクリックします。 

WebSetup 以外のツールを使用する場合には、「ゲスト」として□グインします。パスワードは必 
要ありません。 



FieryWebT 〇 OIS 設定 
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❹[構成]をクリックすると、各 Fiery WebTools を一般ユーザ（オペレータ）対象に使用可 
能にするかどうか設定できます。 




FieryWebT 〇〇 1 sSS 疋 
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5 MLPro 9800 PS の管 I 里 

本章では MLPro 9800 PS 印刷の管理とトラブルシューティン 
ヴに関して説明します。 


MLPro 9800 PS の管理機能 . 94 

パスワー ドの設定 . 96 

サーパの初期化 . 98 

出荷時のデフォルト . 99 

E メールサービス アドレス帳の管理 . 100 

設定情報ページの印刷 . 102 

フォントのパックアップと復帰方法 . 103 

MLPro 9800 PS の最適性能の維持 . 105 

MLPro 9800 PS サーパの再起動 . 106 

MLPro 9800 PS システムの再起動 . 107 













MLPro 9800 PS の管理機能 


MLPro 9800 PS の管理機能にはプリンタソフトウエア/ユーテイリテイ CD - ROM に含まれているものと、 
MLPro 9800 PS に組み込まれているものとがあります。これらの機能に関する記述箇所を以下に記載し 
ます 。 Fiery WebTools を使用すると、インターネットまたは社内イントラネットを介して、 
MLPro 9800 PS の各種機能へのアクセスやリモート管理が可能となります。 


作業 

作業内容 

参照先 

MLPro 9800 PS の接 

MLPro 9800 PS 接続と操作パネルおよび Command 

本書 

続と設定 

Workstation での MLPro 9800 PSr 設定」 



Fiery WebTools を一般ユーザが使用できるようにする 

本書 


ための MLPro 9800 PS 設定 

『ジョブ管理ガイド』 

印刷環境の設定 

プリンタモード、カラーモード、用紙サイズ、エラー 

『プリンタ機能編』 


処理方法などプリンタデフォルト設定およぴオプショ 

『カラーガイド』 


ンの設定 

『 PS 印刷ガイド』 


MI_T)「o 9800 TJS の管理 
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作業 

作業内容 

参照先 

ジョブ環境の設定 

直接接続、印刷キュー、待機キューを多様なプラット 
フォーム上のユーザに開放 

「プリンタ設定」 

(45 ページ） 

印刷ジョブや 

MLPro 9800 PS 設定 
のセキュリティ管理 

システム管理者用パスワードの設定 

「パスワードの設定」 

(96 ページ） 

新規ユーザ用設定 

PostScript プリンタドライパのインストールや 

MLPro 9800 PS 用プリンタ記述ファイルのインス1 -- 
ルなどの印刷設定 

プリンタソフトウェア/ユーティリティのインストール 
(必要な場合のみ） 

『セットアップ編』 


Fiery WebTools アクセス準備 

「Fiery WebTools を 
設定する」 (90 ページ） 

印刷 

MLPro 9800 PS への印刷 

印刷ジョプに特有なオプションの設定 

Fiery ユーティリティの実行 

『 PS 印刷ガイド』 
『ジョブ管理ガイド』 

ジョブフローの管理 

Command Workstation 、 Fiery ユーティリティを使用 
したジョブの優先順位管理、トラッキング、キャンセ 
ル、待機キュー内のジョブの印刷、印刷済みキューや 
待機キューからの再印刷 

『 PS 印刷ガイド』 
『ジョブ管理ガイド』 

印刷ジョブの課金管 
理 

ジョブログや注釈の表示、印刷、エクスポート 
ジョブログの自動印刷と自動消去設定 

『ジョブ管理ガイド』 

キヤリブレーション 
とカラー管理 

CMYK シミュレーションの実行、および 

MLPro 9800 PS のキヤリプレーション 

『カラーガイド』 


カラー表の印刷、 Photoshop 用色分解テープル、およ 
びモニタ設定ファイルのインス|-ール 

本書、『カラーガイ 
ド』 

MLPro 9800 PS の最 
適性能の維持 

必要事項 

ジョブの削除やキューの消去 

105ページ 
『ジョブ管理ガイド』 

トラプルシューテイ 
ング 

MLPro 9800 PSr 設定」に関するトラブルシューティン 
グ 

印刷、プリンタ、プリンタソフトウェア/ユーティリ 
ティに関するトラブルシューティング 

付録 A (109 ページ） 

『 PS 印刷ガイド』 
『ジョブ管理ガイド』 
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パスワードの設定 


MLPro 9800 PS のシステム管理者用パスワードを設定できます。このパスワードにより一般ユーザによ 
る MLPro 9800 PS 「 設定」へのアクセスを制限できます。また 、 Command WorkStation/Command 
Workstation LE 、 Fiery Spooler および Fiery WebSetup の一般ユーザ使用を制限できます。 
デフォルトでは、パスワード設定はありません。パスワードが設定されていないと、 MLPro 9800 PS 「 設 
定」（パスワードの設定を含む)などの重要なシステム管理機能や、ジョブ管理ツールに誰でもアクセス 
できます。 MLPro 9800 PS の設定を保護するために、少なくともシステム管理者用パスワードを設定す 
ることを推奨します。パスワードを設定すると、メイン「設定」メニューにはいる直前に、「パスワード 
入力」画面が表示されます。パスワードは、上下ボタンを押し、選択ポタンを押して文字を決定してく 
ださい。 


操作パネルからのパスワード変更 

MLPro 9800 PS システム管理者については、「コント□—ルレペル概要」 （15 ページ)を参照してくださ 
し、ジョブ管理ツールを使用したジョブ管理については、『ジョブ管理ガイド』を参照してください。 

オペレータ用パスワードは 、 Command Workstation または Fiery WebSetup でのみ設定/変更できます。 


操作パネルからのパスワード変更 


〇 メイン「設定」メニューをスクロールし、[パスワード変更]を選択します。 

❷以下の説明に従ってパスワードを入力します。 

新規パスワード 

文字の入力には上下ポタンを、文字の決定には選択ボタンを使用してください。パスワードには19字 
までの英字と数字のどのような組み合わせでも使用できます。パスワード入力後、「はい」を指定しま 
す。 


A 言口 

入力したパスワードは、書き留めるなどして絶対に忘れないようにし 
てください。 

パスワードを忘れると、リセットするために MLPro 9800 PS システム 
ソフトウエアを再インストールしなければならなくなります。 


新規パスワードの確認 

入力が正しく行われたかどうかを確認するため、新規パスワードを再び入力します。「新規パスワード」 
で入力したものと全く同一のものを入力しなければなりません。誤って入力すると、パスワードを再入 
力するように促されます。新規パスワードは、変更を保存し MLPro 9800 PS を再起動した後有効になり 
ます。 


MI_T)「o 9800 TJS の管理 
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Command Workstation からのハスワード変更 

Command Workstation からパ スワー ドを変更するには、 MLPro 9800 PS 「 設定」画面の「サーパ」をクリッ 
クし、「パ スワー ド」タブをクリックします。 



パスワードがすでに設定されている場合は、画面の「新規パスワード入力」、および「新規パスワード確 
認」の両方に「*」印が表示されます。パスワードが設定されていない場合は、これらには何も表示され 
ません。 


パスワードを設定または削除するには： 


〇パスワードを新規設定するには、「新規パスワード入力」にパスワードを入力します。 

パスワードには19字までの英字と数字のどのような組み合わせでも使用できます。設定方法は、シ 
ステム管理者用もオペレータ用も同じです。 

❷「新規パスワード確認」にパスワードを入力するよう催促されたら、手順1で入力したと 
同じパスワードを「新規パスワード確認」に入力します。 

パスワードがすでに存在していた場合は、新しいパスワードに変更されます。 

パスワードを消去するには、「*」を消去します。 

システム管理者用パスワードは、 MLPro 9800 PS 操作パネルでも設定.変更できますが、オペレー 
タパスワードは操作パネルでは設定 • 変更できません。 

デフオルトでは、 MLPro 9800 PS のパスワード設定はありません。パスワードが設定されてぃなぃと、 MLPro 9800 PS 「 設 
定」（パスワードの設定を含む）やサーバの初期化などの重要なシステム管理機能に誰でもアクセスできます。 
MLPro 9800 PS の設定を保護するために、少なくともシステム管理者用パスワードを設定することを推奨します。 

パスワードを忘れた場合は、担当サービスに連絡して MLP 「098 ⑻ PS システムソフトウェアを再 
インストールしてください。システムソフトウェアの再インストールにより、システム管理者用パ 
スワードが消去され、新規パスワードを設定できます。 
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操作パネルの表示ウインドウに「印刷できます」と表示されていることを確認します。 

MLPro 9800 PS が印刷中または RIP 中の場合は、処理が終了し表示ウインドウに「印刷できます」 
と表示されるまで待ってください。 

メニューボタンを押して、「機能」メニューを表示します。 

画面をスクロールし、[管理者用メニュー]を選択します。 

「設定を続行しますか？」と表示されるので、[はい]を選択します。 

システム管理者パスワードが設定されている場合、「パスワード入力」画面が表示され、パスワードの入力が求めら 
れます〇 

「全キューとジョブを削除しますか？」画面で、[はい]を選択し、設定ボタンを押します。 
「サーバの初期化中」メッセージが表示され、初期化が開始されます。 

初期化が終了すると、「印刷できます」画面が表示されます。 


サーバの初期化 


「サーパの初期化」を実行すると、 MLPro 9800 PS の印刷キュー、待機キュー、および印刷済みキュー内 
のすベての印刷ジョブが消去されます。また、 MLPro 9800 PS のハードディスク内にアーカイプされた 
ジョブ、インデックス、 FreeFrom マスターおよびそのインデックスも消去されます。 


MLPro 9800 PS のシステムの初期化を行うには： 


❷❸❺ ❻ 
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操作パネルの表示ウインドウに「印刷できます」と表示されていることを確認します。 

メニューボタンを押して「機能」メニューを表示します。 

画面をス クロー ルして[管理者用 メニュー] を選択します。 

「設定を続行しますか？」画面で、[はい]を選択します。 

システム管理者パスワードが設定されている場合、「パスワード入力」画面が表示され、パスワードの入力が求めら 
れます。 

しばらくすると「設定」メニューが表示されます。画面をス クロー ルして[出荷時のデ 
フォルト管理者用メニュー]を選択します。 

「デフォルト値にリセット？」画面で[はい]を選択します。 

「シャットダウン完了電源を切るかまたはリスタートボタンで再起動します」が表示さ 
れるので、リスタートボタンを押します。 

再起動後に、「印刷できます」画面が表示されます。 


出荷時のデフオルト 


「設定」メニュー内の「出荷時のデフォルト」を実行すると MLPro 9800 PS 「 設定」はすべて出荷時のデフォ 
ルト値に復帰します。また、 MLPro 9800 PS の印刷キュー、待機キュー、および印刷済みキュー内のす 
ベての印刷ジョブが消去されます。また、ジョブ□グも消去されます。 

プリンタにダウン□ー ドしたフォントや ICC プ□ファイルも消去されますので、フォントのパックアッ 
プを完了していない場合は、パックアップを先に行ってください。 

フォントパックアップについては本マニュアルの「フォントのパックアップと復帰方法」を参照ください。 


MLPro 9800 PS を出荷時のデフオルト設定状態にするには： 


❷❹ 




|\/|厂'1]「098〇〇 _ 03の管理 


99 



E メールサービス アドレス帳の管理 

E メールサービスでは、管理者が E メールアドレスリストを MLP 「 o 9800 PS のアドレス帳にインポートす 
ることもできます。インポート作業は、 MLPro 9800 PS に E メールメッセージを送信するだけです。 

^9^ E メールメッセージの送信は、 MLPro 9800 PS 「 設定」の 「 E メールサービス:管理者 E メールアドレス」で設定したアドレスか 
らのみ可能です。 


MLPro 9800 PS には、次のアドレス帳機能があります： 


• ューザリストーアドレス帳名は、 「 user 」 です。主にスキャン画像をユーザに E メールで送信するた 
めのリストで、このリスト中のアドレスにスキャン画像を添付した E メールを送信できます。 

MLPro 9800 PS ではスキャン機能がないのでュ-ザリストは使用できません。 

• システム管理者リストーアドレス帳名は、 「 Admin 」 です。管理者権限をもったユーザを含むリスト 
です。管理者権限がある場合、アドレス帳を変更することができます。また、 MLPro 9800 PS から最 
新のアドレス帳を取り込んだり、 E メールを使用してのプリントジョブのキャンセルやジョブの状況 
確認もできます。 

• 印刷用ューザリスト ー アドレス帳名は、 「 Print 」 です。印刷する権限のあるユーザを含むリストで 
す。このアドレス帳に E メールアドレスが登録されたユーザは、 E メールでジョブを MLPro 9800 PS 
に送信し印刷できます。登録されていないユーザがジョブを E メールで送信した場合、 
MLPro 9800 PS はそのユーザに エラー メッセージを E メールで返信します。 

管理者権限がある場合、アドレス帳の上書き/新規作成/削除、新規アドレスの追加が行えます。 
ジョブが E メールで送信された場合、 MLPro 98 ⑻ PS は印刷用ユーザリストアドレス帳で受信したメー 
ルのア ドレスを検索します。 E メールアドレスが印刷用ユーザリストアドレス帳にない場合、ジョブは 
印刷されません。ユーザには、 E メールでジョブが受け付けられなかったことを示すメ ッセー ジが送信 
されます。 

デフォルトでは、印刷用ユーザリストアドレス帳には、「@」が入力されおり、すべてのユーザからの E 
メールジョブを受け付け印刷します。 

管理者が E メールを使用してアドレス帳を管理する場合、メッセージタイトルとメッセージの本文には 
次の表に示す内容を記載する必要があります。これらのコマンドを受信した場合、 MLPro 9800 PS は E 
メールで管理者に応答します。 
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送信メ ールのタイトルに入 
力するコマンド 

メール本文に入 
力するコマンド 

MLPro 9800 PS からの応答 
メッセージのタイトル 

MLPro 9800 PS 

からの応答メッ 
セージの本文 

MLPro9800PS 

内のアドレス 
帳を取得する 
には9 

#GetAddressBook くア 
ドレス帳名> 

例： 

#GetAddressBook 

Admin 


アドレス帳くアドレス帳 
名〉 

例： 

アドレス帳 Admin 

指定されたァ 
ドレス帳内の 
アドレスリス 

h 

アドレス帳に 

E メール アド 
レスを追加す 
るには9 

#AddAdd「essTo くアド 
レス帳名> 

例： 

#AddAdd「essTo Print 

追加したいァ 
ドレス名 
例： 

Pat@test.com 

アドレス帳に追加しまし 
た <アドレス帳名> 

例： 

アドレス帳に追加しまし 
た Print 

ァドレス帳に 
追加されたァ 
ドレス名が記 
載されます。 
また、なんら 
かの理由で追 
力□できなかつ 
たァドレスが 
ある場合、そ 
の理由も記載 
されます。 

アドレス帳内 
のアドレスを 
すべて消去す 
るには9 

#Clea「Add「essBook <ア 
ドレス帳名> 

例 

#ClearAddressBook 

Print 


アドレス帳 <アドレス 
帳> が初期化されました 
または 

アドレス帳 <アドレス 
帳名 > の初期化に失敗し 
ました 
例： 

アドレス帳 Print が初期化 
されました 

ァドレス帳の 
消去に失敗し 
た場合、その 
理由も記載さ 
れます。 

アドレス帳内 
の特定のアド 
レスを削除す 
るには9 

#DeleteAddressFrom 
<アドレス帳名> 

例： 

#DeleteAddresshrom 

Admin 

削除したいァ 
ドレス名 
例： 

Pat 

@test.com 

アドレス帳 < アドレス 
帳名 >から消去されまし 
た 
例： 

アドレス帳 Admin がら消 
去されました 

ァドレス帳が 
ら削除された 
ァドレス名が 
記載されま 
す。 

また、なんら 
かの理由で削 
除できながつ 
たァドレスが 
あつた場合、 
その理由も記 
載されます。 

E メールサー 
ビスの使用方 
法を知るに 
は？ 

#Help 


RE: Help 

E メールサー 
ビスのコマン 
ドが記載いさ 
れます。 
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操作パネルの表示ウインドウに「印刷できます」と表示されていることを確認します。 
メニューボタンを押して「機能」メニューを表示します。 

画面をスクロールして[ページの印刷]を選択します。 

[設定情報]を選択し、設定ボタンを押します。 


設定情報べージの印刷 


現状の設定内容が印刷されます。 MLPro 9800 PS の設定作業を行った樹ま、設定情報ぺージを印刷し 
て、設定内容を確認してください。設定情報ページは Command Workstation からも印刷できます。 
MLPro 9800 PS 「 設定」が終了し「設定終了」を選択すると、 MLPro 9800 PS が再起動します。これによ 
り' MLPro 9800 PS は新しい設定を認識し「設定情報ページ」に反映されます。「設定情報べージ」は 
MLPro 9800 PS が再起動し「使用可能」状態になった後に印刷してください。「ネットワーク」設定で 「IP 
アドレス自動取得」を選択した場合には必ず再起動が必要です。 

設定情報ページには、プリンタのデフォルト設定などユーザの参考となる情報が印刷されますので、 
ユーザの目につきやすい場所に掲載しておくと便利です。 

操作パネルまたは Command Workstation からは、この他テストべージ、ジョブ□グ、カラー表、フォ 
ントー覧、 E メール□ヴを印刷することができます。 

E メ-ルログは、それぞれのサ-ビスが賴可能に離されてぃる場合にのみ晒されます。 


設定情報ページを印刷するには： 


❷❸ 
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MLPro 9800 PS が「使用可能」状態で、データの送受信もないことを確認します。 

[スタート]-[プログラム] ( WindowsXP の場合は[すべてのプログラム])- [ Fiery ] を 
選択し 、 Fiery Downloader を起動します。 

「ファイル」メニユーから [フォン ト保存]を選択します。 

システム管理者用パスワードを入力します。 

保存先のフォルダを指定し、[開く]をクリックし、[このフォルダを選択]をクリックし 
ます。 

Fiery Downloader がフォントのパックアップ処理を始め、進行状況パーが表示されます。パッウ 
アップ処理が終了すると、メッセージが表示されます。 

[ OK ] をクリックします。 


フォントのノ（ックアツプと復帰方法 


MLPro 9800 PS では Fiery Downloader を使用してお使いのコンビュータにフォントをパックアップす 
ることができます。この機能は、同一 MLPro 9800 PS システムパージョンにおいてのみ有効です。シス 
テムのパージョンアップ後に MLPro 9800 PS 内蔵ハードディスクにフォントを復帰させることはできま 
せん。 

この機能の誤使用を避けるために、必ずシステム管理者用パスワードを設定しておいてください。シス 
テム管理者用パスワードを設定しておくと、この機能を選択したときに、パスワードの入力を促されま 
す。 


重要事項 

フォントパッウアップと復帰機能は、お客様が正規に入手したフォントを特定の1台の MLPro 9800 PS 
上でガードする為、1台のコンピュータのハードディスクにフォントをパックアップすることを目的と 
しています。弊社はこの目的の遵守を要件としてフォントパックアップ、復帰機能を提供します。 
万が一上記目的を逸脱した用途ならびに複数のハードディスウへのパックアップは、お客様の法的な責 
任及び費用負担によって処理されるものとします。 

また、弊社はお客様が本機能を使用することによって生じる商業的利益の逸失、商業の支障、その他の 
いかなる損害についても、また損害が生じる可能性がある旨通知を受けていた場合であっても、一切の 
責任を負わないものとします。 

フオントバックアップ 

MLPro 9800 PS のフォントをパックアップするには次の手順で行ってください。システム管理者用パス 
ヮードが設定されているものとして説明します。 


ォントのパックアップを行うには: 


❹❺ 


❻ 
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フォント復帰 

フォントを MLPro 9800 PS のハードデイスクに戻すには次の手順で行ってください。ここではシステム 
管理者用パスワードが設定されているものとして説明します。 


フォントの復帰を行うには： 


❶ MLPro 9800 PS が「印刷できます」と表示され、データの送受信もないことを確認します。 

❷[スタート]- [プログラム] ( WindowsXP の場合は[すべての プログラム])- [ Fiery ] を 
選択し 、 Fiery Downloader を起動します。 

❸「ファイル」メニューから [フォン ト復帰]を選択後、システム管理者用 パ スワードを入 
力します。 

〇保存先のフォルダを指定し、[開く]をクリックし、[このフォルダを選択]をクリックし 
ます。 

復帰処理確認のメッセージが表示されます。 

❺ [ OK ] をクリックします。 

Fiery Downloader がフォントの復帰処理を始め、進行状況パーが表示されます。復帰処理が終了 
すると、 MLPro 9800 PS を再起動するようにというメッセージが表示されます。 

❻ [ OK ] をクリックします。 

❼ MLPro 9800 PS を再起動します。（再起動の方法については、82ぺージを参照してくださ 

い〇) 

MLPro 9800 PS 再起動後にフォン! -- 覧を印刷して（『ジョブ管理ガイド』参照）、フォントが正し 
く戻されたことを確認してください。 
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MLPro 9800 PS の最適性能の維持 


プリントシステムでは、通常はプリンタ用の定期点検や保守あるいは消耗品の再注文などを行う必要が 
あります。これ以外に、システムの性能を維持するために次の事項を実行することをおすすめします。 

•ネットワーク接続を最大限に活用していることを確認 

必要なプリント接続のみをユーザに開放してください。 MLPro 9800 PS は開放されている接続を定期 
的にチェックしますので、接続が非アクティブな場合無駄が生じます。また、 Novell のポーリング間 
隔やキュ_の数や接続数などは適切に決めてください。 

設定情報べージを印刷して開放されているプリント接続を点検し、実際に使われていない接続を解除 
してください。プリント接続の再開放は簡単に行えます。 

• 急ぎでない印刷ジョブを、ネットワークやプリンタ使用量が少ない時に処理 

反復印刷ジョブや急ぎでないジョブには待機キューの使用をおすすめします。プリンタの使用量が少 
ないときに、システム管理者やオペレータが、 Command WorkStation/Command Workstation LE 
や Fiery Spooler を使用して待機キュー内の全印刷ジョブを印刷キューに移して印刷するようにする 
と、プリンタの利便性が上がります。 

• 不必要な双方向通信の削減 

多数のリモートユーザが Fiery ユーティリティを使用している場合、特に頻繁に更新を行うと、 
MLPro 9800 PS の処理速度が低下します。 

• MLPro 9800 PS ハードディスウの空き容量管理 

待機キューや印刷済みキュー内のジョブ数を定期的に点検してください。 

印刷済みキューや待機キュ_内のジョプの印刷や削除が可能なので、不必要なジョブを印刷してしま 
うか、外すことを考慮してください。 MLPro 9800 PS の空きディスウ容量が頻繁に少なくなる場合 
は、印 SU 済みキューを使用しないよう「サーバ設定」で、または待機キューを開放しないように「プリ 
ンタ設定」で設定できます。 

キュー内のジョブを移動または削除するには Command WorkStation/Command Workstation LE 
または FieryWebSpooler を使います。不要なジョブを削除してディスクの空き容量を増やすと、ジョ 
プのスプールや印刷の速度が上がります。 
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MLPro 9800 PS サーノ（の再起動 


操作パネルの表示ウインドウに「印刷できます」と表示されていることを確認します。 
メニューボタンを押して「機能」メニューを表示します。 

画面をスクロールして[終了]を選択します。 

[サーバの再起動]を選択します。 

再起動が完了すると、「印刷できます」画面が表示されます。 


MLPro 9800 PS は、 Linux システムソフトウ i アとその上で動作している MLPro 9800 PS 「 サーパ」ソフ 
トウェアから構成されています。ここでは、 Linux システムソフトウェアは終了せず、サーパソフトウェ 
アのみを一旦終了し再起動する手順を説明します。 


M し Pro 9800 PS を再起 


❷❹❺ 
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操作パネルの表示ウインドウに「印刷できます」と表示されていることを確認します。 
メニューボタンを押して「機能」メニューを表示します。 

画面をス クロールして [終了]を選択します。 

[システムのリブート]を選択します。 

再起動が完了すると、「印刷できます」画面が表示されます。 


MLPro 9800 PS システムの再起動 


MLPro 9800 PS は、 Linux システムソフトウ i アとその上で動作している MLPro 9800 PS 「 サーバ」ソフ 
トウェアから構成されています。ここでは、 MLPro 9800 PS サーバだけでなく、 Linux システムソフト 
ウェアも終了させ再起動する手順を説明します。 


M し Pro 9800 PS を再起 


❷❹ 
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付録 A /トラブルシューティング 

MLPro 9800 PS 操作パネルの起動時に エラー メッセージが表 
示されたり、 MLPr 09800 PS が「使用可能」状態にならない場 
合は担当サービス店にお問い合わせください。 
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操作パネル設定時のトラブルシューティング 

MLPro 9800 PS 設定時に起こる可能性のあるエラーや警告メッセージに関して、注意を要するものを次 
に説明します。 


「ネットワーク設定」メッセージ 


発生時 

メ ッ セージ 

対策 

プロトコル設定： 
「 AppleTalk 設定」の 
「 AppleTalk 使用」で 
「はい」 

ゾーンが見つかり 
ません 

MLPro 9800 PS のコネクタにイーサネット用ネットワーク 
ケープルが接続されていない、またはネットワークケープ 
ルがハブもしくはネットワークに接続されていません。 
AppleTalk ネットワークにゾーンがあり、 MLPro 9800 PS 
用にゾーンを指定したい場合は、 AppleTalk 設定を行う前 
に MLPro 9800 PS にネットワークケーブルを接続しておく 
必要があります。 

AppleTalk ネットワークに実際にゾーンが存在しない場合 
にも、このメッセージが表示されます。ゾーンがない場 
合、 MLPro 9800 PS で印刷するには 「0 K 」 を押して、処理 
を続けます。 

「プロトコル設定」と 
「サービス設定」 

ネットワークポー 
卜を使用可能に設 
定要 

「プロトコル設定」または「サービス設定」を行う前に少なく 
とも1ネットワークポートを使用可能にしておく必要があ 
ります。 

「プロトコル設定： 
IPX / SPX 設定」の「フ 
レームタイプ選択」 

IPX ネットワーク 
番号が0です 

ネットワーク上に IPX マシンがないか、ネットワークハブ 
がネットワーウに接続されていないため、 MLPro 9800 PS 
をパインドできません。この場合、ネットワーク番号が0 
になります。 

「サービス設定： 
PServer 設定 ： NDS 
設定」の 「 NDS 使用」 

NDS ツリーが見つ 
かりません。 

Novell ネットワーク上に NDS ツリーが見つかりません。 
MLPro 98 ⑻ PS 設定で、正しいフレームタイプが選択され 
ていることを確認してください。 

「サービス設定： 
PServer 設定 : NDS 
設定」の 「 NDS ツリ- 
の選択」 

新ツリー選択によ 
りパインダリ設定 
削除 

MLPro 9800 PS は、すでに別の NDS ツリーに接続されて 
います。 MLPro 9800 PS は一つの NDS ツリー接続しかサ 
ポートしません。既存のツリー接続との不具合を避けるた 
めに（たとえば、パインダリエミュレーシヨンモードの 
NetWare 6を介して接続が設定されている場合）、すべて 
のパインダリ設定は削除されます。 

ここで 「0 K 」 を選択し、次の画面「パインダリを削除？」で 
「はい」を選択すると、パインダリ設定が削除され、「パイ 
ンダリ設定」での再入力が必要になります。 

パインダリ設定を削除しない場合は、メニューボタンを押 
すか、 「0 K 」 を選択して次の画面「パインダリ設定を削除後 
処理を続けますか？」で「いいえ」を選びます。 

NDS ツリーを変更せずに 「 NDS 設定」を繰り返すか 、 NDS 
設定を終了して「パインダリ設定」で現在のパインダリ設定 
をチェックします。 
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発生時 

メッセージ 

対策 

「サービス設定： 
PServer 設定 ： NDS 
設定」の「オブジェク 
卜検索」 

がありませ 

選択したコンテナに、探索中のサブコンテナまたはオブ 
ジェクトが含まれていません。 

ん〇 

「サービス設定： 
PServer 設定」の「パ 
インダリ設定」 

パインダリ設定前 
に NDS 設定要 

現在 NDS 設定が行われていません。 NDS とパインダリ 
サーバ両方をネットワークに持つ場合は、「パインダリ設 
定」の前に 「 NDS 設定」を行う必要があります。 

「サービス設定： 
PServer 設定：パイ 
ンダリ設定」の「ファ 
イルサーパ選択」で 
「一覧から」 

NDS サーバへの接 
続失敗 

NDS 設定で、このファイルサーパを選択してください。ま 
たは 「 NDS を使用する」で「いいえ」を選択した後、バインダ 
リ設定でこのファイルサーパを選択してください。 

NetWare ファイル 
サーバが見つかり 
ません。 

ネットワーク上に Novell ファイルサーバが見つがらなかっ 
たためにサーバ名を表示できません。 

ケーブル接続を点検し Novell サーバが立ち上がっているこ 
とを確認してください。 

「サービス設定： 
PServer 設定:パイ 
ンダリ設定」の「最初 
の文字を入力」 

F サーバな し。 や 
リ直し？ 

検索文字に該当するファイルサーノ ^がネットワーク上にあ 
りません。 Novell ファイルサーパ名を確認後、そのサーパ 
のケーブル接続を点検し、サーバが立ち上がっていること 
を確認してください。 

「サービス設定： 
PServer 設定：パイ 
ンダリ設定」の「サー 
パ表示」、「接続の変 
更」 

ファイルサ _ バ未 
選択 

「パインダリ設定」で追加されたファイルサーバはありませ 
ん〇 

「サービス設定： 
PServer 設定：パイ 
ンダリ設定」の「ファ 
イルサ_パ追力□」 

全接続は使用中で 
す。サーパを解除 
しますか9 

パインダリサーパは、許容台数分 (8 台)すでに接続済みで 
す。サーパを追力 [1 するには、いずれかの接続を解除してく 
ださい。 
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発生時 

メ ッ セージ 

対策 

「サービス設定： 
PServer 設定:パイ 
ンダリ設定」の「ファ 
イルサ_パ追力□」、 
「ファイルサーパ□ヴ 
イン」、「ファイル 
サーパパスワード」 

Novell プリント 
サーバが見つかり 
ません。 

ユーザが選択したファイルサーバにプリントサーパが見つ 
かりませんでした。 

MLPro 9800 PS 用印刷ジョブを取扱うファイルサーパには 
すべてプリントサーパとプリントキューを設定しておく必 
要があります。 

すべてのバインダリ 
設定用画面 

NetWare エラー 
コードとメッセー 
ジ 

Novell のエラーです。 

最も一般的なエラー （ 112ページのテープルに表示)が表示 
されるので、サーバ追加などの処理を再試行してくださ 
し、再試行が可能でないときは、 Novell ネットワーク管理 
者に問い合わせるようにというメッセージが表示されま 
す。 

Novell エラーコードの詳細に関しては Novell 管理説明書 
(「システムメッセージ」）を参照してください。 


- ラブルシユーティング 
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「ネットワーク設定 J で IPX ( Novell ) 接続を設定中に、 MLPro 9800 PS は Novell ファイルサーバやツリーについ 
てネットワークに照会し、それらに一時的に接続します。 「 guest 」 □グインが可能ならば、 MLPro 9800 PS 
は 「 guest 」 で□ヴインします。 「 guest 」 ログインが不可能な場合は、ユーザが Command Workstation から口 
グインするように促されます。 

選択された Novell ファイルサーバまたはツリーに 「 guest 」 アカウントがないか期限切れの場合、または 
Novel 晴理者がこのアカウントを使用できないようにしている場合は 、 IPX ( Novell ) 管理者に問い合わせ 
るようにというメッセージが表示されます。この場合、次のいずれかの処置をしてください。 

• 設定のため Novell サーパまたはツリーの 「 guest 」 アカウントを使用可能にする。 

• 他のアカウントに□グインする。 

「□グイン名を入力してください」画面でデフォルト名 「 guest 」 を 「 supervisor 」 または他の有効な□グ 
イン名に変えます。パスワードの入力を促された場合は、入力したアカウントの正確なパスワードを 
入力します。 

Novell エラー が生じたときは、下記を確認してください。 

• IPX ( Novell ) ネットワーウが MLPro 9800 PS に接続されている。 

• アクセスしようとする Novell サーパが起動している。 

• 少なくとも1つの MLPro 9800 PS とプリントキューが Novell ネットワークに設定されている。 

• 適切なアクセス権、およびユーザ名やパスワード(必要な場合)などの□グイン情報を入手している。 

• MLPro 9800 PS の「ネットワーク設定： IPX / SPX 設定」で指定したフレームタイプを各 Novell サーパが 
使用している。 
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Novell エラー画面 


Novell エラー 

原因 

対策 

220 

guest アカウントを使 
用できません。 

初期□グインに使用する「 guest 」 ア 
カウントが期限切れまたは Novell 管 
理者により使用不可能になっていま 
す。 

Novell サーパ上で 「 guest 」 アカウントを 
使用可能にしてください。または、別の 
アカウントに□グインしてください。 
r ログイン名を入力してください」画面で 
デフォルト名 「 guest 」 を 「 supervisor 」 ま 
たは他の有効なログイン名に変えます。 
パスワードの入力を促された場合は、入 
力したアカウントのパスワードを入力し 
ます。 

222 

ファ イ ルサーバへの 
□グインができませ 
んでした。 

□グインのパスワー 
ドが無効です。 

MLPro 9800 PS はファイルサーバに 
接続されていますが、□グイン用パ 
スワードまたはプリントサーパ用パ 
スワードの有効期限が切れているた 
めファイルサ_パまたはプリント 
サーバにログインできません。 

別の□グイン名かプリントサーパを選ん 
でください。 

エラー画面の後、ファイルサーパログイ 
ン画面（ファイルサーパへのログインが 
できなかった場合）または、 Novell プリン 
トサーパ画面(プリントサーパへのログ 
インができなかった場合)が現れます。 
「 PServer 設定」画面に戻るにはメニュー 
ポタンを押します。 

252 

ファイルサーパログ 
イン不可 

MLPro 9800 PS はファイルサー•パに 
接続されていますが、ファイルサー 
パに指定された□グイン名が存在し 
ないため□ヴインできません。 

別の□グイン名を指定します。 

エラー画面後、ファイルサーパ□グイン 
画面が現れます。 

「 PServer 設定」画面に戻るにはメニュー 
ポタンを押します。 

255 

ファイルサーパに接 
続できません。 
ファイルサーパはダ 
ウン中または接続さ 
れていません。 

Novell のファイルサーバが起動して 
いないか、または接続されていませ 
ん〇 

MLPro 9800 PS が指定されたファイ 
ルサーバに接続試行中にこのエラー 
が生じました。 

別のファイルサーパを選びます（または 
接続中のファイルサーパをどれか□グオ 
フします）。 

「 PServer 設定」画面に戻るにはメニュー 
ポタンを押します。 

nnn 

IPX ( Novell ) の管理者 
に知らせてくださ 
い0 

MLPro 9800 PS がすでにファイル 
サーバに接続されているときに、上 
記以外のネットワークエラーが起 
こったことを示します。予期できな 
いことが起こり、ネットワーク管理 
者の介入なしでは解決できない状況 
です。 

197 : NetWare ファイルサーパのこ 
のアカウントへのログイン許可数を 
超えました。 

220 : 「 guest 」 アカウントを使用で 
きません。 

255 :通常はハードウェアエラーが 
起きたことを示します。 

IPX ( Novell ) 管理者に番号とメッセージ 
を通知してください。 

エラー画面後、 「 PServer 設定」画面が現 
れます。 
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実行時のエラーメッセージ 

PostScript エラーに関しては、 PostScript レペル2または PostScripts ドライパ使用の Mac 0 S アプリ 
ケーションのプリントオプションで、エラー内容を印刷するかどうか選択できます。また 「 PS 設定」の 
「 PS ェラーまで印刷」でも選択可能です。 


「プリンタが見つかりません」 

ネットワーク上でプリンタが見つからない最も一般的な理由としては、プリンタまたはサーパの名前や 
アドレス設定が正しくないかまたは条件に反することなどが挙げられます。入力場所によつては定めら 
れた名称を使用する必要があります。指定名称には次のものがあります。 

• TCP / IP ホスト名 ( DNS 名） 

通常、ネットワーク管理者(部門)がこの名前を定義します。長さは15文字未満でなければなりませ 
ん〇 

• システム指定の内部名（リモートプリンタ名） 
print 
hold 

LPR のプリント用プロトコルが物理デパイス識別用にこの名前を使用します。 

•ネットワーク上に UNIX サーバが存在する場合は、リモートプリンタ名にハイフン (-) やスラッシュ⑺を使用しないでくだ 
さぃ。 

• MLPro 9800 PS 用の TCP/IP ホスト名または DNS 名を変更したときは、必ず各ワークステーションで Fiery ユーティリティ 
用の接続を再構成してください。 
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適切な名前の使用に関しては次の表を参照してください。 


使用場所 

入力場所 

IPX/SPX 
ネットワーク 

TCP/IP 
ネットワーク 

MLP 「 o 9800 PS 操作パネル 
での「サーバ設定」 

「サーパ名」オプション 

任意の名前 

任意の名前 

Windows NT hosts フ アイ 

ホスト名 

- 

DNS 名または 
TCP / IP ホスト名 

WindowsNT での TCP/IP 設 
定 

Ipd でのホスト名 

- 

DNS 名または 
TCP / IP ホスト名 

Ipd ホスト機のプリンタ 
名 


print 

hold 

UNIX / etc / printcap フ アイ 
ル ( BSD ) 

「 P 行 


print 

hold 

Solaris 

Ipadmin でのキュー名 


print 

hold 

Novell 管理ユーティリティ 

プリントキュー名（アル 
ファぺット小文字を使 
用） 

—direct 

—print 

_hold 


Fiery ユーティリティ用接続 
構成時の「新サーバ追加」画 
面 

新デバイス 

Fiery ユーテイリテイ 
は IPX ネットワークで 
はサポートされませ 
ん 

3640 A 3 

サーバ名 

DNS 名または 
TCP / IP ホスト名 

IPP 

プリンタドライパインス 
トール時 


IP アドレス 
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Fiery ユーテイリテイから MLPro 9800 PS に接続できない 

MLPro 9800 PS に接続できない場合は次の点を確認してください。 

• MLPro 9800 PS 「 設定」：適切なネットワークプロトコルを使用可能にし、正しいパラメータを入力す 
る必要があります。たとえば、 TCP / IP では IP アドレス設定です。また待機キューを開放しておく必 
要があります。 

設定情報ページを印刷するとこれらの情報が簡単に確認できます。 

• クライアントワークステーシヨン：適切なネットワークプロトコルが口ードされ、 Windows フオル 
ダに構成済みの 「 Efinl . ini 」 ファイルが含まれていることを確認してください。 


Command Workstation から MLPro 9800 PS に接続できなし、 

MLPro 9800 PS に接続できない理由としては次が考えられます。 

• MLPro 9800 PS が設定されていない。 

• MLPro 9800 PS が再起動中。 

• サーパの IP アドレスなどが変更された。 


この場合、次を実行してみてください。 

• 他のワークステーションから Fiery ユーテイリテイまたは Fiery WebT 00 Is で MLPro 9800 PS に接続し 
ている場合、ワークステーションからの接続を切断する。 

• Command Workstation を再起動する 0 

• Command Workstation の接続構成を確認し、必要であれば設定を変更する。 

• MLPro 9800 PS を再起動する。 
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オキカラーページプリンタ 
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この マニュアルは 再生紙を使用しています。 








株式会社5巾データ 

お客様相談センター 
0120 -654-632 

(携帯電話からは 03-5833-5710) 


受付時間9:00〜20:00月曜日〜金曜日 
9:00〜17:00 土曜日 
(但し祝日を除く） 



